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はじめに 

観光立国の実現は、地域経済の活性化、雇用機会の増大、国際相互理解の増進

等の意義を有し、地域活性化にもつながることから、現在、その実現に向け、「観

光立国推進基本計画」（平成 19 年 6 月閣議決定）に基づく種々の施策を推進して

いる。 

こうした中で、クルーズ船による観光の振興は、「観光立国推進基本計画」にお

いては、  
・マリンレジャーを活用した地域観光の振興策としてチャータークルーズ等の体

験機会の創出  
・クルーズによる観光交流を振興するために、クルーズ船を受け入れる環境の整

備が必要との観点から、航路の開発・保全を実施  
・国際相互交流の促進の観点から、日本人の海外旅行の推進のため、クルーズ旅

行の振興等による魅力の向上  
といった施策への取組が位置づけられているところである。  

更に、平成 20 年 10 月に発足した観光庁においては、観光立国推進基本計画の

目標を達成し、観光立国の実現を図るための取組が着実かつ効果的に進められる

よう、当面の目標や具体的な施策とそのスケジュールを示した「観光庁アクショ

ンプラン」を平成 21 年 1 月に策定したところであり、同プランにおいてもクルー

ズの振興については、  
・インバウンドの推進として 2010年までに訪日する外国人旅行者数を 1,000万人、

2020 年までに 2,000 万人にするという数値目標を掲げ、その具体的な取組とし

て外国人旅行者の受け入れ体制の整備のため、港（クルーズ）について、入管

当局、港湾管理者との連携をはかり、入国審査を円滑にする。  
・アウトバウンドの推進として日本人海外旅行者数を 2010 年までに 2,000 万人に

するという数値目標を掲げ、その具体的な取組として、マーケット調査の実施、

関係者の連携強化による受け入れ態勢の整備及びビジット・ジャパン・キャン

ペーン（VJC）と連携して、客船誘致に向けたプロモーションの実施  
等の施策が位置づけられたところである。  

本調査については、前述のとおり観光庁アクションプランに位置づけられたマ

ーケット調査の一環として港湾局と連携して実施し、その結果はクルーズ旅行を

推進するための今後の各種施策を展開する上で必要な資料収集という役割を担っ

たものである。  
 本調査の実施に当たり、各種の調査にご協力頂いた旅行会社・港湾管理者をは

じめとする関係者や、特に乗船客を対象とした調査にご協力頂いた各クルーズ船

運航会社に厚く御礼を申し上げるとともに、本調査結果が今後のクルーズ旅行の

振興に役立つことを期待している。  
 
平成 21 年 3 月  
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第３ 観光立国の実現に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策
１．国際競争力の高い魅力ある観光地の形成
（二）観光資源の活用による地域の特性を生かした魅力ある観光地の形成
⑤温泉その他文化、産業等に関する観光資源の保護、育成及び開発

（マリンレジャーを活用した地域観光の振興）
マリンレジャーや地域活性化の拠点である「海の駅」の設置支援及びネットワーク化を推進し、レン
タルボート、チャータークルーズ等の幅広いマリンレジャーの体験機会を創出する。また、地方公共
団体や地元観光事業者等との連携による地域の特性を活かしたイベントの開催や、観光情報の提
供を推進する。

（三）観光旅行者の来訪の促進に必要な交通施設の総合的な整備
①国際交通機関の整備
（航路の整備）
クルーズによる観光交流を振興するためには、クルーズ船を受け入れる環境を整備する必要があり、
航路の開発、保全を行う。

３．国際観光の振興
（二）国際相互交流の促進
②我が国と海外との間における地域間の交流の推進
（日本人の海外旅行の促進）
クルーズ旅行の振興等による魅力の向上といった施策に取り組む。

観光立国推進基本計画（抄）（平成１９年６月２９日閣議決定）

 

 

１．インバウンドの推進：訪日外国人旅行者数を2010年までに1000万人、2020年までに2000万人
【具体的な施策（アクション）】
（１）２０年度の取組み
③外国人旅行者の受入体制の整備

・港（クルーズ）について、入管当局・港湾管理者との連携を図り、入国審査を円滑にする。

２．アウトバウンドの推進：日本人海外旅行者数を2010年までに2000万人
【具体的な施策（アクション）】
（１）２０年度の取組み

④VWC等と連携したTwo Way Tourismの推進
・クルーズ振興に関し、以下の取組みを行う。
・マーケット調査を行う（クルーズ利用者や船社に対するヒアリングを実施する）。
・クルーズ船の寄港を促すため、関係者の連携を強化し、受け入れ体制を整備する。
・ＶＪＣと連携して、客船誘致に向けたプロモーショ ンを実施する。
（例） ジャパンクルーズシンポの開催、マイアミクルーズ博への出展。

（２）２１年度及び２２年度の取組み
③VWC等と連携したTwo Way Tourismの推進
・クルーズ振興に関し、VJCと連携し、キーパーソンの招請、欧米･アジアでのツアーオペレーターへの支
援、ハンブルグ見本市への出展等を行う。

観光庁アクションプラン（抄）（平成２１年１月２８日発表）

 

外航クルーズ船乗船客推移（1989-2007）
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１．調査の概要 

１－１ 調査の目的 

観光振興による地域活性化は、観光立国を実現する上で最重要課題のひとつ

である。 

こうした中で、クルーズ船による観光の振興は、インバウンド・アウトバウ

ンドの促進のみならず、寄港地における直接・間接の経済効果は中規模の旅客

船（25,000 トン～50,000 トン）1 隻の入港により約 2 千万円（平成 19 年 3 月

財団法人ながさき地域政策研究所調査）と試算されるなど、地域経済の活性化

に大きな影響を与えるという調査結果も出ているところである。 

本調査では、今後、クルーズ旅行の振興を効果的に展開し、もって観光の振

興と地域の活性化を図るため、クルーズ旅行に対する日本人の意識や、クルー

ズ船旅行者、クルーズ船運航会社等を対象としたアンケート調査や、実際に地

方の港湾におけるクルーズ船寄港誘致成功例の調査を通じて日本におけるクル

ーズ旅行を取り巻く現状を調査するとともに、前述の調査結果を踏まえ、日本

におけるクルーズ旅行の啓発を目的とした。 

 

１－２ 調査内容 

次に掲げる調査・検討等を行う。 

・インターネットによる意識調査 

・乗船客調査 

・クルーズ船運航会社等の調査 

・地方港湾に対するクルーズ船誘致の調査 

・第４回ジャパン・クルーズシンポジウムの開催 

 

１－２－１ 日本人のクルーズに対する意識調査 

日本人のクルーズに対するイメージ等現在の意識及び日本人のクルーズ旅

行への参加状況等の現状を幅広く把握するため、インターネットを活用し、

意識調査を実施した。 

調査期間は平成 21 年 2 月 6 日～12 日までの 7 日間にわたって行い、合計

3,000 人を対象にしてインターネットによるアンケート調査を行った。 

対象としては 18歳以上のインターネットを活用している各年代層に対して

行った。また、日本国内における地域のばらつきも偏りがないように配慮し

た。 

本調査に先だって 1 月中旬に 1,000 名程度を対象に予備調査を行い、年齢

差や地域差のばらつきなどを調整した。 
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１－２－２ 乗船客に対する調査 

日本国内の港湾に入港したクルーズ船乗船客の内、上陸した乗船客を対象

に、クルーズ旅行に関する意識調査を行い、調査結果の分析を行った。 

 

(1)調査期間：平成 21 年 2 月 26 日（木）～3 月 8 日（日） 

 

(2)調査対象港湾：横浜港（神奈川県）、神戸港（兵庫県）、広島港（広島県） 

 

(3)調査対象船舶：本調査期間中において日本を発着するクルーズ船のうち、

以下の船舶について実施した。 

1)デルフィン・ボイジャー（ドイツ：デルフィン・ゼーライゼン社／デル

フィン・クロイツファールテン社）横浜港 

2)タヒチアン・プリンセス（英国：プリンセス・クルーズ社）広島港 

3)アザマラ・クエスト（米国：セレブリティ・クルーズ社）広島港 

4)飛鳥Ⅱ（日本：郵船クルーズ）横浜港・神戸港 

5)にっぽん丸（日本：商船三井客船）横浜港 

 

(4)調査対象者： 

1)デルフィン・ボイジャー（回答者 87 名／主にドイツ人） 

2)タヒチアン・プリンセス（回答者 147 名／米国人、英国人、ドイツ人を

含めて様々） 

3)アザマラ・クエスト（回答者 107 名／米国・英国人中心） 

4)飛鳥Ⅱ（回答者 289 名／日本人） 

5)にっぽん丸（回答者 130 名／日本人） 

合計：760 名（日本人 420 名、外国人 340 名） 

 

(5)調査形式：外国船に関しては調査対象船寄港地現地において調査票を配布

し、現地にて回収する方式とした。 

日本の船に関しては飛鳥Ⅱに関してはハワイのホノルル寄港時

に各客室に配布し、にっぽん丸に関してはクルーズ初日の横浜

出港時にアンケート用紙を各客室に配布し、それぞれクルーズ

終了日までにお答えいただいた。 

 

(6)調査票体裁：各クルーズ船の寄港先に合わせて日本語、英語、ドイツ語、

中国語、韓国語の 5 ヶ国語を用意し、実施した。いずれの言

語もＡ３版見開き 1 枚の体裁とした。 

 

 



 

  1-3  
  

１－２－３ クルーズ船運航会社等に対する調査 

日本国内においてクルーズ旅行商品を取り扱う運航会社（本邦船会社・外

国船代理店・旅行会社等）を対象に主に以下の項目を中心に聞き取り調査を

行った。 

(1)日本人客のクルーズ商品のセールスポイントについて 

（日本発着の場合、海外発着の場合） 

(2)実際に販売する際の顧客の反応 

(3)外国人客に対する日本発着のクルーズ商品のセールスポイントについて 

(4)日本発着のクルーズ商品の対外的なＰＲポイントをどこにおいているか 

(5)日本発着のクルーズ商品を開発する際の問題点 

（販売層、商品設定に当たっての制約条件等） 

(6)その他 

 

   ヒアリング対象としては以下の民間企業 6 社に対して行った。 

(1)船舶運航会社 

・商船三井客船株式会社 

・スタークルーズ日本オフィス（ノルウェージャン・クルーズライン） 

(2)外国船代理店 

・株式会社クルーズバケーション 

(3)国内旅行代理店 

・株式会社ＰＴＳ 

・郵船トラベル株式会社 

・ＪＴＢロイヤルロード銀座（株式会社ＪＴＢ首都圏） 

 

１－２－４ 地方の港湾におけるクルーズ船誘致の事例調査 

クルーズ船の寄港誘致に成功した港湾を対象に以下の点について調査を行

った。対象港湾は室蘭港（北海道）、高松港（香川県）、長崎港（長崎県）の

3 港とした。 

主に以下の質問項目を用意してヒアリングを行った。 

(1)乗船客側、受入側双方が満足するために行ったこと（自治体主導の取組、 

地元商工関係者の取組、寄港誘致を目的とした協議会等の運営者の取組） 

(2)クルーズ船寄港による経済効果（直接／間接） 

(3)寄港したクルーズ船の乗船客の寄港地に対する感想、意見 

(4)ＣＩＱの問題をどのように解決しているか 

(5)クルーズ船寄港時に発生した問題点、トラブル等。 

(6)受入地側の感想、意見（特に単発の寄港で終わらせないために、受入地側

で必要となる取組について） 

(7)その他 
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ヒアリングは以下により実施した。 

  高松港：2 月 2 日（月） 

  室蘭港：2 月 3 日（火） 

  長崎港：2 月 10 日（火） 

 

１－２－５ シンポジウム開催 

日本におけるクルーズ旅行の普及・啓発活動の一環として上記の調査を踏

まえたシンポジウム（第４回ジャパン・クルーズジシンポジウム）を開催し

た。 

 

(1)シンポジウム概要 

1)開催日時：平成 21 年 3 月 13 日（金）午後 2 時～4 時 10 分 

2)会  場：広島国際会議場 

3)参加人数：130 名  
 

１－３ 調査期間 

平成 21 年 1 月 10 日～平成 21 年 3 月 27 日（金）までとし、各業務を以下の

スケジュールにより実施した。 

 

調査設計

日本人のクルーズに対する意識
調査

クルーズ船乗船者に対する調査

クルーズ船運航会社等に対する
調査

地方の港湾におけるクルーズ船
寄港誘致の成功例調査

シンポジウムの開催 ★3/13

報告書の作成

１月 ２月 ３月
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２．インターネットによる意識調査 

２－１ 実施した調査の概要 

２－１－１ 調査目的  

本 調 査 は 、 日 本 人 の ク ル ー ズ 旅 行 の 参 加 状 況 や 現 在 の 意 識 を 幅

広 く 把 握 し 、 わ が 国 の 今 後 の ク ル ー ズ 旅 行 の 普 及 啓 発 の た め の 基

礎 資 料 と す る こ と を 目 的 と し て 、 実 施 し た 。  

    

２－１－２ 調査項目 

調 査 項 目 は 、属 性 の ほ か 、海 外 旅 行 や ク ル ー ズ 旅 行 の 経 験 な ど 、

以 下 の よ う な 設 問 を 設 定 し た 。  

 

２－１－３ 調査対象 

全 国 の 18 歳 以 上 の 男 女 と し 、 1 泊 以 上 の 宿 泊 を 伴 う 国 内 外 の 旅

行 経 験 者 と し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト で 回 答 者 を 募 集 す る 際 に 条 件 を

明 記 し た 。  

な お 、調 査 は 、調 査 会 社 の ア ン ケ ー ト 調 査 パ ネ ル（ 約 100 万 人 ）

を 対 象 に 実 施 し た 。  

 

 

 

項  目  設 問 項 目  

Ａ  属 性 項 目  性 別 、 年 齢 、 住 所 区 分 、 職 業 区 分 、 世 帯 年 収

区 分  

Ｂ  海 外 旅 行 の 経 験  経 験 回 数 、 過 去 1 年 間 の 海 外 旅 行 回 数 、 直 近

の 旅 行 日 数 、 旅 行 先 、 旅 行 の タ イ プ 、 目 的  

ク ル ー ズ 旅 行 の

経 験  

回 数 、 目 的 地 、 参 加 人 数 、 直 近 の 目 的 地 、 日

数 、 旅 行 の 目 的 、 参 加 理 由 、 ク ル ー ズ 旅 行 に

関 す る 認 知 の 状 況 と そ の イ メ ー ジ  

Ｃ  商 品 モ デ ル に 対

す る 参 加 意 向  

ワ ン ナ イ ト ク ル ー ズ 、 国 内 周 遊 ク ル ー ズ 、 日

本 発 着 グ ァ ム ･サ イ パ ン 、日 本 発 着 韓 国 ク ル ー

ズ 、 シ ド ニ ー ～ 横 浜 ･太 平 洋 無 寄 港 ク ル ー ズ 、

シ ン ガ ポ ー ル 発 着 ク ル ー ズ  

Ｄ  パ ッ ケ ー ジ ツ ア

ー の 選 択  

現 地 で の 移 動 条 件 の 差 異 に よ る 選 択（ バ ス ･鉄

道 、 ク ル ー ズ 船 ）  

Ｅ  ク ル ー ズ 旅 行 に

対 す る 感 想 ･ 意

見 等  

自 由 回 答  
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２－１－４ 調査方法 

イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 会 社 の 保 有 す る ア ン ケ ー ト 調 査 パ ネ ル 登 録

モ ニ タ ー 会 員 に 対 し 、 以 下 の 手 順 で 調 査 を 実 施 し た 。  

第 １ ス テ ッ プ と し て 、 別 途 設 定 し た 年 齢 お よ び 地 域 区 分 設 定 に

基 づ く 回 答 者 の 割 付 に 基 づ き 、 同 社 か ら 電 子 メ ー ル で 調 査 パ ネ ル

の 登 録 モ ニ タ ー 会 員 に 対 し 、 調 査 回 答 の 依 頼 を 行 い 、 調 査 母 集 団

を 設 定 し た 。第 ２ ス テ ッ プ で 、予 定 の 回 答 者 の 割 当 に 達 す る ま で 、

地 域 別 ・ 年 齢 別 に 回 答 を 受 付 け 、 区 分 ご と に 予 定 数 に 達 し た 時 点

で 回 答 を 締 め 切 っ た 。  

 

表２－１－１ 調査対象サンプル数と回収状況（年代区分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

表２－１－２  調査対象サンプル数と回収状況（地域ブロック） 

地域ブロック 配賦数 回収数（実績） 

北海道・東北 
北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県 

300 300 

関東（1 都 6 県） 
 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県 
500 500 

甲信越 
 新潟県、山梨県、長野県 

200 200 

北陸 3 県 
 富山県、石川県、福井県 

300 300 

東海 4 県 
岐阜県、静岡県、愛知県、三重県 

400 400 

近畿（2 府 4 県） 
 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、

和歌山県 
400 400 

中国 
 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 

300 300 

四国 
 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

300 300 

九州・沖縄 
 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、

宮崎県、鹿児島県、沖縄県 
300 300 

全 体 3,000 3,000 

年 代 区 分   回 収 目 標 数  回 収 数 （ 実 績 ）  

10 歳 代 （ 18 歳 以 上 ） 150 1 5 0  

2 0 歳 代  40 0  4 0 0  

3 0 歳 代  70 0  7 0 0  

4 0 歳 代  70 0  7 0 0  

5 0 歳 代  70 0  7 0 0  

6 0 歳 以 上  35 0  6 0 代    3 1 1  

7 0 代 以 上   3 9 

合 計   3 , 0 0 0   3 , 0 0 0  
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n=3000

27.0 6.0 6.7 10.3 18.2 7.1

2.5

4.2 6.3 0.8

0.4 2.1 6.5 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社勤務（一般社員） 会社勤務（管理職） 会社経営（経営者・役員）

公務員・教職員・非営利団体職員 派遣社員・契約社員 自営業（商工サービス）

ＳＯＨＯ 農林漁業 専門職（弁護士・税理士等・医療関連）

パート・アルバイト 専業主婦 学生

無職 その他の職業

２－２ 調査結果 

２－２－１ 回答者属性  

回 答 者 3,000 人 の 職 業 区 分 を 見 る と 会 社 勤 務 の 一 般 社 員 が 27.

0％ で 最 も 多 く 、次 い で 専 業 主 婦 の 18.2％ 、パ ー ト ･ア ル バ イ ト の

10.3％ が 多 く な っ て い る 。  

 

図２－２－１ 回答者の職業 

 

 

 

 

 

 

 

回 答 者 の 世 帯 収 入 を 見 る と 、 500 万 円 ～ 600 万 円 と 300 万 ～ 400

万 円 の 区 分 の 合 計 で ほ ぼ 半 数 を 占 め 、 以 下 、 30 0 万 円 未 満 、 70 0

万 円 ～ 800 万 円 と 続 い て い る 。  

 

図２－２－２  回答者の世帯収入 

 

 

 

 

 

 

２－２－２ 海外旅行の経験  

回 答 者 の 海 外 旅 行（ 仕 事 が 主 目 的 な 旅 行 を 除 く ） の 経 験 等 に つ

い て の 設 問 に つ い て 、 以 下 の よ う な 回 答 を 得 た 。  

 

(1)海外旅行の回数 

 

 

回 答 者 の 約 ３ 割 が「 海 外 旅 行 経 験 な し 」と し て お り 、「 経 験 あ り 」

で は 、「 2～ 5 回 」 の 区 分 が 30.5％ と 最 も 比 率 が 高 く な っ て い る 。  

 

 

 

 

あなたは、これまで何回程度海外旅行にお出かけですか。該当する区分を選ん

でください。      

n=3000

17.2 23.7 16.423.9 8.9

4.4 2.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３００万円未満 ３００万円～４００万円台 ５００万円～６００万円台 ７００万円～８００万円台

９００万円～１０００万円台 １１００万円～１２００万円台 １３００万円～１４００万円台 １５００万円以上
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図２－２－３  海外旅行の回数 

 
 

 
 
 
 

1)世帯年収別 

    世帯年収が多くなるに従い、「海外旅行の経験はない」割合は減少し、逆

に、海外旅行回数が「2～5 回」、「6～9 回」、「10 回以上」の割合が増加す

る傾向が見られる。 

    特に顕著なのは、世帯年収が多くなるに従い、「6～9 回」と「10 回以上」

の割合が増加することであり、「1,500 万円以上」では「10 回以上」が 34.7％

と 3 分の 1 を超えている。  
 

図２－２－４  世帯年収別 海外旅行の経験 

19.7

20.5

22.2

18.7

21.5

15.7

18.2

14.3

10.9

30.5

22.1

29.1

33.1

35.5

30.2

36.4

49.2

20.8

9.1

7.2

7.7

8.7

10.1

10.4

10.6

11.1

19.8

11.2

7.6

6.8

11.2

9.5

18.7

18.2

19.0

34.7

29.6

42.6

34.2

28.4

23.3

25.0

16.7

6.3

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

300万円未満(n=516)

300万円～400万円台(n=711)

500万円～600万円台(n=716)

700万円～800万円台(n=493)

900万円～1000万円台(n=268)

1100万円～1200万円台(n=132)

1300万円～1400万円台(n=63)

1500万円以上(n=101)

1回 2～5回 6～9回 10回以上 海外旅行の経験はない
 

 

 

n=300019.7 30.5 11.29.1 29.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回 ２～５回 ６～９回 １０回以上 海外旅行の経験はない
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(2)過去 1 年間の海外旅行の回数 

過去１年間の海外旅行回数は何回ですか。該当する区分を選んでください。   

回 答 者 の 7 割 超 が 「 0 回 」 と し て お り 、 次 い で 「 1 回 」 と 回 答 し

た 人 が 18.3％ と 最 も 比 率 が 高 く な っ て い る 。  

 

図２－２－５  過去 1 年間の海外旅行の回数 

 

 

 

 
 
 

 
1)世帯年収別 

 世帯年収別に過去 1 年間の海外旅行回数をみると、全体的に世帯年収が

多くなるにつれて「0 回」の割合が減少し、逆に「1 回」、「2 回」、「3～5

回」等複数回海外旅行した経験の割合が増加している。 

    特に、「1,500 万円以上」では「0 回」が 41.4％と、半数以上が過去 1 年

間に海外旅行を経験しており、全体の約 4 分の 1 が 2 回以上海外に出かけ

ている。  
 

図２－２－６  世帯年収別 過去１年間の海外旅行の回数 

72.5

77.7

76.3

74.5

76.5

65.7

62.7

62.7

41.4

18.3

15.9

16.9

16.6

17.2

21.4

20.0

25.4

35.6

6.5

8.2

16.1

1.30.0

0.5

0.0

3.4

0.0

5.1

4.0

4.5

5.1

4.4

5.4

1.4

2.8

2.7

2.1

4.5

9.1

3.4

6.9

0.3

0.3

0.6

0.0

0.6

0.3

0.4

1.2

0.3

1.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2112)

300万円未満(n=296)

300万円～400万円台(n=468)

500万円～600万円台(n=513)

700万円～800万円台(n=378)

900万円～1000万円台(n=201)

1100万円～1200万円台(n=110)

1300万円～1400万円台(n=59)

1500万円以上(n=87)

0回 1回 2回 3～5回 6～9回 10回以上
 

n=300072.5 18.3 5.4

2.8

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０回 １回 ２回 ３～５回 ６～９回 １０回以上



 

  2-6  
  

(3)直近の海外旅行について 

1)直近の海外旅行の旅行日数 

 

  

直 近 の 海 外 旅 行 の 旅 行 日 数 は 、「 3 日 以 上 5 日 以 内 」が 53.6％ と

最 も 比 率 が 高 く 、「 11 日 以 上 」は 9.2％ と 全 体 に 占 め る 割 合 は 低 い 。 

 

図２－２－７  直近の海外旅行の旅行日数 

 

 

 

 

 

 
ｱ)年齢別 

    旅行日数の長いのは、18 歳･19 歳と 70 歳以上で、「11 日以上」の比率が

ともに 17.2％と他の年代に比べ高い。ついで、30 歳代と 60 歳代、70 歳以

上で「6 日以上 10 日以内」の比率がやや高い。18 歳･19 歳では、語学研修

による短期留学、30 歳代では、可処分所得が 20 歳代よりも多く、結婚や

友人との旅行など長い休みをとって海外に出かける機会が多いと考えられ

る。  
 

図２－２－８  年齢別 直近の海外旅行の旅行日数 

53.6

57.8

53.8

49.9

55.4

57.3

48.4

44.8

34.8

32.0

37.9

34.8

33.3

37.6

37.9

9.2

17.2

11.3

9.8

6.8

7.2

12.2

17.2

2.4

1.6

2.8

2.4

2.9

2.2

1.8

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2112)

18歳・19歳(n=64)

20代(n=247)

30代(n=509)

40代(n=543)

50代(n=499)

60代(n=221)

70代以上(n=29)

２日以内 ３日以上５日以内 ６日以上１０日以内 １１日以上  

直近の海外旅行の旅行日数をお教えください。該当する区分を選んでください。

n=21122.4 53.6 34.8 9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２日以内 ３日以上５日以内 ６日以上１０日以内 １１日以上
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2)直近の海外旅行の旅行先 

直近の海外旅行の旅行先はどちらですか。該当する区分を選んでください。  

直 近 の 海 外 旅 行 先 は 、「 ア ジ ア （ 中 国 以 外 ）」 が 30.0％ と 最 も

比 率 が 高 く 、 こ れ に 「 ハ ワ イ ・ グ ァ ム ・ サ イ パ ン 」 の 26.2％ が

次 い で い る 。  

 

図２－２－９  直近の海外旅行の旅行先 

 

 

 

 
 
 

 
ｱ)年齢別 

年齢別にその旅行先をみると、極端な差はないが、年代が上がるに従い

増加傾向にあるのが「中国」、「ヨーロッパ」であり、逆に減少傾向にある

のが「アメリカ・カナダ」と「オセアニア・南太平洋」である。  
 

図２－２－10 年齢別 直近の海外旅行先 

7.8

6.3

6.5

6.3

7.4

10.2

9.0

3.4

30.0

39.1

32.8

24.2

28.5

36.1

26.7

37.9

26.2

17.2

25.9

29.1

27.3

25.1

24.0

17.2

11.2

14.1

10.1

15.9

11.0

8.2

7.7

10.3

12.1

7.8

13.0

11.8

10.1

11.4

18.1

20.7

8.8

15.6

8.5

9.4

10.7

6.2

6.8

6.9

5.0

0.0

2.3

1.2

0.7

0.6

0.8

0.0

0.9

3.4

0.5

0.4

0.4

1.2

0.8

0.0

0.7

0.0

1.6

1.6

3.9

1.2

0.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2112)

18歳・19歳(n=64)

20代(n=247)

30代(n=509)

40代(n=543)

50代(n=499)

60代(n=221)

70代以上(n=29)

中国 ｱｼﾞｱ（中国以外） ﾊﾜｲ・ｸﾞｱﾑ・ｻｲﾊﾟﾝ ｱﾒﾘｶ・ｶﾅﾀﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟ ｵｾｱﾆｱ・南太平洋 中近東・ｱﾌﾘｶ ｶﾘﾌﾞ・中南米 その他
 

n=21127.8 30.0 11.226.2 12.1 8.8

0.9

0.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中国 アジア（中国以外） ハワイ・グアム・サイパン アメリカ・カナダ ヨーロッパ

オセアニア・南太平洋 中近東・アフリカ カリブ・中南米 その他
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3)直近の海外旅行はどのような旅行か 

 

 

「 夫 婦 で の 旅 行 」 が 29.1％ と 最 も 高 く 、 次 い で 「 友 人 や 知 人 と

の 旅 行 」 の 23.2％ 、「 家 族 旅 行 」 の 20.6％ と な っ て い る 。  

 

図２－２－11 直近の海外旅行について 

 

 
 
 
 
 
 

ｱ)年齢別 

「18 歳・19 歳」は「家族旅行」が 37.5％と最も多いが、「20 代」は「友人

や知人との旅行」が 32.4％と最多である。これに対して、「30 代」や「40

代」、「50 代」は「夫婦旅行」がそれぞれ 33.6％、32.6％、29.7％と最も多

くなっている。また「60 代」になると「友人や知人との旅行」が最も多く

なり 28.5％を占める。それほど大きな違いはないが、若者層と年配層は「友

人・知人」、中年層は「夫婦」が中心の旅行となっている。  
 

図２－２－12 年齢別 直近の海外旅行について

6.4

6.3

8.5

5.7

7.0

6.4

5.0

0.0

20.6

37.5

16.2

18.1

20.3

22.0

24.4

20.7

29.1

20.6

33.6

32.6

29.7

25.3

37.9

23.2

20.3

32.4

22.6

19.3

21.8

28.5

17.2

14.3

9.4

11.3

13.2

16.4

16.0

11.8

17.2

6.4

26.6

10.9

6.9

4.4

4.0

5.0

6.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2112)

18歳・19歳(n=64)

20代(n=247)

30代(n=509)

40代(n=543)

50代(n=499)

60代(n=221)

70代以上(n=29)

ひとり旅 家族旅行 夫婦旅行 友人や知人との旅行 職場等の仕事関係の旅行 その他
 

直近の海外旅行は、どのような旅行でしたか。該当する区分を選んでください。

n=21126.4 20.6 23.229.1 14.3 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり旅 家族旅行 夫婦旅行 友人や知人との旅行 職場等の仕事関係の旅行 その他
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4)直近の海外旅行の目的 

直近の海外旅行は、どのような目的でしたか。該当する区分を選んでください。

「 観 光 」 を 目 的 と し た 旅 行 が 、 60. 7％ と 大 き な 比 率 を 占 め て お

り 、 そ れ に 「 家 族 や 夫 婦 の 記 念 旅 行 」 の 17.0％ が 続 い て い る 。  

 

図２－２－13 直近の海外旅行の目的 

n=2112、単位：％

観光, 60.7

その他, 11.1

語学等の研
修, 2.5

招待旅行・報
償旅行, 2.7

会社等の慰
安旅行, 6.1

家族や夫婦
の記念旅行,

17.0

 

ｱ)年齢別 

    年齢別にはどの年代も「観光」が 5 割以上で最も多いが、「18 歳・19 歳」

では「語学等の研修」が 20.3％、「30 代」では「家族や夫婦の記念旅行」

が 24.4％と比較的多くなっている。また、「50 代」、「60 代」、「70 代以上」

は「観光」がそれぞれ 64.3％、68.3％、69.0％と全体平均よりも少し多い。  
 

図２－２－14 年齢別 直近の海外旅行の目的 
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24.4

17.1

14.6

10.0
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5.8

3.6
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6.5
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17.2
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0.0

1.6
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3.2
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2.4

1.6

2.7

3.4

2.5

1.6

1.5

0.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2112)
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観光 家族や夫婦の記念旅行 会社等の慰安旅行 招待旅行・報償旅行 語学等の研修 その他
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(4)客船によるクルーズ旅行について 

1)客船によるクルーズ旅行の経験 

回  

 

回 答 者 の う ち 「 客 船 に よ る ク ル ー ズ 旅 行 の 経 験 者 数 」 の 数 は

3,000 人 の 回 答 者 中 280 名 （ 9.3％ ） で あ っ た 。  

 

図２－２－15 客船によるクルーズ旅行経験の有無 

n=3000、単位：％

ない, 90.7

ある, 9.3

 
ｱ)年齢別 

60歳代が、「クルーズ経験あり」が 11.9％とやや高いのが目だっている。

各年代では、若い世代の 18 歳・19 歳で 2.0％と低い。これは、若いことに

より旅行を経験する期間が短いことによるものと考えられる。20 歳代以上

の年代で見ると、20歳代と 40歳代で 7％台とやや低く、それ以外の年代で、

10％を超えている。  
 

図２－２－16 年齢別 客船によるクルーズ旅行経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、客船によるクルーズ旅行（国内･海外）をしたことがありますか。（フ

ェリー等の定期旅客船を除く）     

9.3

7.5

10.7

7.9
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88.1
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89.7
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20代(n=400)

30代(n=700)

40代(n=700)

50代(n=700)

60代(n=311)

70代以上(n=39)

ある ない
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n=280、単位：％

２回, 16.1

３～５回, 8.2

６～９回, 1.4
１０回以上,

2.1

１回, 72.1

１回 ２回 ３～５回 ６～９回 １０回以上

n=280、単位：％
18.2

1.8

3.2

8.9

11.4

3.6

1.1

4.3

3.9

1.4

0.4

50.7

11.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

アジア

アラスカ

カリブ・南米

地中海・エーゲ海

ハワイ

アメリカ西海岸

アメリカ北東部

北欧・バルト海

オセアニア

中東・アフリカ

南極周遊

国内周遊

その他

 

5)これまで参加したクルーズ旅行の内容 

前問で、クルーズ旅行をしたことが「ある」と回答された方にうかがいます。

参加したクルーズ旅行の回数と目的地をお教えください。該当する区分を選ん

でください。   

ｱ)これまで参加したクルーズ旅行の回数 

「 ク ル ー ズ 経 験 あ り 」 の 回 答 者 280 人 の う ち 全 体 の 約 7 割 強

の 72.1％ が 旅 行 回 数 は 1 回 と し て お り 、 2 回 は 、 16.1％ で あ っ

た 。 こ れ ら の 合 計 で 約 9 割 近 く を 占 め て い る 。  

 

図２－２－17 これまで参加したクルーズ旅行の回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｲ)クルーズ旅行の目的地（複数回答） 

「 ク ル ー ズ 経 験 あ り 」 の 回 答 者 280 人 の 旅 行 の 目 的 地 を 見 る

と 、「 国 内 周 遊 」 が 50.7％ と 全 体 の 半 数 を 超 え 、 そ れ に 「 ア ジ

ア 」 の 18.2％ 、「 ハ ワ イ 」 の 11.4％ が 次 い で い る 。  

 

図２－２－18 クルーズ旅行の目的地（複数回答） 
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2.5
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6.9
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10.1

13.2

3.6

4.4

50.7

53.5

47.1

11.1

13.2

8.3

1.7

1.8

1.9

2.5

1.1

1.9

0.0

4.3

3.1

5.8

3.9

5.8

2.5

1.7

1.4

1.3

0.4

0.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=280)

男性(n=159)

女性(n=121)

ｱｼﾞｱ ｱﾗｽｶ ｶﾘﾌﾞ・南米 地中海・ｴｰｹﾞ海 ﾊﾜｲ ｱﾒﾘｶ西海岸 ｱﾒﾘｶ北東部

北欧・ﾊﾞﾙﾄ海 ｵｾｱﾆｱ 中東・ｱﾌﾘｶ 南極周遊 国内周遊 その他

ｳ)性別 

クルーズ旅行の目的地として、女性が男性よりも比較的多いのが「カリ

ブ・南米」（女性 4.1％、男性 2.5％）、「地中海・エーゲ海」（女性 11.6％、

男性 6.9％）、「ハワイ」（女性 13.2％、男性 10.1％）、「北欧・バルト海」（女

性 5.8％、男性 3.1％）、「オセアニア」（女性 5.8％、男性 2.5％）などであ

るのに対して、男性が女性よりも多いのは、「アメリカ西海岸」（男性 4.4％、

女性 2.5％）である。  
 

図２－２－19 性別 クルーズ旅行の目的地 

 

 
 
 
 
 
 
ｓ  
 
 
 

 

3)直近に参加したクルーズ旅行の参加人数 

直近に参加したクルーズ旅行の参加人数（あなた自身を含め）をお教えくださ

い。該当する区分を選んでください。      

直 近 に 参 加 し た ク ル ー ズ 旅 行 の 参 加 人 数 は 、「 2 人 」が 32.5％

と 最 も 比 率 が 高 く 、「 10 人 以 上 」 と す る 回 答 も 31.4％ あ っ た 。

「 2 人 」が 多 い の は 、海 外 旅 行 が ど の よ う な も の で あ っ た か（ 旅

行 の タ イ プ ）を 訊 ね た 質 問 で「 夫 婦 旅 行 」が 29.1％ で あ っ た こ

と と も 符 号 し て い る と い え る 。  

 
図２－２－20 直近に参加したクルーズ旅行の参加人数 

 

 

 
 
 
 
 
 

n=280
7.9 32.5 24.6 3.6 31.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３～５人 ６～９人 １０人以上
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7.9

10.7

24.6

15.7

36.4

31.4

37.1

24.0

4.1

32.1

32.5

33.1

3.6

4.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=280)

男性(n=159)

女性(n=121)

1人 2人 3～5人 6～9人 10人以上

ｱ)性別 

性別に直近のクルーズ旅行の参加人数を見ると、男性では「2人」が 32.1％

と最も多いのに対して、女性では「3～5 人」が 36.4％と最も多くなってい

る。男性の「3～5 人」は 15.7％にとどまっている。 

    女性は比較的グループでクルーズ旅行をする傾向が男性よりは強いこと

がうかがわれる。 

 
図２－２－21 性別 直近のクルーズ旅行の参加人数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4)直近に参加したクルーズ旅行の目的地と旅行日数 

ｱ)直近のクルーズ旅行の目的地 

 

 

 

直 近 に 参 加 し た ク ル ー ズ 旅 行 の 目 的 地 は「 国 内 周 遊 」が 47.5％

と 最 も 比 率 が 高 く 、「 ア ジ ア 」の 15.4％ 、「 ハ ワ イ 」の 10.4％ が

次 い で い る 。 概 ね 前 問 の こ れ ま で の ク ル ー ズ 旅 行 の 目 的 地 と 同

様 の 傾 向 が み ら れ る 。  

 

直近に参加したクルーズ旅行の目的地及び旅行日数をお教えください。該当する

区分を選んでください。  

なお、日数は船以外での移動日を含むすべての旅行日数をお答え下さい。     
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38.4

13.9

9.4

19.829.8 39.7

38.9

38.4
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全体(n=280)

男性(n=159)

女性(n=121)

２日以内 ３日以上５日以内 ６日以上１０日以内 １１日以上

図２－２－22 直近のクルーズ旅行の目的地

n=280、単位：％

国内周遊,
47.5

その他, 9.6

北欧・バルト
海, 3.9

アメリカ北東
部, 0.7

オセアニア,
2.5

中東・アフリカ,
0.7南極周遊, 0.0

アラスカ, 0.4

カリブ・南米,
1.8

地中海・エーゲ
海, 4.6

ハワイ, 10.4

アメリカ西海
岸, 2.5

アジア, 15.4

 

ｲ)直近のクルーズ旅行の日数 

「3 日以上 5 日以内」の比率が 38.9％、「2 日以内」が 34.6％と、両者の

合計で全体の約 4 分の 3 となっている。直近の海外旅行の旅行日数の回答

と比較すると、全般に日数が短いことがわかる。 

 

ｳ)性別 

    直近のクルーズ旅行の日数を性別で見ると、男性の「2 日以内」が 38.4％

であるのに対して、女性は 29.8％と少なく、逆に 6日以上が男性では 23.2％、

女性が 30.5％と多く、女性の方が男性よりも長い日数となっている。  
 

図２－２－23 性別 直近のクルーズ旅行の日数 
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62.9

57.9

69.4

7.1

11.3

4.6
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6.6
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8.6
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1.9
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観光 家族や夫婦の記念旅行 会社等の慰安旅行 招待旅行・報償旅行 語学等の研修 その他

5)直近のクルーズ旅行の目的 

 

 

「 観 光 旅 行 」が 62.9％ と 全 体 の 3 分 の 2 を 占 め て お り 、こ れ

は 直 近 の 海 外 旅 行 の 目 的 で の 回 答 結 果 と ほ ぼ 同 じ 傾 向 に あ る 。

「 観 光 旅 行 」に 続 い て 、「 家 族 や 夫 婦 の 記 念 旅 行 」の 8.6％ が あ

る が 、直 近 の 海 外 旅 行 の 目 的 で の 17.0％ に 比 べ る と 、お よ そ 半

分 に な っ て い る 。  

 

ｱ)性別 

    性別に見ると、男女ともに「観光」が圧倒的に多いが、男性が 57.9％で

あるのに対して、女性は 69.4％と少し多くなっている逆に、「会社等の慰

安旅行」は男性が 11.3％であるのに対して、女性は 1.7％と非常に少ない。  

 

図２－２－24 直近のクルーズ旅行の目的 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

直近のクルーズ旅行は、どのような目的でしたか。該当する区分を選んでくだ

さい。      
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6)直近のクルーズ旅行への参加理由 

 

 

「 の ん び り と し た 船 旅 が 楽 し め る 」 が 、 全 体 280 人 の う ち の

半 数 近 い 132 人 、 47.1％ が 参 加 の 理 由 と し て お り 、 こ れ に 「 船

か ら の 景 観 が 楽 し み 」の 37.9％ 、「 非 日 常 の 体 験 が で き そ う だ

か ら 」 の 23.9％ が 続 い て い る 。  

 

ｱ)性別 

性別に直近のクルーズ旅行への参加理由をみると、男女ともに回答傾向

は似ているが、「客船のホテル並みのもてなし」は男性が 18.2％であるの

に対して、女性は 23.1％と高く、また「以前、クルーズ旅行をして良かっ

たため」も男性がわずか 1.9％であるのに対して女性は 9.9％と非常に高い

のが注目される。 

これは、女性客は男性客よりも「もてなし」を重視し、過去の経験を重

要視するということを示していると考えられる。  

 

図２－２－25 直近のクルーズ旅行への参加理由（複数回答） 

単位：％

47.1

21.8
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23.9
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34.7
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0.0 20.0 40.0 60.0

のんびりとした船旅が楽しめる

以前からあこがれていた

手荷物なしで、現地の観光ができる

客船のホテル並みのもてなし

船からの景観が楽しみ

以前、クルーズ旅行をして良かったため

非日常の体験ができそうだから

その他

全体(n=280)

男性(n=159)

女性(n=121)

 

直近のクルーズ旅行への参加理由をお教えください。該当する区分を選んでく

ださい。（複数回答）      
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7)クルーズ旅行未経験者のクルーズ旅行の認知度 

1)でクルーズ旅行の経験が「ない」と回答された方にうかがいます。      

あなたは、「クルーズ旅行」について、以前からご存知でしたか。該当する区分

を選んでください。             

ク ル ー ズ 旅 行 の 未 経 験 と 回 答 し た 2,720 人 に 対 し 、 ク ル ー ズ

旅 行 に つ い て の 認 知 度 を 訊 ね た と こ ろ 、 「 ク ル ー ズ 旅 行 に つ い

て 知 っ て い る が 、 具 体 的 に 参 加 を 考 え た こ と は な い 」 と す る 回

答 が 1,32 1 人 （ 48.6％ ） と 半 数 近 く あ っ た 。 「 機 会 が あ れ ば 参

加 し た い と 思 っ て い る 」 及 び 「 ク ル ー ズ 旅 行 に つ い て は 、 今 ま

で あ ま り 知 ら な か っ た が 、 改 め て 、 参 加 を 検 討 し よ う と 思 う 」

と す る 回 答 は そ れ ぞ れ 601 人（ 22.1％ ）、176 人（ 6.5％ ）あ り 、

こ の 両 者 を 合 わ せ た 28.6％ が 参 加 予 備 軍 と 考 え ら れ る 。  

 

ｱ)性別 

男女ともに「クルーズ旅行について知っているが、具体的に参加を考え

たことはない」が最も多く、男性が 48.4％、女性 48.8％とほぼ同じであっ

た。その他の選択肢の割合もほぼ同じで、クルーズ旅行の認知度に男女の

差はない。  
 

図２－２－26 クルーズ旅行未経験者のクルーズ旅行の認知度 
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クルーズ旅行について知っており、機会があれば参加したいと思っている

クルーズ旅行について知っているが、具体的に参加を考えたことはない

クルーズ旅行については、今まであまり知らなかったが、改めて、参加を検討しようと思う

クルーズ旅行については、今まであまり知らなかったし、興味もない

その他
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ｲ)年齢別 

年齢別に見ると、どの年代も「クルーズ旅行について知っているが、具

体的に参加を考えたことはない」が最も多いが、この回答割合と「クルー

ズ旅行について知っており、機会があれば参加したいと思っている」の合

計の割合、すなわちクルーズ旅行を認知している割合は、年代が上がるに

従い増加している。  
 

図２－２－27 年齢別 クルーズ旅行未経験者のクルーズ旅行の認知度 
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ｸﾙｰｽﾞ旅行については、今まであまり知らなかったが、改めて、参加を検討しようと思う

ｸﾙｰｽﾞ旅行については、今まであまり知らなかったし、興味もない
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8)クルーズ旅行未経験者のクルーズ旅行についてのイメージ 

1)でクルーズ旅行の経験が「ない」と回答された方にうかがいます。  

あなたは、「クルーズ旅行」について、どんなイメージをお持ちですか。該当す

る区分を選んでください。（複数回答）      

ク ル ー ズ 旅 行 の 未 経 験 と 回 答 し た 2,720 人 の ク ル ー ズ 旅 行 に

つ い て の イ メ ー ジ を 訊 ね た と こ ろ 、プ ラ ス の イ メ ー ジ と し て は 、

「 の ん び り と し た 船 旅 が 楽 し め る 」が 1,854 人（ 68 . 2％ ）、「 客

船 の ホ テ ル 並 み の も て な し 」 1,185 人 （ 43 . 6％ ） 、 マ イ ナ ス の イ

メ ー ジ と し て は 、 「 ク ル ー ズ 旅 行 は 、 旅 費 が 高 い と 思 う 」 1,774

人（ 65 . 2％ ）、「 ク ル ー ズ 旅 行 は 、日 程 に 余 裕 が な い と 参 加 で き

な い と 思 う 」 1,5 9 2 人 （ 5 8 . 5％ ） へ の 回 答 が そ れ ぞ れ 多 か っ た 。 

 

ｱ)性別  
男 性 で は 、 「 の ん び り と し た 船 旅 が 楽 し め る 」 が 、 女 性 に 比

べ 7.6 ポ イ ン ト 高 い も の の 、 「 時 間 を も て あ ま し て し ま う 気 が

す る 」 も 、 女 性 に 比 べ 5.6 ポ イ ン ト 高 い 。 の ん び り と 裏 返 し で

時 間 を も て あ ま す イ メ ー ジ を も っ て い る の が う か が え る 。一 方 、

女 性 は 、 「 船 酔 い に な る の が 心 配 な 気 が す る 」 が 、 男 性 に 比 べ

18.6 ポ イ ン ト 高 い 。ま た 、「 旅 費 が 高 い 」と す る 回 答 、「 船 内

で の 服 装 （ ド レ ス コ ー ド ） が 厳 し い と 思 う 」 が 、 男 性 に 比 べ そ

れ ぞ れ 5.2 ポ イ ン ト 、 4.6 ポ イ ン ト 高 か っ た 。  

 
図２－２－28 クルーズ旅行未経験者のクルーズ旅行についてのイメージ（性別）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｲ)年齢別  

単位：％

68.2

16.3

9.2

43.6

27.6

21.8

30.0

16.7

58.5

65.2

35.5

1.7

71.8

15.1

8.5

42.8

26.6

19.6

32.7

16.2

57.9

62.8

26.7

2.0

64.2

17.6

10.0

44.4

28.8

24.2

27.1

17.1

59.3

68.0

45.3

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

のんびりとした船旅が楽しめる

以前からあこがれていた

手荷物なしで、現地の観光ができる

客船のホテル並みのもてなし

船からの景観が楽しみ

船内での服装（ドレスコード）

が厳しいと思う

時間をもてあましてしまう気がする

部屋のグレードによってサービスに差があり、

あまり楽しめないのではないかと思う

クルーズ旅行は、日程に余裕が

ないと参加できないと思う

クルーズ旅行は、旅費が高いと思う

船酔いになるのが心配な気がする

その他

全体(n=2720)

男性(n=1434)

女性(n=1286)
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ｲ )年 齢 別  
年齢別にみると、年代が上がるに従い、「手荷物なしで、現地の観光が

できる」と「客船のホテル並みのもてなし」の割合が高くなり、年代が

上がるほどクルーズ旅行には行き届いたサービスがあるというイメージ

が強くなることを示している。   
 

図２－２－29 年齢別 クルーズ旅行のイメージ（複数回答） 
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ｳ)クルーズ旅行の認知度別 

クルーズ旅行の認知度別にクルーズ旅行のイメージを見ると、次の表の

ように認知度のグループ（Ａ、Ｂ、Ｃの 3 グループ）によって抱いている

イメージが大きく異なることがうかがわれる。  
 

表２－２－１  認知度グループ別クルーズ旅行のイメージ 

グループ 認知度 クルーズ旅行のイメージ 

Ａ（22.1％） クルーズ旅行について知っ

ており、機会があれば参加

したいと思っている。 

「のんびりとした船旅が楽しめる」

（86.9％と高い）、「客船のホテル並み

のもてなし」（58.4％と高い）、「以前

からあこがれていた」（59.4％と高い）

Ｂ（55.0％） クルーズ旅行について知っ

ており、具体的に参加を考

えたことはない。 

「のんびりとした船旅が楽しめる」

（71.0％、77.3％とやや低い）、「客船

のホテル並みのもてなし」（48.0％、

39.8％とやや低い）、「以前からあこが

れていた」（10.0％、19.3％と非常に

低い） 

クルーズ旅行については、

今まであまり知らなかった

が改めて参加を検討しよう

と思う。 

Ｃ（22.9％） クルーズ旅行については、

今まであまり知らなかった

し、興味もない。 

「のんびりとした船旅が楽しめる」

（42.1％と低い）、「客船のホテル並み

のもてなし」（21.1％と非常に低い）、

「以前からあこがれていた」（1.0％と

ほとんどゼロ） 

（その他） 

注）Ａ、Ｂ、Ｃの横の数値は全体に占める割合  
 

全体の約 2割強を占めるグループＡは、「クルーズ旅行について知ってお

り、機会があれば参加したいと思っている。」人たちであり、クルーズ旅行

に対してあこがれと高いサービス、のんびりとした船旅のイメージを強く

抱いているクルーズ旅行のメインターゲットである。  
これに対して、最大のグループＢの人たちは、クルーズ旅行に興味はな

いか、もしくは知らない人たちであり、グループＡの人たちほどクルーズ

旅行に対して期待もなければサービス等に対しても期待度が低い。  
また、グループＣの人たちは、クルーズ旅行に対してさらに期待が低く、

イメージもよくない。  
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２－２－３ クルーズ商品について 

あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。      

あなたのお考えにもっとも近いものを該当する区分から選んでください。     

 なお、各商品に記載されている金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。     

 

( 1 )【 モ デ ル 商 品 ① 】 ワ ン ナ イ ト ク ル ー ズ      

横浜港もしくは神戸港発着で、1 泊 2 日のクルーズ旅行。費用は、4 万円～18 万

円（2 名 1 室 1 人あたり）    

回 答 結 果 は 、「 参 加 し て み た い 」（ 6.7％ ）及 び「 内 容 に よ っ て

は 参 加 し て み た い 」 （ 30.7％ ） を 合 せ た 参 加 意 向 あ り と 思 わ れ る

回 答 は 、 37.4％ で あ っ た 。  

 

図２－２－30 モデル商品① ワンナイトクルーズの参加意向 

 

 

 

 

 

 

  
1)自由回答の分析方法  

ワンナイトクルーズの参加意向別にその理由を集計した結果は、次のと

おりである。ただし、自由回答のサンプル数は集計規模を考慮し、全サン

プル 3,000 ではなく、430 サンプルに限定して集計を行った。  
また、この 430 サンプルを選択するにあたり、全サンプルの回答傾向を

忠実に反映するように、性、年齢別に全サンプルの比率に近い形で層化、

無作為抽出した。以下、同様の方法による集計、分析を行った。  
 

 表２－２－２  自由回答の分析サンプル数 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代 

性別 

18・ 

19歳 

20代 30代 40代 50代 60代 70代

以上 

合計 

男性 10 30 50 50 50 20 5 215 

女性 10 30 50 50 50 20 5 215 

計 20 60 100 100 100 40 10 430 

n=30006.7 30.7 60.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加してみたい 内容によっては参加してみたい 参加したいと思わない その他
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2)自由回答  
ｱ)「参加してみたい」理由 

「参加してみたい（n=32／n は以下、有効回答数の意味で使う）」理由の

トップは「費用が手頃｣(37.5％)である。続いて、「期間が適当だから」

（15.6％）、「クルーズを体験したいから｣(15.6％ )などがその理由として挙

げられている。  
 

表２－２－３   「参加してみたい」理由（複数回答） 

理  由  ％（n=32）  
費用が手頃 37.5 

期間が適当だから 15.6 

クルーズを体験したいから 15.6 

横浜もしくは神戸が魅力だから 12.5 

よさそうだから 6.3 

ちょっと贅沢だから 6.3 

のんびりできそう 3.1 

その他 3.1 

 
 

ｲ)「内容によっては参加してみたい」理由 

   「内容によっては参加してみたい(n=127)」理由としては、次の表のよう

に参加する条件を挙げるポジティブな理由、次に参加、不参加を前提とし

ないニュートラルな理由、そして、参加しない条件を挙げるネガティブな

理由の 3 つに分かれる。多い順に、トップは、ポジティブな理由である「費

用が手頃」（22.8％）である。次いで、ニュートラルな理由の「内容次第」

（10.2％）、ポジティブの「よさそうだから」（9.4％）となっている。 

  ネガティブな理由は、「もう少し安ければ」や「そこまで行くのに旅費が

高い」等経済的な理由が半数を占める。またニュートラルの「その他」(7.9％ )
は「なし」や「なんとなく」等である。  
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表２－２－４   「内容によっては参加してみたい」理由（複数回答） 

理  由 ％(n=127) 

ポジティブ 

費用が手頃 22.8 

よさそうだから 9.4 

期間が適当だから 8.7 

クルーズを体験したい 7.1 

ちょっと贅沢だから 5.5 

横浜もしくは神戸が魅力だから 2.4 

のんびりできそう 0.8 

その他 1.6 

ニュートラル 

内容次第 10.2 

スケジュール次第 6.3 

機会があれば 5.5 

予算が合えば 4.7 

行き先による 3.1 

船の設備やサービスによる 2.4 

その他 7.9 

ネガティブ 4.7 

 
ｳ)「参加したいと思わない」（「その他」を含む）理由 

参加意向の「その他｣(n=12)の理由はネガティブなものが圧倒的に多いの

で、「参加したいとは思わない」(n=259)に含めた。従って、ここでの全体

は 271 サンプルである。 

「参加したいとは思わない」理由の第 1 位は「費用が高い」であり、36.5％

と２位の「日数が短い」（17.0％）を大きく引き離している。 

３位は「神戸・横浜は遠い」（8.5％）であり、地方から神戸や横浜まで

来るのが負担であるとしている。「その他」の理由の内容は、「分からない」

や「特になし」等である。 

 

表２－２－５   「参加したいと思わない」理由（複数回答） 

理 由 ％（n=271） 

費用が高い 36.5 

日数が短い 17.0 

神戸・横浜は遠い 8.5 

興味がない 7.7 

魅力がない 6.3 

国内だから 5.9 

船は苦手 5.2 

時間がない 3.3 

内容が分からない 1.8 

その他 10.0 

注）参加意向「その他」も含まれている 
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n=30003.1 20.3 74.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加してみたい 内容によっては参加してみたい 参加したいと思わない その他

(2)【モデル商品②】国内周遊クルーズ 3 泊 4 日 

「 参 加 し て み た い 」（ 3.1％ ）及 び「 内 容 に よ っ て は 参 加 し て み

た い 」（ 20.3％ ）を 合 せ た 参 加 意 向 あ り と 思 わ れ る 回 答 は 、23.4％

で あ っ た 。  

 

図２－２－31 モデル商品② 国内周遊クルーズ 3 泊 4 日の参加意向 

  

 

 

 

 

 

 

1)自由回答 

ｱ)「参加してみたい」理由 

「参加してみたい」理由のトップは「楽しめる」(46.2％)であり、約半

数を占めている。次いで、「クルーズの体験ができる」(15.4％)となってい

る。「その他」の内容は、「妻と行きたい」や「ゆっくりできそう」等であ

る。 

 

表２－２－６  「参加してみたい」理由（複数回答） 

 

 

 

 

横浜港もしくは神戸港発で、途中経由地小豆島・新宮のクルーズ旅行。費用は、

13 万円～45 万円（2 名 1 室 1 人あたり）    

理 由 ％(n=13) 

楽しめる 46.2 

クルーズの体験ができる 15.4 

その他 38.5 
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ｲ)「内容によっては参加してみたい」理由 

最も多い理由は、「内容による」(18.4％）である。次いで、ポジティブ

な理由である「国内のクルーズだから」(12.6％)、ニュートラルの「その

他｣(11.5％)となっている。このニュートラルの「その他」の具体的な内容

は、「なし」や「なんとなく」、「子連れでも可能ならば」等である。 

 

表２－２－７  「内容によっては参加してみたい」理由（複数回答） 

理  由 ％(n=87) 

ポジティブ 

国内のクルーズだから 12.6 

手頃だから 10.3 

楽しめそう 5.7 

費用が適切 5.7 

クルーズを体験してみたい 2.3 

興味がある 3.4 

日程的に可能だから 5.7 

その他 5.7 

ニュートラル 

内容による 18.4 

値段による 3.4 

時期や日程的に可能であれば 4.6 

その他 11.5 

ネガティブ 
値段が高い 6.9 

その他 5.7 

  

ｳ)「参加したいと思わない」（「その他」を含む）理由 

最も多い理由は「費用が高い」であり、約半数の 48.8％を占める。次い

で、「その他」(13.3％)、「国内だから」(13.0％)が続く。「その他」の具体

的内容は、「既に行ったことがある」や「特になし」等である。 

 

表２－２－８  「参加したいと思わない」理由（複数回答） 

理 由 ％（n=330） 

費用が高い 48.8 

国内だから 13.0 

興味がない 8.5 

時間的余裕がない 7.3 

魅力がない 7.0 

発着地が遠い 3.3 

船は苦手 3.0 

その他 13.3 

注）参加意向（「その他」を含む） 
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n=30002.5 15.5 79.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加してみたい 内容によっては参加してみたい 参加したいと思わない その他

(3)【モデル商品③】日本発着グァム･サイパンクルーズ 10 泊 11 日   

「 参 加 し て み た い 」（ 2.5％ ）及 び「 内 容 に よ っ て は 参 加 し て み  

た い 」 （ 15.5％ ） を 合 せ た 参 加 意 向 あ り と 思 わ れ る 回 答 は 、 18.0％

で あ っ た 。  

 

図２－２－32 モデル商品③ 日本発着グァム･サイパンクルーズ 10 泊 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

1)自由回答 

ｱ)「参加してみたい」理由 

    「参加してみたい」理由のトップは、「楽しそう」(26.7％)である。次い

で、「のんびりできそう」(20.0％)、「お金があれば」(13.3％)とあまり具

体的ではない理由があげられている。「その他」の具体的な内容は、「行き

たい所だから」、「海が綺麗そう」等である。 

 

表２－２－９  「参加してみたい」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=15) 

楽しそう 26.7 

のんびりできそう 20.0 

お金があれば 13.3 

その他 33.3 

 

横浜港もしくは神戸港発で、途中経由地グァム、サイパンのクルーズ旅行。費用

は、40 万円～145 万円（2 名 1 室 1 人あたり）    



 

  2-28  
  

ｲ)「内容によっては参加してみたい」理由 

最も多い理由は、ネガティブな理由の「値段が高い」(27.0％)である。

次いで、ニュートラルな理由である「内容次第」(18.9％)と続く。 

    ニュートラルな理由のうちの「その他」が 9.5％とやや多いが、その具

体的な内容は、「なんとなく」や「特にない」、「愛犬を預けられれば」、「費

用によっては」等である。 

 

表２－２－10  「内容によっては参加してみたい」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=74) 

ポジティブ 

グアム・サイパンに行ってみたい 5.4 

楽しめそうだから 5.4 

経験してみたい 5.4 

のんびりできそう 4.1 

手頃だから 1.4 

その他 5.4 

ニュートラル 

内容次第 18.9 

時間が取れれば 6.8 

その他 9.5 

ネガティブ 

値段が高い 27.0 

期間が長い 2.7 

現地まで行くのが退屈 2.7 

その他 5.4 

 

ｳ)「参加したいと思わない」（「その他」を含む）理由 

最も多い理由は「値段が高い」(54.5％) であり、半数を超えている。 

   次いで、「期間が長すぎる」(25.2％)、「その他」(7.9％)となっている。 

    「その他」の具体的な内容は、「なし」や「サイパンやグァムには行った

ことがある」等である。 

 

表２－２－11 「参加したいと思わない」理由（複数回答） 

理 由 ％（ｎ=341） 

値段が高い 54.5 

期間が長すぎる 25.2 

行きたい所ではない 5.9 

飛行機で行きたい 5.3 

船が苦手 4.4 

興味がない 3.5 

発着地が遠い 1.2 

その他 7.9 

注）参加意向（「その他」を含む）  
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(4)【モデル商品④】日本発着韓国クルーズ 2 泊 3 日      

神戸港発～釜山～博多着のクルーズ旅行。費用は、7 万円～32 万円（2 名 1 室 1 人

あたり）    

「参加してみたい」（3.7％）及び「内容によっては参加してみたい」（21.6％）

を合せた参加意向ありと思われる回答は、25.3％であった。  
 

図２－２－33 モデル商品④ 日本発着韓国クルーズ 2 泊 3 日の参加意向 

 
 
 
 
 
 
   

1)自由回答 

ｱ)「参加してみたい」理由 

    「参加してみたい」理由の半数は「値段が手頃」(50.0％)である。「その

他」の具体的な内容は、「料理がよければ」や「韓国が好きだから」等であ

る。 

 

表２－２－12 「参加してみたい」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=14) 

値段が手頃 50.0 

興味がある 3.0 

その他 4.0 

 

 

n=3000
3.7 21.6 72.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加してみたい 内容によっては参加してみたい 参加したいと思わない その他
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ｲ）「内容によっては参加してみたい」理由 

    理由のトップは、「値段が手頃」であり、23.6％ と約 4 分の 1 を占める。

次いで、「韓国又は釜山に行きたい」(19.1％)、「日程が短くてよい」

(14.6％)と続く。ポジティブの「その他」の具体的内容は、「近いから」、

「興味がある」等である。 

 

表２－２－13 「内容によっては参加してみたい」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=89) 

ポジティブ 

値段が手頃 23.6 

韓国又は釜山に行きたいから 19.1 

日程が短くてよい 14.6 

クルーズ旅行をしたいから 7.9 

その他 12.4 

ニュートラル 

内容による 9.0 

金額によっては 3.4 

発着場所まで移動が簡単であれば 2.2 

時間があれば 2.2 

その他 4.5 

ネガティブ 
割高 6.7 

その他 2.2 

 

ｳ）「参加したいと思わない」（「その他」を含む）理由 

    「参加しいと思わない」理由のトップは、「値段が高い」であり、28.7％

と 3 割弱を占める。他の格安ツアーと比較している可能性がある。 

  次いで、「韓国に興味がない」(19.6％)、「飛行機で行った方がよいから」

(9.2％)と続く。「その他」の具体的な内容は、「特にない」、「行きたくな

い」、「海外旅行は嫌いだから」等である。 

 

表２－２－14 「参加したいと思わない」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=327) 

値段が高い 28.7 

韓国に興味がない 19.6 

飛行機で行った方がよいから 9.2 

発着場所が不便 8.0 

魅力的でない 5.2 

興味がない 4.6 

船が苦手 3.7 

近すぎる 3.4 

時間的余裕がない 3.1 

韓国には行ったことがあるから 1.8 

期間が短い 0.6 

その他 13.5 

注）参加意向（「その他」を含む） 
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(5)【モデル商品⑤】シドニー～横浜・太平洋無寄港クルーズ 10 日間  

「 参 加 し て み た い 」（ 3.5％ ）及 び「 内 容 に よ っ て は 参 加 し て み

た い 」（ 17.4％ ）を 合 せ た 参 加 意 向 あ り と 思 わ れ る 回 答 は 、20.9％

で あ っ た 。  

 

図２－２－34 モデル商品⑤ 

シドニー～横浜・太平洋無寄港クルーズ 10 日間の参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

1)自由回答 

ｱ)「参加してみたい」理由 

「参加してみたい」理由としては、「オーストラリアまたはシドニーに行

ってみたい」と「行ってみたい」がともに 23.5％で第 1 位となっている。 

   次いで、「のんびりできそう」が 17.6％である。 

   「その他」の具体的な内容は、「買い物したい」や「面白そう」等である。 

 

表２－２－15 「参加してみたい」理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

空路シドニーへ向かい、シドニー～横浜間の船旅を楽しむフライ＆クルーズ旅行。

費用は、43 万円～80 万円（１人あたり）   

理 由 ％(n=17) 

オーストラリアまたはシドニーに行ってみたい 23.5 

行ってみたい 23.5 

のんびりできそう 17.6 

その他 35.3 

n=30003.5 17.4 75.7

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加してみたい 内容によっては参加してみたい 参加したいと思わない その他
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ｲ)「内容によっては参加してみたい」理由 

    最も多い理由は、ニュートラルな「内容次第」であり、23.7％と約 4 分

の 1 を占めている。10 日間の長旅だけに内容が重要と認識されている。次

いで、ネガティブな理由である「値段が高い」が 19.7％と１位の理由に迫

っている。さらに、3 位にはポジティブな理由である「船と飛行機の組み

合わせがよい」とネガティブな理由の「日程的に無理」がともに 10.5％で

あげられている。ネガティブな理由があげられている割合が高く、参加し

てみたいとはしているものの値段や日程でやや躊躇している様子がうかが

われる。 

 

表２－２－16 「内容によっては参加してみたい」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=76) 

ポジティブ 

船と飛行機の組み合わせがよい 10.5 

楽しめそう 7.9 

オースチラリア又はシドニーに行ってみたいから 6.6 

海がきれいそうだから 5.3 

ゆっくりできそうだから 3.9 

その他 6.6 

ニュートラル 

内容次第 23.7 

その他 6.6 

スケジュール次第 3.9 

ネガティブ 

値段が高い 19.7 

日程的に無理 10.5 

その他 1.3 

 

ｳ)「参加したいと思わない」（「その他」を含む）理由 

    「参加したいと思わない」理由のトップは、「値段が高い」であり、半数

以上の 52.5％に達している。次いで、「日程が長すぎる」(21.4％)、「船旅

だけでは退屈しそう」(9.8％) となっている。これらトップ及び 2 位の理

由は前節のネガティブな理由の上位 2 の理由から既に予想されたものであ

る。また、3 位の「船旅だけでは退屈しそう」は 10 日間無寄港では退屈す

るのではという心配である。「その他」の具体的な内容は、「特になし」や

「シドニーまで空路の意味がよく分からない」、「期間が短すぎる」等であ

る。 

表２－２－17 「参加したいと思わない」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=337) 

値段が高い 52.5 

日程が長すぎる 21.4 

船旅だけでは退屈しそう 9.8 

魅力又は興味ない 5.3 

船が苦手 4.2 

海外には行きたくないから 1.5 

その他 13.1 

注）参加意向（「その他」を含む） 



 

  2-33  
  

(6)【モデル商品⑥】シンガポール発着クルーズ 10 泊 11 日    

「 参 加 し て み た い 」（ 7.8％ ）及 び「 内 容 に よ っ て は 参 加 し て み

た い 」（ 30.9％ ）を 合 せ た 参 加 意 向 あ り と 思 わ れ る 回 答 は 、38.7％

で あ っ た 。  

 

図２－２－35 モデル商品⑥ シンガポール発着クルーズ 10 泊 11 日 

 

 

 

 

 
 
 

 

1)自由回答 

ｱ)「参加してみたい」理由 

    最も多い理由は、「楽しそう」(44.7％)である。次いで、「価格がリーズ

ナブル」(23.7％)、「シンガポール又はプーケットに行きたいから」(21.1％)

の順となっている。「その他」の具体的内容は、「期間が長い」、「ゆっくり

できそう」等である。 

 

表２－２－18  「参加してみたい」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=38) 

楽しそう 44.7 

価格がリーズナブル 23.7 

シンガポール又はプーケットに行きたいから 21.1 

その他 15.8 

 

 

  

現地発着港までは往復航空機、全旅行期間 6 日、途中経由地ペナン島、プーケッ

ト島のクルーズ。 費用は、18 万円～40 万円（1 人あたり）。 

n=30007.8 30.9 58.1

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加してみたい 内容によっては参加してみたい 参加したいと思わない その他
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ｲ)「内容によっては参加してみたい」理由  

    抜きん出た理由はなく、内容が分散しているが、最も多い理由は、ポジ

ティブの「値段がリーズナブル」とニュートラルの「内容による」であり、

ともに 8.4％である。3 位はポジティブの「楽しそうだから」（5.7％）であ

る。ポジティブの「その他」は「興味がある」や「行ってみたい気がする」

等であり、ニュートラルの「その他」は「なんとなく」や「日程次第」等

である。 

 

表２－２－19  「内容によっては参加してみたい」理由（複数回答） 

理  由 ％(n=262)

ポジティブ 

値段がリーズナブル 8.4 

楽しそうだから 5.7 

シンガポール、プーケットやペナンに行ってみたいから 3.8 

のんびりできそうだから 1.9 

船だけでなく飛行機があるがよい 1.5 

その他 4.2 

ニュートラル 

内容による 8.4 

予算が合えば 1.9 

その他 5.0 

ネガティブ 

値段が高い 4.2 

時間的余裕がない 3.4 

船が苦手 0.8 

あまり興味ない 0.8 

その他 1.9 

 

ｳ)「参加したいと思わない」（「その他」を含む）理由 

最も多い理由は「値段が高い」の 35.1％であり、次いで「日程が長い」

（27.9％）である。この 2 つの理由が抜きん出て多くなっている。  
3 位は「その他」(13.0％ )であり、その具体的内容は「特になし」や「つ

まらなそう」、「クルーズでなくてもよい」等である。  
 

表２－２－20  「参加したいと思わない」理由（複数回答） 

理 由 ％(n=262) 

値段が高い 35.1 

日程が長い 27.9 

行きたい所ではないから 7.6 

興味がない 6.1 

船は苦手だから 5.3 

現地発着が面倒 3.4 

飛行機が苦手 2.3 

行ったことがあるから 1.5 

外国には行きたくない 1.5 

その他 13.0 

注）参加意向（「その他」を含む） 
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6.7

30.7 60.3

2.3

3.1

20.3 74.2

2.4

2.5

15.5 79.2

2.8

3.7

21.6 72.5

2.2

3.5

17.4 75.6

3.5

7.8

30.9 58.1

3.2

参加してみた
い

内容によって
は参加してみ
たい

参加したいと
思わない

その他

ｎ

3000

3000

3000

3000

3000

3000

ﾜﾝﾅｲﾄｸﾙｰｽﾞ

国内周遊ｸﾙｰｽﾞ(3泊4日)

日本発着ｸﾞｱﾑ･ｻｲﾊﾟﾝ

日本発着韓国ｸﾙｰｽﾞ

ｼﾄﾞﾆｰから横浜ｸﾙｰｽﾞ

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ発着ｸﾙｰｽﾞ

(7)【モデル商品①～⑥の比較】 

以 上 の よ う に 、モ デ ル 商 品 ① ～ ⑥ に つ い て の 参 加 意 向 を 、「 参 加

し て み た い 」 及 び 「 内 容 に よ っ て は 参 加 し て み た い 」 を 合 せ た 参

加 意 向 あ り と 思 わ れ る 回 答 の 比 率 で 比 較 す る と 、 一 番 人 気 が あ っ

た の は 、シ ン ガ ポ ー ル 発 着 ク ル ー ズ で 1,161 人（ 38.7％ ）、次 に ワ

ン ナ イ ト ク ル ー ズ の 1,122 人（ 37.4％ ）、そ し て 、日 本 発 着 韓 国 ク

ル ー ズ の 761 人 （ 25.3％ ） の 順 と な っ た 。 回 答 結 果 か ら は 、 比 較

的 期 間 の 短 い 、 旅 行 費 用 の 安 い 商 品 が 選 ば れ て い る よ う に 見 受 け

ら れ る 。  

 

図２－２－36 モデル商品①～⑥の比較 
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２－２－４ 同一料金のパッケージ旅行について 

回 答 結 果 は 、10 ポ イ ン ト の 差 で 、現 地 で の 移 動 は バ ス ･鉄 道 を 使

用 す る パ ッ ケ ー ジ ① を 選 ぶ と す る 回 答 が 多 か っ た 。  

 

(1)性別 

   男女別ともに「①のツアーを選ぶ」が 50％強と「②のツアーを選ぶ」より

も少し多くなっている。  

 

 図２－２－37 同一料金のパッケージ旅行の選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あなたは、次のような料金が同じ 2 つのパッケージ旅行があった場合、どちら

かを選ぶとすれば、どちらを選びますか？      

パッケージ①：東南アジア方面の 7 日間のパッケージツアー 

（現地での移動はバス･鉄道）    

   

パッケージ②：東南アジア方面の 7 日間のパッケージツアー 

（現地での移動はクルーズ船） 

53.0

52.2

53.8

47.8

47.0

46.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

男性(n=1593)

女性(n=1407)

①のツアーを選ぶ ②のツアーを選ぶ
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(2)年齢別 

 回答がほぼ拮抗している「50 代」を除いて、すべての年代で「①のツアー

を選ぶ」が「②のツアーを選ぶ」よりも少し多くなっている。  
 

図２－２－38 年齢別 同一料金のパッケージ旅行について 

53.0

55.3

50.0

53.0

52.3

49.6

63.7

61.5

47.0

44.7

50.0

47.0

47.7

50.4

36.3

38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

18歳・19歳(n=150)

20代(n=400)

30代(n=700)

40代(n=700)

50代(n=700)

60代(n=311)

70代以上(n=39)

①のツアーを選ぶ ②のツアーを選ぶ  
(3)クルーズ旅行の認知度別 

   「クルーズ旅行について知っており、機会があれば参加したいと思ってい

る」とする回答者は、②を選ぶ割合が 59.4％と①に比べ、約 2 割高い。また、

「クルーズ旅行について、今まであまり知らなかったが、改めて、参加を検

討しようと思う」とする回答者でも、②を選ぶ割合が全体に比べやや高く、

潜在的なニーズを反映した結果となっている。  
 

図２－２－39 認知度別 同一料金のパッケージ旅行について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

53.0

40.6

55.5

51.7

61.9

66.7

48.3

38.1

33.3

44.5

47.0

59.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

クルーズ旅行について知っており、

機会があれば参加したいと思っている601(n=601)

クルーズ旅行について知っているが、

具体的に参加を考えたことはない1321(n=1321)

クルーズ旅行については、今まであまり知らなかったが、

改めて、参加を検討しようと思う176(n=176)

クルーズ旅行については、今まで

あまり知らなかったし、興味もない598(n=598)

その他24(n=24)

①のツアーを選ぶ ②のツアーを選ぶ
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1)自由回答 

ｱ)「バス・鉄道」を選ぶ理由 

    移動に「バス・鉄道」を選ぶ最大の理由は「その他」以外では、「移動に

時間がかからずスムーズだから」であり、15.5％を占めている。 

    次いで、「船が苦手」（14.2％）、「現地がよく見られるから」(12.3％)

となっている。 

    「その他」の具体的な内容はかなり分散しているが、比較的多いものは

「なんとなく」や「安そうだから」、「いろいろな乗り物に乗れるから」

等である。 

 
表２－２－21  「バス・鉄道」を選ぶ理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ｲ)「船」を選ぶ理由 

    「船」を選ぶ最大の理由は「その他」以外では、「クルーズ船に乗りたい

から」であり、23.7％を占めている。 

 次いで、「船の方がゆっくりできそうだから」（19.0％）、「バス・鉄

道は乗り換えが面倒だから」(13.7％)となっている。 

    「その他」の具体的な内容は、「なし」や「なんとなく」、「楽しめそ

う」等である。  
 

表２－２－22  「船」を選ぶ理由（複数回答） 

理 由 ％(n=211) 

クルーズ船に乗りたいから 23.7 

船の方がゆっくりできそうだから 19.0 

バス・鉄道は乗り換えが面倒だから 13.7 

船の方が安全 10.4 

バス・鉄道は疲れるから 5.2 

景観がよいから 4.3 

豪華そうだから 1.9 

渋滞がないから 1.9 

バス・鉄道は苦手だから 1.9 

その他 18.0 

 

理 由 ％(n=219) 

移動に時間がかからずスムーズだから 15.5 

船が苦手 14.2 

現地がよく見られるから 12.3 

風景がよく見られるから 11.9 

鉄道やバスが好きだから 11.9 

より楽しめそうだから 7.8 

船よりも安全だから 5.9 

船だとあきるから 4.6 

その他 16.4 
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２－２－５ クルーズ旅行に対する感想･意見等 

   自由回答で最も多かったのが「高い・もっと安く」であり、全体の 19.5％

とほぼ 5 分の 1 を占めており、クルーズ旅行は高い、もっと安くしてほしい

という強い要望がうかがわれる。 

   「特になし」と「その他」を除くと、次いで、「時間とお金があれば」(9.8％)

と「一度は行ってみたい」(8.8％)が続く。 

   回答者はクルーズ旅行にはあこがれているものの、実現するには、お金と

時間の制約が大きいことを物語っている。「その他」の具体的な内容は、「ち

ょっと不安」や「夢がある」等の多様な意見が述べられている。 

 
表２－２－23 自由回答の内容 

自由回答 ％(n=430) 

高い・もっと安く 19.5 

時間とお金があれば 9.8 

一度は行ってみたい 8.8 

船が苦手 5.8 

時間的に余裕が必要 4.7 

退屈しそう 4.2 

年配者・退職者にはよい 4.0 

豪華な感じ 2.6 

のんびりできそう 2.6 

興味ない 1.9 

子供がいるので無理 1.2 

発着地が近ければ 1.2 

特になし 18.1 

その他 17.4 
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２－３ 調査結果のまとめ 

本 調 査 は 、調 査 会 社 の ア ン ケ ー ト 調 査 パ ネ ル か ら 、全 国 の 18 歳 以

上 の 男 女 で 、 1 泊 以 上 の 宿 泊 を 伴 う 国 内 外 の 旅 行 経 験 者 を 条 件 に 、

イ ン タ ー ネ ッ ト で 回 答 者 を 募 集 し 、 3,000 人 か ら 回 答 を 得 た 。  

本 調 査 か ら 得 ら れ た 結 果 の 概 要 を 以 下 に ま と め る 。  

 

２ － ３ － １  回 答 者 の 属 性  

回 答 者 3,000 人 は 、会 社 員 が 27.0％ 、専 業 主 婦 18.2％ 、パ ー ト ･

ア ル バ イ ト 10.3％ の ほ か 、 管 理 職 か ら 派 遣 ･契 約 社 員 、 農 林 漁 業

ま で 多 様 な 職 業 に ま た が っ て い る 。  

ま た 、回 答 者 の 世 帯 収 入 は 、 500 万 円 ～ 600 万 円 と 、 300 万 円 ～

400 万 円 の 区 分 が 多 く 、 以 下 、 300 万 円 未 満 、 700 万 円 ～ 800 万 円

と 、 多 岐 に 分 布 し て い る 。  

 

 ２ － ３ － ２  回 答 者 の 海 外 旅 行 の 経 験  

回 答 者 の 約 3 割 が 「 海 外 旅 行 経 験 な し 」 で あ っ た 。 ｢経 験 あ り ｣

で は 、 2～ 5 回 が 約 3 割 と 多 く 、世 帯 年 収 と 比 例 し て 、 海 外 旅 行 の

経 験 回 数 は 多 く な っ て い る 。 過 去 1 年 間 の 海 外 旅 行 件 数 で も 、 や

は り 世 帯 年 収 の 金 額 と の 相 関 が 見 ら れ た 。  

 

 ２ － ３ － ３  直 近 の 海 外 旅 行 の イ メ ー ジ  

回 答 結 果 か ら 、 直 近 の 海 外 旅 行 の イ メ ー ジ を ま と め る と 、 旅 行

日 数 は 、「 3 日 以 上 5 日 以 内 」 が ほ ぼ 半 数 強 を 占 め 、「 11 日 以 上 」

の 長 期 は 1 割 に も 満 た な い 。旅 行 先 は 、「 中 国 」、「 ア ジ ア（ 中 国 以

外 ）」、「 ハ ワ イ・グ ァ ム・サ イ パ ン 」で 、全 体 の 6 割 以 上 を 占 め て

い る 。ま た 、海 外 旅 行 は 、「 夫 婦 」、「 友 人 や 知 人 」、「 家 族 」が 多 く 、

そ の 目 的 は 「 観 光 」 が 6 割 程 度 と な っ て い る 。  

 

 ２ － ３ － ４  ク ル ー ズ 旅 行 の 経 験 や 参 加 状 況  

回 答 者 3,000 人 の う ち 、 ク ル ー ズ 旅 行 の 経 験 者 は 、 280 人 と 1

割 弱 で あ り 、 参 加 し た 回 数 は 、 約 7 割 が 1 回 で 、 2 回 ま で 合 わ せ

る と 、9 割 近 く を 占 め て い た 。目 的 地 は 、国 内 周 遊 が 、約 半 数 で 、

ア ジ ア 、 ハ ワ イ で 1 割 を 超 え た 回 答 が あ っ た 。  

直 近 に 参 加 し た ク ル ー ズ 旅 行 の 参 加 人 数 は 、 夫 婦 旅 行 が 多 い こ

と も あ り 、「 2 人 」 が 多 い が 、 性 別 で 見 る と 、 女 性 で は 「 3～ 5 人 」

の グ ル ー プ で の ク ル ー ズ 旅 行 の 傾 向 が 男 性 よ り は 強 い こ と が う か

が わ れ た 。 ま た 、 直 近 の ク ル ー ズ 旅 行 の 日 数 は 、 国 内 周 遊 の 割 合

が 多 い こ と も あ り 、2 日 ～ 5 日 と 全 般 に 日 数 は 短 か か っ た 。そ の 目

的 は 、 観 光 が 全 体 の 3 分 の 2 を 占 め 、 直 近 の 海 外 旅 行 の 目 的 と も

同 じ 傾 向 に あ っ た 。  
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直 近 の ク ル ー ズ 旅 行 に 参 加 し た 理 由 に つ い て は 、「 の ん び り と し

た 船 旅 が 楽 し め る 」 が ほ ぼ 半 数 近 く で 、「 船 か ら の 景 観 が 楽 し み 」

が 4 割 弱 、「 非 日 常 の 体 験 が で き そ う だ か ら 」が 、2 割 強 で あ っ た 。  

 

 ２ － ３ － ５  ク ル ー ズ 旅 行 未 経 験 者 の ク ル ー ズ 旅 行 の 認 知 度 、 ク

ル ー ズ 旅 行 に 対 す る イ メ ー ジ  

ク ル ー ズ 旅 行 の 未 経 験 者 の ク ル ー ズ 旅 行 の 認 知 度 は 、 「 ク ル ー

ズ 旅 行 に つ い て 知 っ て い る が 、具 体 的 に 参 加 を 考 え た こ と は な い 」

が 半 数 近 く あ る も の の 、「 機 会 が あ れ ば 参 加 し た い と 思 っ て い る 」

及 び 「 ク ル ー ズ 旅 行 に つ い て は 、 今 ま で あ ま り 知 ら な か っ た が 、

改 め て 、 参 加 を 検 討 し よ う と 思 う 」 と す る 回 答 を 合 わ せ た 3 割 弱

が 参 加 予 備 軍 と 考 え ら れ る 結 果 が 得 ら れ た 。  

プ ラ ス の イ メ ー ジ と し て は 、「 の ん び り と し た 船 旅 が 楽 し め る 」

が 7 割 弱 あ り 、「 客 船 の ホ テ ル 並 み の も て な し 」が 4 割 強 で あ っ た 。

一 方 、マ イ ナ ス の イ メ ー ジ と し て は 、「 旅 費 が 高 い 」が 約 3 分 の 2、

「 日 程 に 余 裕 が な い と 参 加 で き な い 」と す る 回 答 が 6 割 弱 あ っ た 。  

 

 ２ － ３ － ６  モ デ ル 商 品 ① ～ ⑥ に つ い て の 参 加 意 向  

「 参 加 し て み た い 」 及 び 「 内 容 に よ っ て は 参 加 し て み た い 」 を

合 せ た 参 加 意 向 あ り と 思 わ れ る 回 答 比 率 を 見 る と 、 一 番 人 気 が あ

っ た の は 、シ ン ガ ポ ー ル 発 着 ク ル ー ズ 、次 に ワ ン ナ イ ト ク ル ー ズ 、

そ し て 、 日 本 発 着 韓 国 ク ル ー ズ の 順 で あ っ た 。 回 答 結 果 か ら は 、

比 較 的 期 間 の 短 い 、 旅 行 費 用 の 安 い 商 品 が 選 ば れ て い る よ う に 見

受 け ら れ た 。   

 

２ － ３ － ７  自 由 回 答  

自 由 回 答 の 結 果 か ら 最 も 多 か っ た の は 、「 高 い 、も っ と 安 く 」で

約 2 割 を 占 め 、 ク ル ー ズ 旅 行 は 高 い 、 も っ と 安 く し て ほ し い と い

う 強 い 要 望 が う か が わ れ た 。 そ の 他 に は 、「 時 間 と お 金 が あ れ ば 」

参 加 し た い 、「 一 度 は 行 っ て み た い 」が 、そ れ ぞ れ 1 割 以 下 で は あ

っ た が 、 参 加 意 向 の 回 答 も 寄 せ ら れ て い る 。 回 答 者 は あ る 程 度 、

ク ル ー ズ 旅 行 に は あ こ が れ て い る も の の 、 実 現 す る に は 、 お 金 と

時 間 の 制 約 が 大 き い こ と を 物 語 っ て い る 。  
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３．乗船客調査 

３－１ 実施した調査の概要 

３－１－１ 調査目的 

本 調 査 は 、 実 際 に ク ル ー ズ 船 で 旅 を し て い る 乗 船 客 の 意 識 を 幅

広 く 把 握 す る た め に 実 施 し た 。  

 

３－１－２ 調査項目 

(1)調査項目 

調 査 項 目 は 、属 性 の ほ か 、海 外 旅 行 や ク ル ー ズ 旅 行 の 経 験 な ど 、

以 下 の 設 問 を 設 定 し た 。  

 

(2)調査期間：平成 21 年 2 月 26 日（木）～3 月 8 日（日） 

(3)調査対象港湾：横浜港（神奈川県）、神戸港（兵庫県）、広島港（広島県） 

(4)調査対象船舶：本調査実施期間中において日本を発着するクルーズ船の内、

以下の船舶について実施した。 

 

  

 

 

 

項  目  設 問 項 目  

Ａ  属 性 項 目  （ １ ） 性 別 、 （ ２ ） 年 齢 、 （ ３ ） 国 籍 ・ 日 本

（ 都 道 府 県 名 区 分 ） 、 （ ４ ） 職 業 区 分  

Ｂ  海 外 旅 行 の 経 験

に つ い て  

（ １ ） 経 験 回 数 、 （ ２ ） 過 去 1 年 間 の 海 外 旅

行 回 数 、（ ３ ）直 近 の 海 外 旅 行 に つ い て 、（ ４ ）

旅 行 先  

Ｃ  

 

ク ル ー ズ 旅 行 に

関 し て  

 

（ １ ） こ れ ま で の ク ル ー ズ 旅 行 の 経 験 回 数 、

（ ２ ） 今 回 参 加 し た ク ル ー ズ 旅 行 に つ い て 、

（ ３ ） 目 的 、 （ ４ ） 寄 港 地 で 訪 問 し た 観 光 ス

ポ ッ ト（ 寄 港 地 ご と ）、（ ５ ）平 均 日 数 、（ ６ ）

き っ か け 、 （ ７ ） 情 報 収 集 手 段 、 （ ８ ） 寄 港

地 で の 過 ご し 方  

Ｄ  ク ル ー ズ 旅 行 に

関 す る 意 見  

（ １ ） 参 加 す る 際 の ハ ー ド ル と 感 じ る こ と 、

（ ２ ） 良 か っ た と 感 じ る こ と 、 （ ３ ） 負 担 に

感 じ る こ と  

（ ４ ） 参 加 前 に 期 待 し て い な か っ た こ と で 楽

し め た こ と （ 自 由 記 入 ）  

①にっぽん丸（横浜港） 

 ②飛鳥Ⅱ（横浜港・神戸港） 

 ③デルフィン・ボイジャー（横浜港） 

 ④タヒチアン・プリンセス（広島港） 

 ⑤アザマラ・クエスト（広島港） 
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３－１－３ 調査対象船舶に関する情報 

(1) にっぽん丸 

船名：にっぽん丸（商船三井客船株式会社） 

船籍：日本  
総トン数：21,903 トン 

全長：166.6m 

全幅：24ｍ 

乗客数：最大 532 名 

建造：1990 年 

旅行日程：小笠原スプリングクルーズ 3 月 8 日（日）横浜港を出港し、父

島で 2 日間を過ごして横浜港に戻る 5 泊 6 日のクルーズ。 

金  額：210,000 円～700,000 円 

調査日時：3 月 8 日（日）横浜港で客室にアンケート配布。3 月 13 日（日）

横浜港で回収 

回収件数：130 件 

 

 

広島港に着岸するにっぽん丸 

 

 

停泊中のにっぽん丸              出港 
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(2) 飛鳥Ⅱ 

船名：飛鳥Ⅱ（郵船クルーズ株式会社） 

船籍：日本 

総トン数：50,142 トン 

全長：241m 

全幅：29.6ｍ 

乗客数：最大 800 名 

乗員：470 名 

建造：1990 年、（クリスタル・ハーモニーとして建造運航、2006 年、郵船

クルーズ社が買い取って日本に移して改装／飛鳥Ⅱとなる） 

旅行日程：南太平洋クルーズ 1 月 20 日（火）横浜、21 日（水）神戸を出

港して、グァム、バヌアツ、オーストラリア、ニュージーランド、

ポリネシアの諸島を経てハワイから日本に帰国する 53 泊 54 日。 

金  額：1,950,000 円～11,500,000 円 

調査日時：3 月 4 日（水）ホノルルで客室にアンケート配布。3 月 14 日（土）

横浜港で回収 

回収件数：290 件 

 

大桟橋に着岸する直前の飛鳥Ⅱ 

 

横浜港に入港する飛鳥Ⅱ 
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(3) デルフィン・ボイジャー 

船名：デルフィン・ボイジャー／Delphin Voyager 
（デルフィン・ゼーライゼン社）  

船籍：バハマ 

総トン数：23,000 トン 

全長：174m 

全幅：24m 

乗客数：最大 650 名（当日はドイツ人観光客を中心に約 260 名乗船） 

乗員：250 名 

建造：1990 年、「おりえんと・びいなす」として石川島播磨重工で建造・運航 

2007 年よりデルフィン・ゼーライゼン（デルフィン・クロイツファ

ールテン社）が買い取りデルフィン・ボイジャーとして改装 

旅行日程：2 月 24 日（火）関西空港に来日、25 日（水）京都、奈良ツアー

のあと出港、26 日（木）横浜、3 月 2 日（月）沖縄を経て台湾、

ヴェトナムを経て 3 月 9 日（月）にタイ、11 日（水）にバンコ

クの空港から帰国するフライ＆クルーズ 16 日間の旅 

金  額：2,100 ユーロ（約 294,000 円）～6,500 ユーロ（約 910,000 円） 

調査日時：2 月 26 日（木）午後 5 時～9 時（4 時 30 分入港） 

2 月 27 日（金）午前 9 時～午後 6 時（午後 6 時出港） 

調査人員：4 名 

調査場所：横浜港大桟橋ＣＩＱ内（当日、ＣＩＱは利用していなかった） 

回収件数：86 件（ドイツ語 85 件、英語 1 件） 

 
停泊中のデルフィン・ボイジャー 左は 27 日 右は 26 日夜

 

左はアンケートの様子 右はデルフィン・ボイジャーのデッキ 
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(4)タヒチアン・プリンセス 

船名：タヒチアン・プリンセス／Tahitian Princess 

（プリンセス・クルーズ社） 

船籍：バミューダ  
総トン数：30,200 トン  
全長：178m 
全幅：25ｍ  
乗客数：最大 670 名（当日はアメリカ人観光客を中心に約 525 名乗船）  
乗員：370 名  
建造：1999 年、（2002 年改装／姉妹艦としてロイヤル・プリンセス） 

旅行日程：1 月 14 日にアメリカ・マイアミのフォート・ローダデイルを出

港、パナマ運河を通り南米、オーストラリア、日本、アジア各国

を回り、インドからスエズ運河を経て地中海に入り 5 月 2 日にイ

ギリスのドーバーまでの 109 日、もしくは 5 月 12 日にスウェー

デンのストックホルムまでの 119 日間の世界１周クルーズ 

金 額：23,495 ドル（約 2,400,000 円）～、51,395 ドル（約 5,200,000 円） 

調査日時：3 月 7 日（土）午前 9 時～午後 5 時（午前 8 時入港、午後 5 時出

港） 

調査人員：3 名 

調査場所：広島港（１万トンバース岸壁） 

回収件数：147 件（英語 147 件） 

 

 
停泊中のタヒチアン・プリンセス 

 
アンケート記入の様子       広島港初入港のセレモニー 
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(5)アザマラ・クエスト 

船名：アザマラ・クエスト／Azamara Quest（アザマラ・クルーズ社） 

船籍：マルタ 

総トン数：30,277 トン 

全長：180m 

全幅：28ｍ 

乗客数：最大 694 名（当日はアメリカ、イギリス、ドイツ、フランス、ス

ペイン、イタリア、中国、日本等 660 名乗船） 

乗員：390 名 

建造：1999 年、（2002 年改装／姉妹艦としてアザマラ・ジャーニー） 

旅行日程：2 月 28 日（土）香港集合、上海／中国、釜山／韓国を経て 3 月

8 日（日）に広島に来日、翌日、京都（大阪港）で１泊、ソウル

／韓国、大連／中国を経て北京から帰国する 15 日間のフライ＆

クルーズ 

金  額：4,199 ドル（約 420,000 円）～、4,899 ドル（約 490,000 円）～ 

調査日時：3 月 7 日（土）午前 9 時～午後 5 時（午前 8 時入港、午後 5 時出

港） 

調査人員：3 名 

調査場所：広島港（１万トンバース岸壁） 

回収件数：107 件（英語 107 件） 

 

 
停泊中のアザマラ・クエスト      アンケート記入の様子 

インフォメーションセンター      出港するアザマラ・クエスト 
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３－２ 調査結果 

３－２－１ 回答者全体の属性 

本 調 査 で 回 答 に 協 力 し て い た だ い た 5 隻 の ク ル ー ズ 船 の 総 回 答

者 数 は 合 計 760 人 で 、ク ル ー ズ 船 ご と の 回 答 者 数 は 、に っ ぽ ん 丸  

130 人 、 飛 鳥 Ⅱ  290 人 、 デ ル フ ィ ン ・ ボ イ ジ ャ ー  86 人 、 タ ヒ チ

ア ン ･プ リ ン セ ス  147 人 、 そ し て ア ザ マ ラ ･ク エ ス ト  107 人 で あ

っ た 。  

ま た 、 ク ル ー ズ 船 の 船 籍 を 外 国 と 日 本 に 分 け て 集 計 す る と 、 日

本 船 籍 で は 420 人（ 55.3％ ）、外 国 船 籍 で は 340 人（ 44.7％ ）で あ

っ た 。  

 
図３－２－１  クルーズ船ごとの調査回答数の比率 

デルフィン・

ボイジャー

11.3%

タヒチアン・

プリンセス

19.3%

アザマラ・ク

エスト 14.1%

飛鳥Ⅱ 38.2%

にっぽん丸

17.1％

n=760

 

(1)回答者の属性 

1)回答者の年齢(Ａ-１) 

全 体 で は 、「 60 歳 代 以 上 」（ 「 60～ 69 歳 」 ＋ 「 70 歳 以 上 」） が

86.0％ と 9 割 弱 を 占 め て い る 。  

中 で も 、日 本 船 籍 の に っ ぽ ん 丸 と 飛 鳥 Ⅱ の「 60 歳 以 上 」比 率

は 高 く 、 そ れ ぞ れ 83.8％ 、 96.6％ に 達 し て い る 。  

外 国 船 籍 で は 、「 60 歳 以 上 」 比 率 は ア ザ マ ラ ・ ク エ ス ト が 最

も 低 く 、 70.1％ で あ る 。 同 船 は 乗 客 の 中 で は 比 較 的 若 い 層 に 属

す る 「 50～ 59 歳 」 の 割 合 が 24.3％ と 5 船 中 最 も 多 い 。  
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図３－２－２  5 船別 回答者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)回答者の性別（Ａ-２）  

性 別 に み る と 、全 体 で「 不 明 」の 3.8％ を 除 く と 、「 男 性 」が

45.1％ 、「 女 性 」が 51.1％ と や や 女 性 が 多 い が 、ほ ぼ 男 女 比 は 1：

1 と な っ て い る 。  

船 ご と に み る と 、日 本 船 籍 の に っ ぽ ん 丸 で は 、「 不 明 」（ 3.1％ ）

を 除 き 男 性 比 率 が 53.8％ 、 飛 鳥 Ⅱ で は 「 不 明 」（ 6.6％ ） を 除 き

女 性 比 率 が 56.9％ と そ れ ぞ れ 外 国 船 籍 の 船 に 比 べ て 高 い の が 目

立 っ て い る 。  

特 に 飛 鳥 Ⅱ の 女 性 比 率 は 5 船 中 最 も 高 く 、 こ れ は 同 船 の 「 60

歳 以 上 」が 5 船 中 、最 も 多 い こ と と 関 係 し て い る と 考 え ら れ る 。  

こ れ に 対 し て 、外 国 船 籍 の 3 船 の 男 女 比 率 は い ず れ も 50％ 前

後 で あ る 。  

 

図３－２－３  5 船別 回答者の性別 
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3)回答者の国籍（Ｃ-４）  

回 答 者 の 国 籍 は 、 日 本 船 籍 の に っ ぽ ん 丸 と 飛 鳥 Ⅱ は 「 日 本 」

が と も に 100. 0％ で あ る 。 外 国 船 籍 の 回 答 者 の 最 も 多 い 国 籍 を

挙 げ る と 、デ ル フ ィ ン ・ ボ イ ジ ャ ー は ド イ ツ が 97.7％ 、タ ヒ チ

ア ン ・ プ リ ン セ ス は 「 そ の 他 」 が 58.5％ 、 ア ザ マ ラ ・ ク エ ス ト

は「 そ の 他 」が 88.8％  と な っ て い る 。こ の う ち 、タ ヒ チ ア ン ・

プ リ ン セ ス の 乗 船 客 は 、 乗 船 客 名 簿 に よ る と ア メ リ カ が 半 数 以

上 を 占 め 、 カ ナ ダ が 2 割 、 そ れ に イ ギ リ ス 、 オ ー ス ト ラ リ ア が

続 い て い た 。ま た 、ア ザ マ ラ ･ク エ ス ト で は 、ア メ リ カ 、イ ギ リ

ス 、 ド イ ツ 、 フ ラ ン ス 、 ス ペ イ ン 、 イ タ リ ア 、 中 国 、 日 本 国 籍

と 多 様 で あ っ た 。  

 

図３－２－４  5 船別 回答者の国籍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4)回答者の職業  

全 体 で は 、「 そ の 他 」 が 60.7％ と 過 半 数 を 超 え て い る 。 ア ン

ケ ー ト 調 査 実 施 場 所 で の 設 問 に 対 す る 問 合 せ か ら 、 そ の 他 は 、

主 に 、 退 職 者 お よ び 主 婦 が 選 択 し た こ と が 想 定 さ れ る 。  

船 別 に 目 立 っ た 傾 向 を 見 る と 、 飛 鳥 Ⅱ で は 、「 会 社 経 営 者 ･役

員 」 が 10.3％ と 高 く 、 デ ル フ ィ ン ･ボ イ ジ ャ ー で は 、「 会 社 員 」

が 15.1％ 、「 公 務 員 ・ 教 職 員 ・ 非 営 利 団 体 職 員 」 が 10.5％ と 高

い 。ま た 、タ ヒ チ ア ン・プ リ ン セ ス 、ア ザ マ ラ・ク エ ス ト で は 、

専 門 職（ 弁 護 士・税 理 士・医 療 関 連 ）が そ れ ぞ れ 11.6％ 、15.9％

と 他 に 比 べ 高 く な っ て い る 。  
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図３－２－５  5 船別 回答者の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)海外旅行の経験について 

1)海外旅行（仕事が主目的な旅行を除く）の回数（Ｂ-1）  

全体では、少なくとも１回以上の海外旅行経験のある回答者が、不明

（1.2％）を除くと、97.6％を占め、ほぼ全員が海外旅行経験者といっても

よい状況である。しかも、「10 回以上」が 68.3％と海外旅行経験の豊富な

人たちが約７割を占めている。 

船別には、どの船の回答者も海外旅行経験のある割合は 95％以上である

が、にっぽん丸の回答者で、「10 回以上」が 47.7％と５船の中では比較的

少ない。それに対して、ドイツ人乗客が多いデルフィン・ボイジャーは「10

回以上」が 84.9％と非常に高く、海外旅行が盛んな国柄をうかがわせる。 

 

図３－２－６   5 船別 海外旅行（仕事が主目的な旅行を除く）の回数 
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2)過去 1 年間の海外旅行回数（Ｂ-２） 

過去１年間の海外旅行回数は、全体では「海外旅行の経験はない」は 

12.5％にとどまり、9 割弱が過去 1 年間以内に海外旅行に出かけている。 

船別の傾向は先の「海外旅行の回数」と似ており、「海外旅行の経験はな

い」はにっぽん丸が 26.2％と最も多く、デルフィン・ボイジャーが 1.2％

と最も少ない。デルフィン・ボイジャーの回答者は、ほぼ全員が過去 1 年

間に海外旅行をしている人たちであるのに対して、にっぽん丸の回答者は

約 7 割にとどまっている。 

 
図３－２－７  5 船別 過去 1 年間の海外旅行回数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3)直近の海外旅行について（Ｂ-３） 

直近の海外旅行については、全体の 57.9％が「夫婦旅行」である。次い

で、「家族旅行」が 11.7％、「友人や知人との旅行」の 11.3％と続くが、割

合としては多くない。船別にみると、どの船も「夫婦旅行」が半数以上を

占めているが、デルフィン・ボイジャーは「ひとり旅」が 27.9％と他の船

に比べて多くなっている。一方、アザマラ・クエストでは「家族旅行」が

22.4％と他の船に比べて多い。 

 
図３－２－８   5 船別 直近の海外旅行について 
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4)直近の海外旅行の旅行目的（Ｂ-４） 

直近の海外旅行の目的は、全体で｢観光｣が 83.8％と圧倒的に多い。 

船別にみると、にっぽん丸や飛鳥Ⅱで「家族や夫婦の記念旅行」がそれ

ぞれ 4.6％、7.6％と全体平均に比べてやや多くなっている。また、デルフ

ィン・ボイジャーでは「語学等の研修」が 9.3％と多いのが目を引く。  
 

図３－２－９  5 船別 直近の海外旅行の目的 
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招待旅行･報償旅行 語学等の研修 その他
不明  

(3)クルーズ旅行に関して 

1)これまでのクルーズ旅行の経験回数（Ｃ-１） 

クルーズ旅行の経験回数は、全体で「6～9 回」が 26.8％、「10 回以上」

が 30.3％と６回以上が約 6 割を占め、クルーズ旅行の経験豊富な乗客が多

いことを示している。船別にみると、にっぽん丸ではこの「6 回以上」が

33.0％と全体平均よりも少ないのに対して、飛鳥Ⅱは 57.9％とほぼ平均並

みに多くなっている。外国船籍の船はほぼ似たような傾向を示しているが、

デルフィン・ボイジャーで「6 回以上」が 68.6％と最も多くなっている。 

 

図３－２－10 5 船別 これまでのクルーズ旅行の経験回数 
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2)今回参加したクルーズ旅行について（Ｃ-２） 

今回参加したクルーズについては、「直近の海外旅行について」と似たよ

うな傾向がみられる。  
クルーズについては、全体の 62.0％が「夫婦旅行」である。次いで、「ひ

とり旅」が 12.6％、「職場等の仕事関係の旅行」が 10.0％、「家族旅行」の

9.9％とほぼ同率で続くが、割合としては多くない。 

船別にみると、どの船も「夫婦旅行」が半数もしくはそれ以上を占めて

いるが、デルフィン・ボイジャーは「ひとり旅」が 30.2％と他の船に比べ

て非常に多くなっている。 

一方、アザマラ・クエストでは「家族旅行」が 21.5％と他の船に比べて

多い。  
 

図３－２－11 5 船別 今回参加したクルーズ旅行について 
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3)今回のクルーズ旅行の目的（Ｃ-３） 

今回のクルーズ旅行の目的については、全体で、84.5％が「観光」であ

り、観光目的が圧倒的に多い。 

飛鳥Ⅱでは、「家族や夫婦の記念旅行」が 11.4％と高く、にっぽん丸の

9.2％がこれに次いでいる。その他、デルフィン・ボイジャーで「語学等の

研修」が平均よりもやや多く、3.5％となっている。  
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図３－２－12  5 船別 今回参加したクルーズ旅行の目的 
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4)寄港地で訪問した観光スポット（寄港地ごと）（Ｃ-４） 

今 回 の 調 査 対 象 と し た 客 船 の 寄 港 地 で あ る 、 横 浜 と 広 島 で 訪

問 し た 観 光 ス ポ ッ ト に つ い て 訊 ね た 。 横 浜 に 寄 航 し た デ ル フ ィ

ン・ボ イ ジ ャ ー の 乗 船 客 で は 、「 中 華 街 エ リ ア 」の 比 率 が 45.3％

と 最 も 高 く 、 次 い で 「 山 下 公 園 ・ 港 エ リ ア 」 の 36.0％ が 高 か っ

た 。ま た 、横 浜 か ら 都 内 に 足 を 延 ば し 、「 都 内 (浅 草 )」の 27.9％ 、

「 都 内 （ 銀 座 ）」 25.6％ の ほ か 、「 都 内 (秋 葉 原 )」 へ 出 か け た と

す る 回 答 も あ っ た 。  

 

図３－２－13 今回のクルーズの寄港地で訪問した観光スポット：横浜（複数回答） 
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ま た 、広 島 に 寄 港 し た ア ザ マ ラ・ク エ ス ト の 乗 船 客 は 、「 原 爆

ド ー ム 」 と「 平 和 記 念 資 料 館 」の 比 率 が そ れ ぞ れ 72.9％ と な っ

て お り 、 全 体 の 4 分 の 3 近 く が 訪 れ て お り 、「 商 店 街 (広 島 お 好

み 焼 き )」 の 38.3％ が 次 い で い る 。 タ ヒ チ ア ン ・ プ リ ン セ ス で

は 、「 原 爆 ド ー ム 」の 46.3％ 、「 平 和 記 念 資 料 館 」の 32.0％ が 上

位 を 占 め て い る が 、 ア ザ マ ラ ・ ク エ ス ト の 乗 客 の 半 分 程 度 割 合

と な っ て い る 。  

 

図３－２－14 今回のクルーズの寄港地で訪問した観光スポット:広島（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

に っ ぽ ん 丸 の 乗 客 の「 父 島 北 部 ･三 日 月 山 」が 、48.5％ と 半 数

程 度 を 占 め 、「 ホ エ ー ル ウ ォ ッ チ ン グ 」、「 二 見 湾 エ リ ア 」が そ れ

ぞ れ 40.8％ 、 39.2％ と 4 割 程 度 が 訪 れ て い る 。  

 

図３－２－15 今回のクルーズの寄港地で訪問した観光スポット:小笠原（複数回答） 
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飛 鳥 Ⅱ の 寄 港 地 で の 過 ご し 方 に つ い て は 、 ラ ロ ト ン ガ 島 を 除

く ほ と ん ど の 寄 港 地 で 、 半 数 以 上 の 回 答 者 が 、 オ プ シ ョ ナ ル ツ

ア ー に 参 加 し て い る 。 自 身 で 手 配 に つ い て は 、 シ ド ニ ー で 58

人 と 2 割 の 回 答 者 が 手 配 し て い る の が 目 立 っ て い る 。 こ れ は 、

都 市 部 で あ る の で 、 手 配 は し や す い 条 件 が あ る こ と が 要 因 と 考

え ら れ る 。 ま た 、 オ ア フ 島 で は 、 オ プ シ ョ ナ ル ツ ア ー が な か っ

た こ と も あ り 、自 身 で 手 配 が 52 人 と や は り 2 割 弱 の 割 合 と な っ

て い る 。  

上 陸 を し な か っ た で は 、 ラ ロ ト ン ガ 島 が 133 人 と 多 い 。 こ れ

は 、 上 陸 時 の 気 象 等 の 条 件 が あ っ た と 推 測 さ れ る 。  

 

図３－２－16 今回のクルーズの寄港地での過ごし方:南太平洋（複数回答） 
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5)これまで参加したクルーズ旅行の平均日数（Ｃ-５） 

こ れ ま で 参 加 し た ク ル ー ズ 旅 行 の 平 均 日 数 は 、全 体 で「 11 日

以 上 」 が 64.2％ と 全 体 の 3 分 の 2 が 11 日 以 上 の 長 期 旅 行 を 経

験 し て い る 。  

船 別 に み る と 、に っ ぽ ん 丸 で は「 11 日 以 上 」が 12.3％ と 非 常

に 少 な く 、 逆 に 「 3 日 以 上 5 日 以 内 」 が 35.4％ と 他 の 船 よ り も

著 し く 多 く 、 短 期 旅 行 の 経 験 者 が 多 い こ と が う か が え る 。  

こ れ に 対 し て 、 飛 鳥 Ⅱ は 、「 11 日 以 上 」 が 73.8％ を 占 め 、 長

期 旅 行 経 験 者 が 多 い 外 国 船 籍 の 船 と ほ ぼ 同 じ 傾 向 を 示 し て い る 。 

デ ル フ ィ ン ・ ボ イ ジ ャ ー は 、「 11 日 以 上 」 経 験 者 が 86.0％ と

長 期 ク ル ー ズ 旅 行 経 験 者 が 圧 倒 的 に 多 い 。  

 
図３－２－17 5 船別 これまで参加したクルーズ旅行の平均日数 
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6)これまで参加したクルーズ旅行のきっかけ（Ｃ-６） 

参 加 の き っ か け は 、全 体 で は 、「 旅 行 会 社 の 案 内 を 見 て 」が 3

9.1％ で あ り 、「 自 分 で 探 し た 」 の 37.6％ と ほ ぼ 拮 抗 し て い る 。

し か し 、 日 本 船 籍 で は 「 旅 行 会 社 の 案 内 を 見 て 」 が に っ ぽ ん 丸

で 38.5％ 、 飛 鳥 Ⅱ で は 50.7％ と 外 国 船 籍 の 船 と 比 べ て 多 い 。  

こ れ に 対 し て 、外 国 船 籍 の 船 で は 、「 自 分 で 探 し た 」が ト ッ プ

で あ り 、 デ ル フ ィ ン ・ ボ イ ジ ャ ー が 40.7％ 、 タ ヒ チ ア ン ・ プ リ

ン セ ス が 55.1％ 、 ア ザ マ ラ ・ ク エ ス ト が 40.2％ と な っ て い る 。 

外 国 船 籍 の 船 の 乗 客 は 日 本 国 籍 の 船 の 乗 客 よ り も よ り 能 動 的

に ク ル ー ズ 旅 行 を 探 し て い る 状 況 で あ る こ と が う か が え る 。  

 
 

図３－２－18 5 船別 これまで参加したクルーズ旅行のきっかけ（複数回答） 
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ｱ)乗船客の国籍別 

日 本 人 で は 、「 旅 行 会 社 の 案 内 を 見 て 」 が 47.0％ と 、 他 国 の

乗 船 客 に 比 べ 高 い の が 目 立 っ て お り 、ド イ ツ 人 も 32.6％ と 日 本

人 に つ い で 高 い 。一 方 、カ ナ ダ 人 や ア メ リ カ 人 で は 、「 自 分 で 探

し て 決 め た 」 が 、 そ れ ぞ れ 55. 6％ 、 48. 4％ と 他 国 に 比 べ 高 い 。 

 

図３－２－19 国籍別 これまで参加したクルーズ旅行のきっかけ（複数回答） 
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7)情報収集手段（Ｃ-７） 

全 体 的 に 、 外 国 船 籍 の 船 の 乗 客 は 日 本 国 籍 の 船 の 乗 客 よ り も

多 様 な 手 段 を 用 い て ク ル ー ズ 旅 行 に 関 す る 情 報 を 積 極 的 に 集 め

て い る 様 子 が う か が え る 。  

デ ル フ ィ ン・ボ イ ジ ャ ー で は 、「 旅 行 雑 誌 」と「 旅 行 会 社 店 頭 」

が 同 数 で 40.7％ と 割 合 が 高 く な っ て お り 、タ ヒ チ ア ン ・ プ リ ン

セ ス と ア ザ マ ラ ・ ク エ ス ト で は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 が そ れ ぞ れ

53.1％ 、 57.9％ と 、 割 合 が 高 い の が 目 だ っ て い る 。  

 
図３－２－20 5 船別 クルーズ旅行をする際の情報収集手段（複数回答） 
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ｱ)乗船客の国籍別 

日 本 人 は 、 情 報 収 集 手 段 と し て 、「 旅 行 会 社 店 頭 」 が 33.5％

と 、他 の 手 段 に 比 べ 高 い 。ド イ ツ 人 で は 、「 旅 行 雑 誌 」と「 旅 行

会 社 店 頭 」の 割 合 が 高 く 、 そ れ ぞ れ 41.6％ 、 40.4％ と な っ て い

る 。ア メ リ カ 人 で は 、「 テ レ ビ 番 組 」の 45.2％ 、「 イ ン タ ー ネ ッ

ト 」の 比 率 が 58.1％ と 高 い 。カ ナ ダ 人 で は 、「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」

割 合 が 61.1％ と 高 い の が 目 立 っ て い る 。人 数 は 少 な い が 、「 日 ･

独・米 ･加 以 外 の 国 」お よ び「 そ の 他 」の 国 と 回 答 の あ っ た 乗 船

客 で も 、「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」の 比 率 が 、そ れ ぞ れ 55.6％ 、54.6％

と 高 く な っ て い る 。  

 
図３－２－21 国籍別 クルーズ旅行をする際の情報収集手段（複数回答） 
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8)クルーズ中の停泊港での過ごし方（Ｃ-８） 

ク ル ー ズ 中 の 停 泊 港 で の 過 ご し 方 に 関 し て は 、全 体 で は 、「 観

光 ス ポ ッ ト を 見 学 す る 」 が 最 も 多 く 、 80.3％ と な っ て い る 。 次

い で 、「 見 学 ツ ア ー に 参 加 す る 」が 60.7％ 、「 買 い 物 を す る 」が

60.7％ で あ っ た 。  

船 別 に み る と 、 に っ ぽ ん 丸 と デ ル フ ィ ン ・ ボ イ ジ ャ ー で 「 見

学 ツアー に参 加 す る」が全 体 に比 べ割 合 が高 く、それぞれ 76.2％ 、

70.9％ で あ っ た 。  

  
図３－２－22 5 船別 クルーズ中の停泊港での過ごし方（複数回答） 

(単位：％)
80.3

77.7

75.5

65.1

90.5

94.4

60.7

44.6

73.4

45.3

59.2

59.8

11.3

13.8

7.9

15.1

11.6

14.0

60.7

76.2

62.1

70.9

44.9

51.4

2.1

0.8

2.8

2.3

2.0

1.9

5.9

5.4

9.3

8.1

1.4

1.9

3.3

3.1

2.4

10.5

2.7

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体(n=760)

にっぽん丸(n=130)

飛鳥Ⅱ(n=290)

デルフィン・ボイジャー(n=86)

タヒチアン・プリンセス(n=147)

アザマラ・クエスト(n=107)

観光ｽﾎﾟｯﾄを見
学する

買い物をする

飲食をする

見学ﾂｱｰに参加
する

ｽﾎﾟｰﾂや運動を
する

その他

不明
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ｱ)乗船客の国籍別 

日 本 人 で は 、「 観 光 ス ポ ッ ト 見 学 」（ 76.2％ ）、「 見 学 ツ ア ー に

参 加 す る 」（ 66.5％ ）、「 買 い 物 を す る 」（ 64.6％ ） が 上 位 を 占 め

て い る 。 こ れ に 対 し 、 ド イ ツ 人 で は 、「 見 学 ツ ア ー に 参 加 す る 」

（ 71.9％ ）、「 観 光 ス ポ ッ ト 見 学 」（ 62.9％ ）が 上 位 を 占 め て い る

が 、「 買 い 物 を す る 」 は 42.7％ と 、 他 国 に 比 べ 低 い の が 目 だ っ

て い る 。ま た 、ア メ リ カ 人 で は 、「 観 光 ス ポ ッ ト 見 学 」（ 90.3％ ）、

「 買 い 物 を す る 」（ 71.0％ ） が 上 位 を 占 め て い る 。  

 
図３－２－23 国籍別 クルーズ中の停泊港での過ごし方（複数回答） 

(単位：％)
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6.5

5.6
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71.9
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0.0
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0.0
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1.1
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全体(n=760)

日本(n=421)

ドイツ(n=89)

アメリカ(n=31)

カナダ(n=18)

日・独・米・加以外の国(n=18)

その他(n=183)

観光ｽﾎﾟｯﾄを
見学する
買い物をす
る
飲食をする

見学ﾂｱｰに参
加する
ｽﾎﾟｰﾂや運動
をする
その他
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(4)クルーズ旅行に関する意見 

1)参加する際のハードルと感じること 

参 加 す る 際 の ハ ー ド ル と し て は 、 全 体 で は 、「 料 金 帯 が 高 い 」

が ト ッ プ で 44.2％ と な っ て い る 。次 い で 、「 日 程 の 調 整 」が 33.

7％ 、「 服 装 」が 16.4％ 、「 船 酔 い 」が 14.9％ の 順 と な っ て い る 。

に っ ぽ ん 丸 で「 船 酔 い 」が 39.2％ と 割 合 が 高 い の が 目 立 っ て い

る 。 同 船 は ま た 「 服 装 」 に 関 し て も 31.5％ と 割 合 が 高 い 。  

 
図３－２－24 5 船別 参加する際のハードルと感じること（複数回答） 

(単位：％)
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7.0

11.6

6.5

14.9

39.2
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3.5

7.5
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12.1

8.5

13.8

8.1
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1.2

0.8

1.0

2.3

0.0
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17.7
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4.6

13.4
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

全体(n=760)

にっぽん丸(n=130)

飛鳥Ⅱ(n=290)

デルフィン・ボイジャー(n=86)

タヒチアン・プリンセス(n=147)

アザマラ・クエスト(n=107)

料金帯が高い

日程の調整

言葉

服装

船酔い

ﾂｱｰ情報が少ない

参加申し込み先がわからない

其の他

不明
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ｱ)乗船客の国籍別 

日 本 人 で は 、「 料 金 帯 が 高 い 」 が 51.1％ と 割 合 が 高 く 、 こ れ

に 、「 日 程 の 調 整 」（ 39.9％ ）、「 服 装 」（ 22.6％ ）、「 船 酔 い 」（ 19.

2％ ）が 続 い て お り 、こ れ ら は 、他 国 に 比 べ る と 割 合 が 高 く な っ

て い る の が 目 だ っ て い る 。ド イ ツ 人 で は 、「 不 明 」が 半 数 を 超 え

て い る が 、 そ れ 以 外 で は 、「 料 金 帯 が 高 い 」 が 23.6％ と 、 他 国

に 比 べ 低 い の が 特 徴 と な っ て い る 。  

 
図３－２－25 国籍別 参加する際のハードルと感じること（複数回答） 

(単位：％)
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

全体(n=760)

日本(n=421)

ドイツ(n=89)

アメリカ(n=31)

カナダ(n=18)
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日程の調整

言葉

服装

船酔い

ﾂｱｰ情報が少ない

参加申し込み先がわからない

其の他
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2)クルーズ旅行に参加して良かったと感じること（Ｄ-２） 

良 か っ た と 感 じ る こ と の ト ッ プ は 、 全 体 で 「 の ん び り し た 船

旅 が 楽 し め た 」 で あ り 70.7％ を 占 め て い る 。 次 い で 、「 手 荷 物

な し で 現 地 の 観 光 が で き た 」 の 64.1％ 、「 非 日 常 の 体 験 が で き

た 」 の 33.2％ と 続 く 。  

に っ ぽ ん 丸 、飛 鳥 Ⅱ で は 、「 ホ テ ル 並 み の も て な し 」が 他 船 に

比 べ 、そ れ ぞ れ 41.5％ 、 33.8％ と や や 割 合 が 高 い の が 目 立 っ て

い る 。ま た 、に っ ぽ ん 丸 で は 、「 非 日 常 の 体 験 が で き た 」が 40.

8％ と 高 い の が 注 目 さ れ る 。  

 
図３－２－26 5 船別 クルーズ旅行に参加して良かったと感じること（複数回答） 

(単位：％)
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32.4

34.9
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0.8

3.8

14.0
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3.7

2.5

0.8
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0.7

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体(n=760)

にっぽん丸(n=130)

飛鳥Ⅱ(n=290)

デルフィン・ボイジャー(n=86)

タヒチアン・プリンセス(n=147)

アザマラ・クエスト(n=107)

のんびりとした船旅が
楽しめた

あこがれが実現した

ﾎﾃﾙ並みのもてなし

手荷物なしで現地の
観光ができた

船からの景観がよ
かった

非日常の体験ができ
た

その他

不明
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ｱ)乗船客の国籍別  

日 本 人 で は 、「 の ん び り し た 船 旅 が 楽 し め た 」 が 70.1％ と 、

他 国 と 同 様 に 最 も 高 く 、こ れ に 、｢手 荷 物 な し で 現 地 の 観 光 が で

き た ｣（ 67. 5％ ）、 ｢ホ テ ル 並 み の も て な し ｣（ 36. 1％ ） が 続 い て

い る 、 特 に 、 ｢ホ テ ル 並 み の も て な し ｣に つ い て は 、 他 国 に 比 べ

て も 比 率 が や や 高 い の が 目 立 っ て い る 。一 方 、ア メ リ カ 人 で は 、

「 の ん び り し た 船 旅 が 楽 し め た 」 が 93.5％ と 高 く 、 ｢手 荷 物 な

し で 現 地 の 観 光 が で き た ｣（ 67. 7％ ）、「 非 日 常 の 体 験 が で き た 」

（ 48.4％ ） が 上 位 と な っ て い る の が 、 目 立 っ て い る 。  

 
図３－２－27 国籍別 クルーズ旅行に参加して良かったと感じること（複数回答） 

(単位：％)
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ﾎﾃﾙ並みのもてなし

手荷物なしで現地の
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た
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3)クルーズ旅行に参加する際に、負担に感じること（Ｄ-３） 

負 担 に 感 じ る こ と の ト ッ プ の 項 目 は 「 服 装 に 対 す る 配 慮 が 必

要 」 で あ り 、 全 体 で 33.3％ の 割 合 で あ げ ら れ て い る 。 次 い で 、

「 乗 客 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」が 21.7％ 、「 船 酔 い 」が 20.

9％ と 続 い て い る 。日 本 船 籍 の 船 で は 、こ の「 服 装 に 関 す る 配 慮

が 必 要 」 の 割 合 は 特 に 高 く 、 に っ ぽ ん 丸 で 52.3％ 、 飛 鳥 Ⅱ で 4

1.4％ と な っ て い る 。 に っ ぽ ん 丸 で 「 船 酔 い 」 の 割 合 が 42.3％

と 高 い が 、 こ れ は こ の ク ル ー ズ に お い て 悪 天 候 に 遭 遇 し た こ と

が 考 え ら れ る 。  

 
図３－２－28 5 船別 クルーズ旅行に参加する際に、負担に感じること（複数回答） 

(単位：％)
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船酔い

言葉(外国語)

その他
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ｱ)乗船客の国籍別  

日 本 人 で は 、「 服 装 に 対 す る 配 慮 が 必 要 」が 、44.7％ と 最 も 高

く 、他 国 と 比 べ て も 目 立 っ て い る 。さ ら に 、「 乗 客 同 士 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 」、「 言 葉 （ 外 国 語 ）」 が そ れ ぞ れ 32.5％ 、 23.5％

と 高 い の が 、 他 国 と 比 べ る と 目 だ っ て い る 。 ア メ リ カ 人 で は 、

「 そ の 他 」 の 回 答 が 多 く 、 比 較 可 能 な 項 目 に つ い て は 、 い ず れ

の 項 目 も 他 国 に 比 べ 低 い の が 特 徴 と な っ て お り 、 あ ま り 負 担 感

が な い と う か が え る 。  

 
図３－２－29 国籍別 クルーズ旅行に参加する際に、負担に感じること 

（複数回答） 
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(5)クルーズ旅行に関する意見（自由回答） 

1)にっぽん丸  
・思いがけず誕生祝をしていただいて嬉しかった。  
・レパートリーの広いイベントが楽しめた。  
・体が不自由なので、風呂が心配だったがいろいろ準備がしてあり助かった。 
・各階各箇所のお花のディスプレイに満足、特に桜の花は何種類も楽しむこと

が出来ました。  
・オアシス等とは違い、小笠原に行く目的で乗船したのですが、季節を先取り

した、食材、珍味、を調理、提供していただき、目と舌を充分に楽しませて

いただきました。  
・参考として、個人参加オプション（南島）をして、少人数（7 名）で家族的

でショップのオーナーもとても気さくで対応も良く、すばらしい景色と乗客

の心あたたまる対応で素敵な平日が過ごせました。  
・にっぽん丸船上のホエールウォッチング、素敵でした。小笠原の通船の方々

の見送り、とても暖かい感じ嬉しかったです。にっぽん丸の方々の自然な対

応が一番良かったです。又、食事も大変美味しく、楽しい 6 日間でした。  
・以前同じ船（にっぽん丸）に乗り合わせた人と思いがけず出会えた時の感動

はひとしおです。事前の連絡もせずにふと出会えた時･･･来て（乗って）良

かったと思います。  
・観光が成熟してくると、ただ観て回るだけの旅行では、感動を憶えなくなっ

てくる。次第に体験型や社会見学といった次なる刺激を求めて行動するよう

になるので、さらなる工夫が必要となる。日本は世界と比べて観光となるも

のが貧弱なので、目標をもって、それから強化する必要がある。フランス

7,000 万人、日本 700 万人という観光客数の違いはその中身なので、ストー

リーが必要だ。  
・初めてのことなので不安でいっぱいでしたが、いざ参加してみると非日常の

生活を体験できて楽しい船旅でした。退職後一年生であり、永年の夢が早く

も実現し満足でした。  
・荒天のため寄港地に当初入れなかったが、その際の対応が良かった。ソフト

面の柔軟性におどろいた。  
・フィリピン人も含めた乗務員の接客サービスが他クルーズ船（日本）に比べ

大変親切で、予想を上回った。  
・レクチャーによって教養の幅が広がること。  
・小笠原固有植物観察の車でのオプション説明が分かりやすく、大事なことを

カードの様にして見せてくれ冊子風のまとめをくださったりで良かった。  
・健康作りに良いと思いました。（海に出ること、船上生活・・・）催物やサ

ービスを簡単に受けられて便利です。良い写真を撮っていただいていて、買

うのは自由なので助かります。  
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・趣味や興味の異なる人々を飽きさせないよう様々なショーなどの催し物の豊

富さは期待以上であった。また、早目に船内新聞等で船客に情報を与えるシ

ステムの充実さはすばらしいものであった。安心して船旅が楽しめた。  
・今回は天候に災いされましたが、なにごとも経験と思います。さて、改造後

を楽しみにしていますが、たばこをたしなみますので、分煙はやむをえませ

んが現在と同様気持ちよく吸えますよう配慮をお願いします。  
 

2)飛鳥Ⅱ  
・ラロング島は錨泊不可となり、上陸できず。代わりの 2 時間の島周囲はすば

らし景観。これぞ船旅！！  
・色々な催し物に参加して楽しく時間を過ごしたこと。自由な時間を楽しめた

こと。同じクルーズの知人が出来たこと。  
・ヌクヒバ島の自然、教会の素朴な美しさに感動しました。島民の素朴な歓迎

ぶりにもぬくもりを感じ好感がもてました。  
・今回クルーズ初参加。ハワイホノルルから 10 日間の参加に、2 日間だけの

ハワイ観光で後は船の生活だけ。楽しみにしていた短歌教室は終わっていて

残念！しかし、他のプログラムが豊富で期待していなかったヨガ、ケン玉、

シャンソンを歌うなど一日目充実していて楽しめた。明日も楽しもう！社交

ダンス教室も楽しみにしていたひとつ。先生方が独り者の相手で踊ってもら

えてうれしい。  
・観光地での景観は、以前観光した絶景と云うべき場所を観光船、飛行機で見

たときと比較して、船の最上デッキからの壮大な自然との一体感と醍醐味は、

味わえないものがある。これも天気次第であるが。クルーズの味をしめたら、

やめられないと思う。  
・演芸・講演など、各国 (地方 )のオリジナルなものを、観、聴、知、すること

が出来ました。  
・自分の周囲環境をそのまま持ち出し公の場でも羽目をはずしているグループ

が少なくない。船内外を不問。ダイニング中など。教会、博物館内で脱帽し

ない男性が多い。同船のグループが一般観衆の中で目立った。旅行担当者と

しては、儀礼的な面の指導が望ましい。  
・クルーズ会社のご配慮で誕生会をしていただき、大変楽しい思い出ができま

した。  
・非日常の生活ができた。初めてブリッチを覚えることができた。久しぶりに

囲碁を教わり、自信を持つことができた。  
・医療面で行き届いた処置 (下船しての )に感謝しました。  
・これからの老人のあり方、色々勉強になりました。本一冊読めない数々のイ

ベント参加して楽しくなかったことはなにもなかったです。  
・ヌクヒバ島で美しい自然 (人々も含め )を体感したこと、人々の静かなあたた

かさ、さりげない親切、南海の楽園であろうと思われたこと、平和を感じた

こと。  
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・接することが少ない年になり、間近で天文学、考古学、文学、宝石、オーク

ション等色々なことが体験できました。普通の旅行では出来ません。又年寄

りと障害者がとても楽しく一緒に旅行できることが一番よかったと思います。  
・それぞれの国に入港、出向するときに飛行機旅行では得られないすばらしい

風景を見ることが出来、感動してとてもうれしかった。船内や島への上陸の

時のサービスがとてもありがたかった。すべてに満足です。  
・年老いた私たちの体力にあった船内の催し物が多彩に企画され退屈しなかっ

た。思いがけず誕生祝いを受け嬉しかった。その際、フォーシーズン・ダイ

ニングルームの N さんや J さん達の心配りが嬉しく、食事の際は常にそち

らの席へ座らせてもらいました。  
・各訪問地の民族舞踊等がローカル色豊かで、強い印象を受け良かった。又、

飛鳥Ⅱプロダクションショーも見事だった。  
・身一つでその場に行けば楽しめたことが最高の贅沢でした。  
・いろいろな方と多く出会えて大変良かったです。又、いろいろな所が多く見

ることが出来て大変良かったです。  
・年齢が若干若いせいもあって年長者からの人生上の意見を聞くことが出来ま

した。  
・ダニーデン（2 月 11 日）Ｆ6 タイエリ鉄道乗車体験一日観光。友人達と向

かい合わせに座れ、ゆったりとした列車内で飲み物やランチもよく渓谷の景

色も楽しめ、何かオリエンタル列車に乗っているようでとても良かった。（土

産品も気に入るものがあり）  
・南太平洋のボラボラ・ヌクヒバ島その他の島々の人の優しさ・明るさ無人島

での体験は忘れることの出来ぬ楽しい思い出になりました。  
・入港・出港の風景。デッキ（デイナー等）の行事。日本人の口に合う美味な

献立の気遣いが嬉しい。キャプテン以下スタッフの親切で礼儀正しいところ

と笑顔。日々、気持ちよく過ごさせて頂きました。船内に飾られた南国の美

しい立派な生花、十分楽しませて頂きました。南国のフルーツの数々、バン

ド、ピアノ演奏リラックスさせて頂きました。イルカ、クジラ、星空、虹

etc いろいろきり無くありました。  
・何よりも非日常的でゆったり出来たこと。きめ細かな心遣いが嬉しかった。

講師の方々の奥深い専門的なお話とエンターテイナーの技量の高さがすばら

しかった。  
・講習会や音楽会が楽しめたこと。思わぬ方との出会いがあったこと（船内で）。

スタッフの方々のお仕事に対する熱心さや責任感が強いこと。食事関係の従

業員に対しての教育（言葉など）が行き届いて、現代日本国内のレストラン

の従業員よりも遙かに訓練されていること。船内でのスタッフの方々の挨拶

がすがすがしいこと。食事の内容が充実して変化に富み、その関係の方々の

細やかな配慮があふれていて恐れ入る。（但し、老人には量が多過ぎる）  
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・自分ではとうてい訪れることはないであろう土地がルートに含まれており、

それらの地が思いがけない新鮮さを持っていて感動した。（例 :ポートビラ／

ヌクヒバ）  
・ルートに含まれた土地であまり興味を持っていなかった土地が思いがけない

魅力を持っていて目のさめる想い。（例 :ポートビラ／ヌクヒバ）  
・都会に行くよりも辺鄙な地方都市、島の方が景色と人柄がよく温かみがあっ

て楽しかった。  
 

3)デルフィン・ボイジャー  
・ like go by ship because every time the Hotel.Not carried baggage. 
 ホテルのようなサービスと荷物を運ばなくてよいこと、だから船旅は好きで

す。  
・DANKE ALLES OK 

ありがとう。全てよかったです。  
・Service und gut organisierte Ausfluege 

サービスと考慮の行き届いたエクスカーション・ツアー  
・Alles ist gut! 

全てよかった！  
・gute information ueber land und leute。  

訪問国とその国民の豊富な情報  
・gute information 

情報が良かった  
・gutes essen,guter service, viel sehen 

美味しい食事、良いサービス、そして豊富な観光  
・Wenige passagiere an Bord! 

船内に乗客が少なかった (船内があまり混みあっていなかった )！  
・die freundlichen Bemuhungen des Pensonals 

スタッフの親切なサービス  
・Kabine ,sauberkeit ,personal sehrhoflich,gutes essen、  

キャビン、清潔、親切なスタッフ、美味しい食事  
・Seher freundliche Menschen in Japan。  

日本人はとても親切だった。  
・neue Laender und Mentalitaeten kennenlernen 

いろいろな国々と国民性に巡りあえたこと。  
・personal 

スタッフ  
・Nicht to toll wie andere! Wetterbedingt 

そんなには素晴らしくなかった！天候に左右される。  
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・ Wir buchen immer lange Routen (2 － 3 Mon.) mit interressanten  
Zielen ,(Dubai-Japan-Ceylon-SriLanka) 
長いルート（2～3 ヶ月）と興味がある訪問地でいつも予約します （ドバ

イ、日本、セイロン、スリランカ）  
・ Ich babe die lander Vietnam,Caina,Japan,Korea,mal besuch und bin 

begeistert. 
私はヴェトナムや中国、日本、韓国などを訪れて感動しました。  

・Nette leute kennen gelernt zu haben!  
親切な人々と出会うことができました。  

・aufmarksamkeit der Crew gutes essen  
スタッフの気配りと美味しい食事  

・Viele lander kennenlernen und immer die gleiche Kabine,ohne Kaffer 
packen 
沢山の国々を訪れること、旅行中に同じキャビンで過ごし、荷物をまとめる

必要がないこと  
・Atmosphaere auf Delplin Voyager sachalge ich  

デルフィン・ボジャーの雰囲気だと思う  
 

4)タヒチアン･プリンセス  
・Entertainment service and food are outstanding 

催し物と食事がすばらしい  
・The people we have met and the quality of the work force. 

出会った人々、従業員の質  
・The relaxing time for the days at sea. 

船上でのリラックスな時間  
・Too slow ship. 

船のスピードが遅すぎる  
・Hiroshima Peace Memorial is highlight of the entire of day cruise. 

Beautiful city, wonderful,polite people. A wonderful place to visit and to 
live. Keep up your effort for peace and getting rid of nuclear weapons. 
広島記念公園が一番の見どころ。美しい街に、礼儀正しくすばらしい人々。

訪れるにも住むにもすばらしい場所。引き続き平和と核兵器撤廃のために努  

力してください  
・Everything is wonderful. 

すべてがすばらしい  
・OSAKA,JAPAN and AUSTRALIA 

大阪、日本そしてオーストラリア  
・The helpfullness,friendlyness of the Japanese people. 

日本人の親切心、友好的さ  
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・Smaller ship 
小さめな船  

・Meeting new people. 
新しい出会い  

・A great way to Rest,and relaxation 
休養とリラックス  

・The whole trip is wonderful! So far even the sea days 
全てがすばらしい。今のところ、船上で過ごす日でさえも。  

・Independent travel or shore days. Thanks to tourist info at docks 
個人観光、または停泊日。港の観光案内に感謝  

・People and the way of lives 
人々そして人生  

・Longer cruise(4months)get to know other passengers as family! 
4 ヶ月もの長旅は、一緒に乗船している人たちと家族のように知り合える  

・I get what I expected. 
予想通りのものを得た  

・We love everything about cruise but small ship like Tahitian Princess 
rock too much 
全て良かったが、船が小さいので大分揺れた  

・Too much visa requirements. wish visitors could be less stressful while 
on tour 
査証の提示が面倒なので、観光中もう少しストレスがないと良かったと思う 

・All the friendly people from different countries. 
様々な国出身の友好的な人々  

・New, exciting places and stores 
新しく、刺激的な場所や店  

・The Japanese People 
日本の人々  

・Friendship of other passengers 
他の乗船客との友情  

・Meeting other life minded people is a bonus!  
人生を楽しんでいる人々と会えた ! 

・Great trip beautifull places 
すばらしい旅、美しい場所  

・No the curise was all I expected .Wanderful. 
    私が期待していた通りこのクルーズは素晴らしいものでした  

・shipboard activities{line-dancing} 
船上の楽しみ、アトラクション（ラインダンス）  

・I knew I would love the cruise, and I do 
クルーズが期待通りなことはわかっていたし、実際楽しい。  
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・small ship,making friends 
小さな船、友達作り  

・I love japan & the beautiful japanese peaole .www.glennamer.com.Thank 
you. 
日本も人々も素晴らしい、感謝  

・Enjoy people of countries orther then our own.  
外国人とのかかわりを楽しんでいる  

・All harbours are an interesting experience.It is nice coming into and the 
sail-away 
停泊地はとても興味深い経験。入港したり出港したり楽しい  

・Socializing as well as shows 
ショーはもちろんのこと、知り合いを作ったり会話を楽しむこと  

・The japanese people very friendly loving + courteous to us-would love to 
come back + spend more time. 
日本人はとても親切で友好的。ぜひまた来たいし、もっと長く居たい。  

・Everything has been fine 
すべて問題なし  

・Food,Dancing,Excursions,ship good quality ,Free laundry!!!! 
食事、ダンス、ツアー、船の質も良し、洗濯の心配なし !!! 

・FOOD form other countries. 
いろいろな外国の料理  

・Beautiful,wonderful HIROSHIMA! 
広島は綺麗ですばらしい ! 

・Sightseeing 
観光  

・The activities on the ship provide me with more things than I expected 
船上のいろいろなアトラクションが、想像以上に良かった  

・The friendliness of the people living there. 
停泊地での友好的な人々  

・Ports of call, we love the people of Japan. 
港町、日本の人々が大好きです  

・ meeting so many wonderful people in all countries.seeing so much 
beautiful land sights.learning about other cultures. 
全ての国で、素晴らしい人々に会えたこと。たくさんの美しい土地や場所、

異文化を学べたこと  
・The ports we have visited,especially japan.The fellows passengers and 

crew we met the people on land we have met. 
今までに訪れた港、とくに日本。出会った他の乗船客や乗務員。停泊地で出

会った人々。  
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・1,the tahitan choir was unexpeted-but very enjoyable  
タヒチアンコーラス隊は予想していなかったが、とても楽しめた  
2.the book club was great  
ブッククラブが良かった  
3.good movies  
映画  
4.very friendly staff +passengers-Frankie ss  
とてもフレンドリーなスタッフに乗船客 フランキーSS より  
5.food very good!  
食事が素晴らしい  
6.captain very nice and professional. 
船長が良い人、プロフェッショナル  

・so mach to do-lectuies,bridge,ports of call,tours,,people and shows.  
やることはたくさん―レクチャーやカードゲーム、港、ツアー、人々そして

ショー。  
・I enjoy it all. 

    何もかも楽しめた  
・Cruse sevrce on Princess has been outstanding 

    タヒチアン・プリンセスでのもてなしは素晴らしかった  
 

5)アザマラ・クエスト  
・Food very good.Staff very friendly. 

    食事は素晴らしく、スタッフはフレンドリー  
・All the people I have meet 
 出会った全ての人々  
・The excellent treatment by ships crew. 
 乗組員たちの素晴らしいもてなし  
・Do not have to do home work! 
 宿題をやらなくていい ! 
・nice music on cruise(harp).Air-condition is always too cold on cruise.I get 

always sick. 
    素晴らしいミュージック（ハープ演奏）。冷房が寒すぎる。常に風邪を引い

ている  
・Worst cruise I ever took. 
 今まで参加したクルーズで最低  
・excellent food 
 素晴らしい食事  
・Information booth abroad and at local information centers was far  
 停泊地での観光案内所が遠すぎる  
 



 

  3-38  
  

・All good so far. 
 今のところ全て良し  
・Enjoyed everything except rough seas! 

    荒海以外は全て楽しめた  
・MIYAJIMA was beautiful. 

宮島が美しかった  
・Meeting lots of people of different nationalities. 
 様々な国籍の多様な人々との出会い  
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３－３ 調査結果のまとめ 

   

  本 調 査 は 、 実 際 に ク ル ー ズ 船 で 旅 を し て い る 乗 船 客 の 意 識 を 幅 広

く 把 握 す る た め 、 ク ル ー ズ 船 の 乗 船 客 760 人 か ら 回 答 を 得 た 。 内 訳

は 、日 本 船 籍 で 420 人（ 55.3％ ）、外 国 船 籍 で 340 人（ 44.7％ ）で あ

っ た 。  

３ － ３ － １  回 答 者 の 属 性  

回 答 者 の 年 齢 構 成 は 、 全 体 で は 、「 60 歳 代 以 上 」（ 「 60～ 69 歳 」

＋ 「 70 歳 以 上 」） が 9 割 弱 を 占 め 、 日 本 船 籍 の 「 60 歳 以 上 」 比 率

が 高 か っ た 。 性 別 に み る と 、 い ず れ の 船 も 夫 婦 で の 乗 船 が 過 半 数

を 占 め て い た こ と か ら 男 女 比 は ほ ぼ １ ： １ で あ っ た 。  

 

３ － ３ － ２  海 外 旅 行 の 経 験  

回 答 者 は 、ほ ぼ 全 員 が 海 外 旅 行 経 験 者 で 、し か も 、「 10 回 以 上 」

が 7 割 近 く を 占 め 、 海 外 旅 行 経 験 の 豊 富 な 人 た ち で あ る 。 過 去 １

年 間 の 海 外 旅 行 回 数 で も 、 全 体 で は 9 割 弱 が 過 去 １ 年 間 以 内 に 海

外 旅 行 に 出 か け て い る 。  

直近の海外旅行は、全体の 6 割強が「夫婦旅行」でほぼ共通しており、「ひ

とり旅」、「家族旅行」の割合が比較的多い船もある。  
 

３－３－３ クルーズ旅行の経験や参加状況 

   回答者におけるクルーズ旅行の経験回数は、「6 回以上」が約 6 割を占め、

全体にクルーズ旅行の経験豊富な乗客が多い。  
   今回のクルーズ旅行の目的は、「観光」の割合が圧倒的に高く、寄港地では、

観光スポットを訪問している。これまで参加したクルーズ旅行の平均日数は、

「11 日以上」が約 7 割と、長期旅行を楽しんでいる。  
   参加のきっかけは、全体では、「旅行会社の案内を見て」が 39.1％であり、

「自分で探した」の 37.6％とほぼ拮抗している。しかし、日本船籍のにっぽ

ん丸では、外国船籍の船と比べ「旅行会社の案内を見て」の比率が高い。全

体的には、外国船籍の船の乗客は、日本国籍の船の乗客よりも多様な手段を

用いてクルーズ旅行に関する情報を積極的に集めている様子がうかがえる。  
   クルーズ中の停泊港での過ごし方は、全体では、国民性が多少見られた。

全体では、「観光スポットを見学」が最も多く、約 8 割となっている。次い

で、「見学ツアーに参加」、「買い物」が全体の約 3 分の 2 であった。国籍別

に見ると、日本人では、「観光スポット見学」、「見学ツアーに参加する」、「買

い物をする」が上位で、ドイツ人では、「見学ツアーに参加」、「観光スポット

見学」が上位を占めているが、「買い物をする」は他国に比べやや低いのが特

徴であった。また、アメリカ人では、「観光スポット見学」、「買い物をする」

が上位を占めていた。  
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３－３－４ クルーズ旅行に関する意見 

クルーズ旅行に参加する際のハードルとしては、全体では、「料金帯が高い」

がトップで 4 割台半ばとなっており、次いで、「日程の調整」が全体の約 3
分の 1、「服装」、「船酔い」がそれぞれ１割台半ばとなっている。  

クルーズ旅行に参加して良かったと感じることは、日本人では、「のんびり

した船旅が楽しめた」とする回答が全体の約７割を占め、他国と同様に最も

高く、これに、｢手荷物なしで現地の観光ができた｣が続いている。  
一方、クルーズ旅行に参加する際に、負担に感じることは、日本人では、

「服装に対する配慮が必要」が、4 割台半ばと最も高く、他国と比べても目

だっている。さらに、「乗客同士のコミュニケーション」や「言葉（外国語）」

が、他国と比べると目だっている。  
 

３－３－５ 船ごとの特徴 

    今回、調査を行った 5 隻の船は旅行日数、形態、乗船客の国籍など多様

であったことから、船毎の回答においても特徴が出ている。  
(1)飛鳥Ⅱ（南太平洋クルーズ／53 泊 54 日／横浜と神戸の出港・帰港） 

自由回答を見ると乗船客の満足度は高いように見える。クルーズ経験も 6

回以上の回答が半数以上ある。53 泊と長旅のせいか乗客同士のコミュニケー

ションがつらいという回答が多いのも特徴。この回答は飛鳥Ⅱがとびぬけて

いる。また、服装に対する配慮（ドレスコード）に関して苦痛との意見も多

く、ドレスコードを楽しむことができる工夫も必要かもしれない。乗船客同

士のコミュニケーションやドレスコードは西洋文化の象徴でもあり、日本人

にとっては異質な文化として頭で理解してはいても馴染まない心情をあらわ

しているかもしれない。 

南太平洋クルーズということでオプショナルツアーのほかに自ら手配した

り、特にツアーなどを手配せずに自由に楽しむという乗船客も半数近くはお

り、のんびりしたクルーズならではの結果も出ている。 

 

(2)にっぽん丸（小笠原スプリングクルーズ／5 泊 6 日／横浜出港・帰港） 

5 泊 6 日で横浜と小笠原の往復は少し強行軍となる。さらに天候が荒れた

ようで船酔いのつらさを訴えた乗船客が多かった。飛鳥Ⅱと同様、服装に対

しては同様に負担に感じるという回答は多かったが、短い船旅のせいか乗船

客同士のコミュニケーションをあげる方は比較的少なかった。 

また、クルーズ旅行に初めて参加の方が 5船の中でもっとも多いのも特徴。

まずは手ごろな日本船のショートクルーズから始める方が多いと考えられる。 
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(3)デルフィン・ボイジャー（フライ＆クルーズ／15 泊 16 日／大阪出港・バ

クコク帰港） 

ほとんどがドイツ人のフライ＆クルーズ。手頃な価格と旅行の始めが日本

（大阪／京都）というのも特徴的だ。クルーズ旅行経験も海外旅行に慣れた

経験者が多いのは、ドイツ人の旅行に対する積極性と、長期休暇を取るとい

う文化と環境のためだと考えられる。また、ドイツは陸続きでヨ－ロッパ諸

国（外国）と接しているという地理的な要因も重要だ。 

過去 1 年間の海外旅行 10 回以上が 18％以上もあり、ヨーロッパの特徴の

一端を示していると言える。 

夫婦だけでなく、1 人での旅行も多いのも特徴。杖をついた乗船客が他船

に比べて極端に多く見受けられた。 

ドイツの旅行文化、高齢者が 1 人でも安心して海外旅行を楽しむことがで

きる環境などに、我が国における観光振興のヒントが隠されているかもしれ

ない。また、クルーズ旅行が始まったばかり（２日目）のせいか船酔いに対

する不安も回答として多かった。 

 

(4)タヒチアン・プリンセス（世界１周クルーズ／108 泊 109 日 or118 泊 119

日／米国マイアミ出港・英国ドーバーor ストックホルム帰港） 

アメリカ人、カナダ人中心の世界１周クルーズで日本への寄港はすでに出

発から 2 ヶ月近くたってからだった。そのため、乗船客同士のコミュニケー

ションもだいぶよくなっているようで、他の船に比べてもこの質問に関する

答えは少なかった。一方、長旅のせいで服装に対する配慮という回答が増え

ている。毎日、同じ服装というわけにもいかず苦労している様子がうかがえ

る。 

クルーズ旅行が今回初めてという乗船客は 5 船の中では最も少なく 3 回以

上という回答が 90％以上もいることは世界一周に参加する人の特徴かもしれ

ない。60 歳以上の乗船客が 80％以上いたのに対して 40 歳未満も 5 船の中で

最も多い割合の 4.8％を示したことも興味深い結果となった。 

広島港への初入港ということもあり、セレモニーを船の上から見る人々と、

岸壁まで降りてきて楽しむ人々と様々であった。 

 

(5)アザマラ・クエスト（フライ＆クルーズ／14 泊 15 日／香港出港・北京帰

港） 

アメリカ人、イギリス人、カナダ人中心で全 25 ヶ国、実に様々な人々が乗

船していた。日本人も 14 人乗船していたことも特徴的。年齢層は 60 歳以下

の人数の割合が５船の中でもっとも高い 29.9％だった。 

家族連れが数家族見受けられたのもアザマラ・クエストで、手頃な料金（4,199

ドル～4,899 ドル）が魅力なのかもしれない。 

負担になることとしては船酔いを挙げる人が多く、日本に来るときに海が

荒れたものと考えられる。 
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４．クルーズ船運航会社等の調査 

４－１ 実施した調査の概要 

４－１－１ 調査目的 

日本国内においてクルーズ旅行商品を取り扱う運航会社（船舶運航会社・

外国船代理店・旅行会社等）を対象に日本国内におけるクルーズ旅行のさら

なる普及と外国人を日本に招くための課題や問題点に関して整理を行い、今

後の可能性を探る。 

 

４－１－２ 調査項目 

主に以下の項目に関する調査を行った。 

(1)日本人客のクルーズ商品のセールスポイントについて 

1)クルーズ商品のＰＲポイントをどこに置いているか（日本発着の場合、

海外発着の場合） 

2)また、実際に販売する際の顧客の反応 

(2)外国人客に対する日本発着のクルーズ商品のセールスポイントについて 

1)日本発着のクルーズ商品の対外的なＰＲポイントをどこにおいているか 

2)日本発着のクルーズ商品を開発する際の問題点 

（販売層、商品設定に当たっての制約条件等） 

(3)その他 

 

４－１－３ 調査対象 

ヒアリング対象としては以下の民間企業 6 社に対して行った。 

(1)船舶運航会社 

1)商船三井客船株式会社 

2)スタークルーズ日本オフィス（ノルウェージャン・クルーズライン） 

(2)外国船代理店 

1)株式会社クルーズバケーション 

(3)国内旅行代理店 

1)株式会社ＰＴＳ 

2)郵船トラベル株式会社 

3)ＪＴＢロイヤルロード銀座（株式会社ＪＴＢ首都圏） 
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４－１－４ 調査方法 

対 面 に よ る ヒ ア リ ン グ を 中 心 に 行 っ た 。 各 種 調 査 と の 連 携 で 必

要 な 場 合 は 再 度 電 話 に よ る 聞 き 取 り を 行 い 、 不 明 な 点 な ど を 確 認

し た 。  

 

４－２ 調査結果 

昨年（2008 年）アメリカでのリーマンショックから始まる世界的な経済危機

は世界のクルーズ市場にも大きな影響も与えている。もちろん日本においても

その影響はぬぐえず、今回の調査でも必ず最初にその話から始まるといった具

合だった。 

  以下に船舶運航会社 2 社、外国船代理店 1 社、旅行代理店 3 社のヒアリング

結果を紹介する。 

 

４－２－１ 船舶運航会社 

(1)商船三井客船株式会社 

 

 

 

1)会社の概要 

・社名：商船三井客船株式会社 

・英名：Mitsui O.S.K. Passenger Line,Ltd. 

・設立：1963 年 2 月 28 日 

・旅行業登録：観光庁長官登録旅行業 第 946 号 

・社団法人日本旅行業協会正会員 （ボンド保証会員） 

・本社：東京都港区赤坂１-９-13 三会堂ビル 5 階 

・従業員数：陸上 44 名 海上 80 名 計 124 名 （2008 年 3 月末現在） 
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2)日本人客に対するクルーズ商品のセールスポイントについて 

・船が１隻しかないので、世界１周とワンナイトクルーズ、夏休みや夏祭

りを組み合わせた企画など様々に考えている。  
・大浴場や食事の関係など。日本人客をメインに考えている。  
・昨年社団法人  日本外航客船協会「クルーズ・オブ・ザ・イヤー  2008

実行委員会」によって「クルーズ・オブ・ザ・イヤー  2008」に「飛ん

でクルーズ北海道」という企画が表彰された。この企画は夏の間混み合

い、宿泊施設が少ない礼文島や小樽などを訪れ、船中で宿泊する。いわ

ば日本版のフライ・＆クルーズで料金もリーズナブルだが、船で移動す

ることが効率的な寄港地（礼文島、利尻島、知床）をうまく組み合わせ

たことが受け入れられたことがヒットの要因だと考えている。  
・企画は常日頃から考えている。3 人程度が主体となり、部門全体でも考

える。3 年ほど前から時間をかけて企画は練り始めていく。  
・利用客はほとんどが日本人。平均年齢は長期クルーズで 70 歳前後、年

間平均では 60 歳台半ばくらい。  
・ワンナイトクルーズや「飛んでクルーズ北海道（※）」などの企画などで

年齢層が少し下がるが、全体としては高い。  
（※）「飛んでクルーズ北海道」はフライ＆クルーズの旅行商品名  

 
3)外国人客に対する日本発着のクルーズ商品のセールスポイントについて 

・外国人が日本の船には乗ることはあまりない。  
時折、中国人や韓国人もいるが非常に少ない。  
日本の船は日本人に合ったもてなしができることが重要で、年齢層が高

い。  
・韓国、中国は今後マーケットとしてはありえると考えている。  

 
4)その他 

・定期航路の時代から、チャーター船をメインにした時代を経て現在に至

っている。  
・レジャークルーズだけを行うようになったのは最近である。  
・チャーターをメインに行うようなことはないが、お客様の要望と時期が

あえば各クルーズの合間にチャーターを行っている。  
・毎年１月に約 10 日間ドックに入って船のメンテナンスを行うが、それ

以外はなるべく船を遊ばせないようにしている。  
・船を増やしたいが、今はなかなかそのような時期ではない。来年、全面

改装を予定している。  
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(2)スタークルーズ日本オフィス（ノルウェージャン・クルーズライン） 

1)会社の概要 

・社名：スタークルーズ日本オフィス／ノルウェージャン・クルーズライン 

・英名：Star Cruises Pre Ltd.／NCL Corporation Ltd.. 

・CEO：Kevin Sheehan 

・本社機能：米国 フロリダ州 マイアミ 

・従業員数：10,000 人（乗務員含）  
・ノルウェージャン・クルーズライン（NCL）日本オフィス  

代表：荒木  辰道（あらき・たつみち）  
・東京都港区東新橋 2-4-6 パラッツォシエナ 8F 

 

2)欧米と日本とのクルーズ文化の違い 

・クルーズの背景としてまず知っておかねばならないのは日本と西洋の文

化の違いではないか。  
・西洋では食事を楽しみ、社交ダンスなどの音楽を楽しむのなどの文化的

な背景があった。 

・クルーズ人口の大きな変化は 1970 年代のアメリカのテレビ番組「ラブ・

ボート」というドラマだった。この番組をきっかけにアメリカの市場が

2,100％（21 倍）という割合で増加した。 

・2008 年度現在で世界の年間クルーズ利用者はアメリカが 1,280 万人、 

ギリスが 120 万人、ドイツが 60 万人、アジアが日本をのぞいて 60 万人

だった。 

日本 1989 年クルーズ元年と言われてから 20 年近くあまり利用者は伸び

ていないといわれている。 

・この年に 15 万人の利用者があり、現在は 18 万人ということを考慮する

と右肩あがりではあるが、まだ大きな伸びを見せているとは言い難い。 

・日本の周りでは中国がすでに 15 万人の利用者があるという。 

 

3)外国人客に対する日本発着のクルーズ商品のセールスポイントについて 

・日本は非常に制限がある。旅行業に関する法律（約款）の面でも外国の

旅行会社も入りにくくなっている。 

・アロット（ブロック／恒常的な客室の分配・割り当て）などのリスクの

ない仕入れ形態やキャンセル料金と支払い金額などに関する考え方、標

準旅行業約款は世界基準にそぐわなくなってきている。 

・最近日本の港の抜港（一度寄港が決まっていながらキャンセルとなり、

クルーズ船の寄港地を変更）があった。2,000 人を処理するのに 2 時間

待たせてしまうと滞在時間が短くなり、乗船客に嫌がられる。イミグレ

ーションに関して日本のシステムがそうさせている。  
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4)WEB に関して。 

・WEB を見る人は多くなっている。WEB は価格を比較するためのものとなっ

ており、お客様はクルーズに関しては聞きたいことがたくさん出てくる

ものなので、WEB で調べて結果的には旅行会社や代理店で実際に話をし

ながら注文する形をとっているようだ。  
・知識（ノウレッジ／ナレッジ）があってこそいいサービスが提供できる。 

旅行業とはある意味コンサルティング業務であり、お客様に旅行に対す

る知識／サービスを提供するもの。 

・クルーズにはそれなりの案内人が必要。たとえばクルーズコンサルタン

トなどがそれに当たる。試験を受けて充分なスキルもある。 

・スタークルーズはマーケットシェアを 20％、年間利用客 2 万人を超えて

いる。 

当初より裾野（年齢層や客層）を広げようという戦略をとった。 

まずはいろいろな方々にクルーズを知ってもらいたいということだった。 

敷居を下げてとにかくクルーズを経験していただこうと考えた。 

   ・富裕層や熟年層は重要な顧客だが、利用客の平均年齢は 55 歳程度となっ

ている。（日本における他社の利用客に比べると比較的若い。） 

 

5)スタークルーズに関して 

・スタークルーズはノルウェージャン・クルーズライン（NCL）を 1999 年

（平成 11 年）に買収して傘下に収めたが、現在はアポロインベストメン

トとそれぞれ 50％シェアを担っている。1966 年に設立されている会社で

レジャークルーズの祖と言える。 

・それまで米国から英国、あるいはヨーロッパ、日本からブラジルなど移

動中心であった船の旅をマイアミ発でマイアミに再び戻ってくるクルー

ズだけの企画（プレジャークルーズ）を始めたのが NCL だった。 

   ・スタークルーズはアジア地域の独占市場としてきたが最近は、コスタ・

クルーズやロイヤルカリビアン（RCCL）が進出してきている。 

・スタークルーズは日本市場においては常にチャレンジし続けている。1994

年に台湾と日本（沖縄）航路を開き、累計で 40 万人以上のお客様に利用

していただいた。 

・これはインバウンドの経済効果としては計り知れないものがあったので

はないだろうか。 

・外国人旅行客に関して日本はまだ障壁を設けているところがある。だが、

敷居を高くして、不振に陥った高級旅館温泉街の失敗例もあるのではな

いだろうか。旧来のスタイル（格式）に固執して次々に廃業していった

例を見ている。  
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6)船の運航企画は誰が決めるのか 

・船の運行企画はスタークルーズ本社で決めるが、日本仕様にアレンジも

している。企画をそのまま日本に持ってきても売れないので日本語の資

料を独自に増やしている。  
・乗船客のうち日本人は１割程度いる。2,000 人乗船客がいると、200 人程

度が日本人となり、それなりに日本人は目立つ存在となっている。他に

はインド、中国、シンガポール、オーストラリア、香港などの観光客が

多い。  
・スタークルーズは比較的安い値段でありながらベルリッツ（ミシュラン

のクルーズ版のようなもの）で「スーパースターヴァーゴ」という船に

４つ星をつけていただいている。  
（飛鳥Ⅱは４つ星プラス、にっぽん丸は３つ星プラス、ぱしふぃっくび

いなすは４つ星、ふじ丸は３つ星と日本船の評価は比較的高い）  
 

7)市場性に関して 

・日本に入港してくるクルーズ船の外国人乗船客が行きたい場所として、

台湾の人は北海道、欧米諸国の人たちには東京が圧倒的に人気ある。ア

ジアの人は日本の地方、美しい日本の自然などに関心があり、欧米諸国

は英語が通じる都会の方がいいと考えているようだ。一般的に外国人の

日本に対する満足度は高い。財団法人自治体国際化協会のクレアレポー

トによると 95％が満足しているという高い数字も出ている。 

・世界のクルーズエリアは北欧、地中海、カリブ海、南米、南太平洋、ア

ジア、インド洋、北極、南極とある。アジア近海は、シンガポール、香

港、台湾が拠点となって伸びているが、日本はこの動きに乗り遅れてい

る。 

・日本発着の外国船クルーズもいずれは増えるだろうが日本拠点というの

は少ない。 

・2008 年度までは造船ラッシュで、次々に船の大型化が図られ、販売高を

増やそうとしてきた。2000 年代（1991 年～2000 年）までに 80 隻、2010

年代（2001 年～2010 年）までに 100 隻が造船される。船が多くなってき

たのでアジアに市場を求めてきている。リーマンショックの影響はもち

ろんあったが、クルーズはそれでも上り調子であることは間違いない。 

・熟年層は機会を逃すと次いつ行けるかわからないという心理が働くせい

か、あまりキャンセルはない。  
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8)日本がクルーズ人口を増やすにはどうするのか 

・旅行会社大手が何かを変えなければ難しいかもしれない。  
・近年海外ウェディングが増えてきた。一昔前では考えられなかったこと

だが、ハワイではすでに 2 万組の結婚式が行われている。また、海外の

ランニングブームは注目している。  
・メディアへの露出は重要だ。だが、いわゆる旅番組だと豪華に映りすぎ

てしまい、逆に自分たちには遠いものという印象を与えてしまうという

問題がある。  
 

４－２－２ 外国船代理店 

(1)株式会社クルーズバケーション 

1)会社の概要 

・社名：株式会社クルーズバケーション 

・英名：CRUISE VACATIONS, INC. 

・設立：1992（平成 4）年 4 月 1 日 

・旅行業登録：東京都知事登録旅行業第 3-4471 号 

・社団法人日本旅行業協会正会員 （ボンド保証会員） 

・本社：東京都中央区京橋 2-3-4 YS ビル 4Ｆ 

・加盟団体：日本旅行業協会（JATA） 正会員 

         社団法人日本外航客船協会（JOPA） 

・事業内容：   

   外国クルーズ客船会社日本地区販売代理店業 

   クルーズ全般に関わるマーケティング及び情報提供 

   旅行業法に基づく旅行業 

・取扱クルーズ客船会社：   

   プリンセス･クルーズ 

   キュナード・ライン 

   Ｐ＆Ｏ クルーズ 

   ポール・ゴーギャン･クルーズ 

   シーボーン・クルーズ ライン 

ボヤージ・オブ・ディスカバリー 

（ディスカバリー・ワールド・クルーズ） 

 

2)クルーズ業界全体の概況 

・リーマンショックを受けて外国人観光客の中にはクルーズ旅行をキャン

セルする人や今まで１年以上も前から申し込んでいた人たちなどの出足

が鈍っている。アメリカは世界のマーケットの 70%を持っているのでこ

の影響は大きく、ヨーロッパにも波及した。本来なら１月予約の大きな
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波が来るはずなのに今年は遅れてようやく 2 月に入って動き始めている。  
・アメリカではクルーズ旅行は一般的でそのランクも松竹梅のように 3 段

階に分かれている。大衆層向けのクルーズや若者向けの商品はこのよう

な経済打撃の影響はすぐに出る。日本はもともと年齢が高い富裕層が相

手なので、経済打撃の影響は比較的少ない。 

・アメリカでは１泊 3,000 円～5,000 円、3～4 泊という商品もある。 

また、アメリカのクルーズ人口は年間 1,200 万人。そのうちの 5％程度

が富裕層であるのに対して、日本の場合は富裕層中心である。 

・現在の円高状況は日本にとってチャンスの時期でもっと積極的に手を打

ちたい。 

・世界ではキャンセル費用は 75 日前くらいから発生するのがほとんどだ。

だが、日本ではそのあたりからようやく売れたりするのでアロケーショ

ンのリリースを待ってもらうだけでもなかなか苦労する。これは文化の

問題、休暇の政策などと関係してくるので、企業や政府が協力しなけれ

ば解決できない問題。クルーズ振興部会などにも早期予約を働きかけて

いるが、なかなか進んでいないのが現状。 

・利用客の平均年齢はまだ高いが、フライ＆クルーズに関しては順調に若

い年齢層にも受け入れられるようになっている。 

 

3)日本人客のクルーズ商品のセールスポイントについて 

・日本人のクルーズ泊数は平均 9 泊 10 日。外国に比べて長いというデータ

が出ている。 

・日本船は４隻しかなく、にっぽん丸は今度改装するという計画だが、新

しい船がほしいところだ。 

・3 泊 4 日程度のショートクルーズが数多くできるといいのだが、海外（欧

米）への移動時間も含めると日本人にとってはある程度の日数があった

方がよいものと思われる。また、最近増えている日本・中国間のショー

トクルーズでは日本人の利用枠がまだあまり多くないので、それほど増

えていないのが現状。 

・日本人は欧米に行って外国船に乗ることにそれほど抵抗は感じなくなっ

ている。 

 

4)外国人客に対する日本発着のクルーズ商品のセールスポイントについて 

・外国人（欧米）旅行者が日本の船を利用することはまずないと考えられ

る。日本船は外国人を受け入れる用意がされていない。合同の大浴場は

彼らの趣味ではない。これは日本独自の特徴（文化）である。 

・また、日本の船は値段が高いので外国人がフライ＆クルーズで日本や中

国に来てからアジアのクルーズに出かける場合でも日本の船に乗るので

はなく、外国船に乗ることが普通である。 

・外国人を日本船に誘致するのならば、まず外国語に対応することが重要。
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さらに、価格を下げた船を用意する必要があると考えられる。日本には

ラグジュアリークラスの船しかないので、もっと価格帯の安いクラスを

用意するなどバリエーションを揃えることが重要。  
・入管の手続きを簡素化しないといけない。入管手続きの煩雑さを敬遠し

て実際に抜港（ばっこう）という事態も起きている。 

   ・アジアでクルーズ船を持っている国は日本だけなので、ある意味有利だ

と言えるが、この 4・5 年欧米の船会社がアジアをひとつのマーケットと

して配船してきている。ブリックス（ブラジル、ロシア、インド、中国）

はいずれも大きな人口を抱えている。特に中国は注目すべき市場として

捉えられており、アメリカのロイヤルカリビアンやイタリアのコスタ・

クルーズ社などが上海にオフィスを設けて中国人を集めて日中間のクル

ーズを行っている。日本からもこれらの船にお客様を送っているが、日

本人枠が少ないためか、中国人が圧倒的な人数だと思う存分には楽しめ

ないようだ。 

・現在、クルーズ船といわれているのは世界で 350 船くらいあり、新しい

デスティネーション（目的地）を開拓していこうとしている。そういう

事情の中でアジアはエキゾチックで魅力的なので配船されるようになっ

てきた。また、経済的にアジアが上向きになっていることもそれに加速

をかけている。だが、中国などの動きに比べて日本人のお客様がまだ増

えてこないという現状がある。 

 

5)今後の課題 

・法務省や国土交通省、厚生労働省などの縦割りではなくて国全体として

外国人が来日しやすい環境を整えることが重要。 

・入管手続きに関してはもう少しマンパワーを割いて短時間で済むように

配慮することが重要。日本に向かう船に入管手続き担当者が先乗りして

処理ができなかったり、同じような書類が何枚も必要だったり、手続き

が複雑になることは避けるべきだ。 

・１度日本に入った船が、中国などに立ち寄り再び日本に寄港する際、１

回目の入港時と全く同じ審査をするのは非常に嫌がられているので何と

か対処方策を考える必要がある。  
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４－２－３ 国内旅行代理店 

(1)株式会社ＰＴＳ 

1)会社の概要 

・社名：株式会社ＰＴＳ／株式会社ＰＴＳトラベルナビ 

・英名：PTS Corp. 

・登録：観光庁長官登録旅行業第 39 号 

・本社：東京都豊島区高田 3-13-2 高田馬場 TS ビル 1F 

・設立：1959 年（昭和 34 年）12 月 9 日 

 ・資本金：3 億 4103 万円 

・事業内容：旅行業（クルーズ事業、コーポレート事業、コールセンター

事業・店舗営業部） 

   ・取扱高：771 億円（2007 年度実績） 

   ・従業員：1,000 名（2008 年 4 月現在） 

・事業所：160 か所（2008 年 4 月現在） 

   ・株主：株式会社ジェイティービー、株式会社クレディセゾン 

・JATA ボンド保証会員、IATA 認可代理店、日本旅行業協会（JATA）正会員 

 

2)クルーズ業界の概況 

・世界的な経済不況は外国に比べて日本は影響が少ないが、それでも客足

は少し鈍っている。  
・アメリカのクルーズ人口は 1,000 万人ほどいるが、いくつかのマーケッ

トに分かれていて気軽にクルーズを利用できる環境がある。5％が富裕層

のマーケットだが、そこだけでも 50 万人ほどになる。これに対して日本

のクルーズ人口は 20 万人で、そのほとんどが富裕層にあたっている。 

・日本人のフライ＆クルーズの旅行は近年増えており、この 20 万人の中

に含まれる。  
・この富裕層の掘り起こしという点をとればアメリカともほぼ互角の売上

を上げていることになる。したがって日本には富裕層以外の中流層、大

衆層が潜在的なマーケットとしてまだ存在していると言えることになる。 

2007 年、日本の海外旅行業全体としては売り上げが 7.5％減少したが、

クルーズ旅行に関してだけはその影響を受けずに堅調に推移した。これ

は、経済的な影響をすぐには受けない富裕層をターゲットにしてきてか

らだと言える。 

・外国船は日本船に比べて乗船客が支払う旅行代金は安い。日本船が 1 泊

5 万円くらいだとすると外国船は 1～3 万円くらいだと考えればよい。 

・カリブ海のクルーズは普通に若者の船としても定着している。それぞれ

にランクがあり、若者やカジュアルでの利用もできるということが特徴。

そこでは１泊１万円程度のものもある。 
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・1990 年代の経済の好調の背景を受けて大型船が次々に建造された。2000

年以降でも年間 8 隻から 10 隻の 10 万トンを超える船が投入されてきた

が、ここにきて供給過剰の状態になってきている。 

・新しく建造された船は人気の高いアラスカやカリブにまず投入され、少

し古くなった船がアジアに配船されてきている。 

・欧米の船会社がアジアに進出するためのターゲットとしたのは、急速な

経済発展をしてきている中国とインドである。 

・外国船の日本パッシング（抜港）はもっとも大きな問題だろう。 

指紋押捺を含めて厳しい入管手続きによって、外国船が日本パッシング

（抜港）をするようになっている。 

・バスでのオプショナルツアーに出かけるお客様はトランジットという方

法もあるのではないか。 

 

3)日本人客のクルーズ商品のセールスポイントについて 

・PTS としては各種の旅行代理店のクルーズ旅行への参入は歓迎するが、

若い客層や格安旅行に手を出すつもりはない。 

・30 年近くクルーズのビジネスをしてきたが、シルバー層がメインのター

ゲットになる。 

・日本は予約が遅く旅行業法の関係もあるが、30 日前でもキャンセルでき

るので、韓国や中国などの振興マーケットが欧米にとっては魅力的に映

っているようだ。 

・だが、昨年からの金融危機の関係、そして、円高となって日本人にも有

利になってきた。海外のフライ＆クルーズが安く提供できるようになっ

た。 

・少し投資をしてテレビ番組のスポンサーとして地中海クルーズを賞品と

して出して映像を流してもらい、同じツアーが１人 30 万円強程度で行く

ことができることをチラシやパンフレットや広告で理解してもらい地道

にクルーズ旅行の客層をつかんで行くつもりである。 

・日本国内では陸の交通が発達していない地域の人気が出てきている。人

気があるのは離島。屋久島、種子島、南西諸島、北海道の利尻、礼文な

どクルーズ旅行の場合、宿泊施設がなくても船が宿泊施設なので、船で

出かけていき、美しい自然を堪能できる地域に人気がある。 

 

4)外国人客に対する日本発着のクルーズ商品のセールスポイントについて 

・外国人が日本の船を利用することはありえないだろう。まずは金額が高

すぎる点、加えて日本食や大浴場など彼らの文化とは相いれない。 

・韓国やアジアのクルーズはカジノで人を引く場合もあるが、日本船はそ

れができない。その意味でも日本船の魅力を引きだす工夫は必要だが、

それはあくまで日本人向けであり、外国人は外国の船が乗ること、特に

自国の船に乗船するものだと理解する必要がある。アメリカの船にはア
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メリカ人、イタリアの船にはイタリア人、ドイツの船にはドイツ人とい

った具合。  
・クルーズ旅行のリピーターやインテリジェンスの高い人たちには参加型、

体験型のイベント（企画）が好まれる。陶芸教室などが一つの例として

挙げられる。  
 

5)その他 

・クルーズ旅行を普及させるためには何といってもメディアへの露出は重

要だ。  
・入国に関して、書類審査の検討も含めて、入管は休日であっても人数を

かけて短時間に終わらせることが重要だ。  
・マイアミで行われるクルーズ・コンベンションに参加することは効果が

ある。日本の港が直接海外に売り込むことができている。  
・クルーズ船が停泊できる港をもつ自治体が、たとえば 100 名の枠を確実

に確保して、市民からの申し込みを募って船に乗せることも効果がある

と思われる。外国の船会社に人数を保証することで、もっと多くの船が

日本に寄港すると考えられる。  
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(2)郵船トラベル株式会社 

1)会社の概要 

・社名：郵船トラベル株式会社 

・英名：YUSEN TRAVEL CO.,LTD. 

・設立：1994（平成 6）年 4 月 1 日 

・登録番号：観光庁長官登録旅行業第 1267 号 

・資本金：2 億 7 千万円 

・株主：郵船航空サービス株式会社（100%） 

・本社：東京都千代田区神田神保町 2-2 波多野ビル 

・従業員：280 名 ［2008（平成 20）年 7 月 1 日現在］ 

 

2)主なクルーズ商品の概要／特色 

・日本船は、「飛鳥Ⅱ」の販売が中心であるが、「にっぽん丸」「ぱしふぃっ

くびいなす」の販売も行い、健闘している。 

・外国船は、日本郵船所有の「クリスタルクルーズ」を中心に販売してい

るが、シルバーシー、プリンセス・クルーズなど、プレミアムクラス以

上の客船をターゲットに、いわゆるフライ＆クルーズの企画・販売を行

っている。 

 

3)日本人向けのクルーズ商品のセールスポイントとマーケットの状況 

＜景気の動向＞ 

・2006 年３月「飛鳥Ⅱ」デビューでクルーズブームとなり、マーケットの

底辺を広げる一因となった。  
・ただ、昨年のリーマンショックの影響は出ており、特に日本船のロング

クルーズが苦戦を強いられている。  
＜顧客のターゲット＞  
・お客様の年齢層は高く、「富裕層」だといえる。  
・団塊の世代はターゲットの一つであるが、60 歳前後はまだ若く、すぐに

クルーズ旅行に目を向けるとは考えにくい。ロングクルーズやラグジュ

アリー船は、やはり年齢層の高い方がターゲットとなるであろう。  
   

4)日本発着のクルーズ商品の外国人に対するセールスポイントと 

マーケットの状況  
・日本観光というニーズはあるが、クルーズ商品を外国人に販売すること

はまだ難しいかもしれない。  
・調査と検討は行っているが、実現には結びついていない。  
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5)日本発着のクルーズ商品を開発する際の問題点 

・フライ＆クルーズ商品を開発する際の問題点として、航空運賃の問題と

クルーズ約款改定の２点があげられる。現在、ＪＡＴＡのクルーズ旅行

推進部会にて対策を検討中である。  
＜WEB による申し込み＞  
・WEB での申し込みは年々増加傾向にあり、特に若年層からの問い合わ

せ、予約が多い。  
・また、比較的短期間のクルーズの予約が多いのも特長といえる。  
＜季節／シーズンとしての課題＞  
・日本の気象条件は、クルーズに向いていないと考える。冬の近海は荒れ

ることが多く、夏から秋にかけては台風シーズンになるなど、クルーズ

スケジュール作成には限界がある。ベストシーズンに配船するよう、海

外と国内クルーズの組み合わせが必要である。  
＜海外のクルーズ旅行に関して＞  
・日本のお客様にはヨーロッパ、特に地中海クルーズに人気がある。また、

近年は、ドイツ、ロシア、エジプト、中国などのリバークルーズも人気

を博している。  
     

6)その他（要望等） 

・クルーズマーケット拡大のため、観光庁からのバックアップを切望して

いる。  
 
 

(3)ＪＴＢロイヤルロード銀座 

1)会 社 の 概 要  

ロ イ ヤ ル ロ ー ド 銀 座 は Ｊ Ｔ Ｂ 首 都 圏 に 属 し て お り 、 下 記 は 持 ち

株 会 社 で あ る ㈱ ジ ェ イ テ ィ ー ビ ー の 概 要  

・ 社 名 ： 株 式 会 社  ジ ェ イ テ ィ ー ビ ー （ 英 文 名 ： JTB Co r p .）  

・ 本 社 ： 東 京 都 品 川 区 東 品 川 二 丁 目 3 番 11 号  

・ 設 立 ： 1963 年 11 月 12 日 （ 創 業 年 月 日  1912 年 3 月 12 日 ）  

・ 資 本 金 ： 23 億 400 万 円  

・ 従 業 員 数 ： 27,0 40 名 （ グ ル ー プ 全 体 2008 年 3 月 31 日 現 在 ）  

 

2)主なクルーズ商品の概要／特色 

・JTB としてクルーズ旅行に全国規模、ナショナルブランドとしてシステ

ムに登録して取り組んだのは 2004 年から。 

・クルーズ旅行の市場は、伸びていると考えている。周遊旅行からクルー

ズ旅行へシフトしている。利用者の量は毎年ほぼ一定の量を示している。

（旅行業界全体での利用客の量は変わっていない。） 
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   ・旅行スタイルに関しては、クルーズで旅行したいという層が今後も伸び

るだろうと考えている。 

・クルーズ旅行に対する認知度は、ここ数年上がってきているが、まだ足

りない。いろいろな旅行エージェントが説明会を行っているが、年間数

万人程度にとどまっている。こうした活動をやり続けていく必要がある。 

・日本にはクルーズ旅行に対するネガティブなイメージ（船酔い、たいく

つ、かたくるしい、料金が高いなど）がある。説明会等で直接話さない

と誤解はとけない。 

・認知度をあげるためには、業界をあげて、大手のエージェントがそれぞ

れ全国レベルで説明会をやっていくような取組が望まれる。 

・料金が高いことの誤解も説明会では、具体的な例をあげて、わかりやす

く説明している。 

・世界 1 周旅行は 100 日程度で、最低でも 390 万円程度かかるが、外国周

遊旅行では、10 日で約 30 万円程度となっている。 

・日本船に関しては単価が大きいので、収入額総額が増え、企業として魅

力がある事業となる。 

 

3)日本人向けのクルーズ商品のセールスポイントとマーケットの状況 

・日本人向けのクルーズ商品の種類と特色（セールスポイント） 

商品販売において、インターネットは有効な媒体である。現状は、パン

フレットを見て、窓口で申し込むのが主力となっている。今後は、パッ

ケージをオンラインで選定するような販売形態も考えている。 

   ・リピーター率は、約 6 割とかなり高い。（JTB の商品において） 

   ・当社の顧客層は、富裕層（65 歳～70 歳がターゲットゾーン）が中心。 

・外国船では、一般サラリーマン層もターゲットとなっている。（フライ＆

クルーズで、平均単価 70 万円／1 人で、2 人で 140 万円程度）。ハネムー

ナーが多くなっており、販売に力を入れている。ファミリー層は、休み

がとりにくいこともあって、旅行参加が難しい。 

・参加者の内訳は、夫婦が 8 割、兄弟家族、友人が１割、1 人参加も 1 割

となっている。 

・当社の顧客数は、外国船クルーズが、JTB 全体で約 2,000 人。日本船ク

ルーズで、2,400 人から 2,500 人程度。外国でのフライ＆クルーズが増

えている。 

・日本船マーケットは、販売できるキャパが限られており、現状ではピー

クを過ぎた感がある。 

・フライ＆クルーズで外国船の利用の場合、日本船による海外クルーズの

場合、日本船による国内周遊などの場合で、ターゲットとなる顧客層が

異なる。リピートは、同じカテゴリの中が多い。世界一周は、ステップ

アップというより、いきなり世界一周を選ぶ方が多い。円高で、フライ

＆クルーズで外国船を利用客が増える可能性がある。 
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4)日本人向けに、クルーズ商品（日本発着・海外発着）のＰＲポイントを

どこにおいているか 

・「飛んでクルーズ北海道」という日本国内のフライ＆クルーズの商品は、

交通インフラが整備されていない利尻島、礼文島の豊かな観光資源をク

ルーズで活用することで、クルーズ初参加の客層を開拓した例だ。船会

社のアイデアが必要。 

・日本船の新たなマーケットとして、子どもマーケットが考えられる。国

内各地を回り、寄港地ごとに子どもが乗り込み、子ども同士の交流、地

域の食材を教材にした食育などを企画することが考えられる。 

・日本船の新たなマーケットを拡大していくためには、新しい船が必要。

平均単価を下げる、カジュアル化し、若い層を取り込む。 

・クルーズビジネスには、日本船のキャパシティが少ないので、海外船の

マーケットを考えるしかない。 

 

5)日本発着のクルーズ商品の外国人に対するセールスポイントをどこにお

いているか。 

・外国人の日本船へのクルーズ旅行参加は少ない。年間を通じて、1％以下

程度。 

・外国人は日本船を利用しなくても向こうに船はたくさんある。日本市場

が縮小に向かえば、戦略的に海外からのインバウンド（国内クルーズ）

に取組、日本の魅力を海外に遡及していきたい。 

・海外クルーズと比較して、日本近海の海外クルーズは、観光資源が乏し

い。寄港場所も適地が少ない。ソフトとして、ねぶた、花火などを商品

にすることは考えられる。 

・入国管理（イミグレーション）の問題は大きい（日本の厳密な運用で、

入国手続きで時間がかかり、朝着、夕発の短い時間しかない場合に、手

続き時間が長いと、寄港地としてよほどの理由がないと、別の国（香港、

台湾、韓国）に寄港地が流れている。一度離れるとなかなか戻ってこな

い。 

・アメリカも入国審査は厳しいが、日本と異なり、クルーズ利用客の多く

がアメリカ人なので、イミグレーションの問題は発生していない。 

・船会社への信頼で簡素化ができないかと思う。 

 

6)日本発着のクルーズ商品の対外的なＰＲポイントをどこにおいているか。 

・もともとアウトバウンドビジネスをしているので、余り関心がない。  
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7)日本発着のクルーズ商品を開発する際の問題点 

・ターゲット層、商品設定、周遊ルート（寄港地）等の商品開発上の制約

条件、問題点等  
・「間際化」半年前にパッケージを作成しても、ぎりぎりになるまで参加

申し込みが決まらない。欧米では、1・2 年前にキャビンの予約を開始

する。90 日前までホールドを依頼しているが、日本では、90 日から申

し込みのピークを迎える。75 日くらいが、ぎりぎりの線となる。  
・海外から見ると、欧米が沈んでくると、日本マーケットが魅力的にな

る。  
 

8)その他 

・クルーズ旅行の販売を増やすためには、地道に進めていく必要がある。  
・ＪＴＢとして、全国展開をしていくために、社員教育、お客へのアプロ

ーチの仕方の研修を実施。  
 

9)その他要望等 

・国に対して特別な要望はない。企業として取り組むべきテーマだと思う。  
・ただし、将来のクルーズ旅行マーケットを考えると、大学生にクルーズ

の魅力、職業としてのクルーズ業界を知ってもらうことは重要。文部科

学省とタイアップして、クルーズマスターの資格をもつ全国 30 人を活

用した講座をもつなどができるとよい。  
・クルーズに対する日本の偏見を少しでも取り除いていきたい。  
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５．地方港湾に対するクルーズ船誘致の調査 

５－１ 実施した調査の概要 

５－１－１ 調査目的 

クルーズ船の寄港誘致に成功した港湾を対象に以下の点について調査を行

う。 

   日本各地の港のうち、クルーズ船を誘致し、地域活性化などに貢献してい

る港湾を選び、誘致の結果得られた経済的効果や地域住民のコミュニケーシ

ョンの増加、外国人旅行者との交流から得られる波及効果や問題点なども含

めて、各地の港湾管理者、地方自治体の参考となるようにする。 

 

５－１－２ 調査項目 

調査項目としては以下にあげる６つの視点から行った。 

(1)乗船客側、受入側双方が満足するために行ったこと（自治体主導の取組、

地元商工関係者の取組、寄港誘致を目的とした協議会等の運営者の取組） 

(2)クルーズ船寄港による経済効果（直接／間接） 

(3)寄港したクルーズ船の乗船客の寄港地に対する感想、意見 

(4)ＣＩＱの問題をどのように解決しているか 

(5)クルーズ船寄港時に発生した問題点、トラブル等。 

(6)受入地側の感想、意見（特に単発の寄港で終わらせないために、受入地側

で必要となる取組について） 

(7)その他 

 

５－１－３ 調査対象 

調 査 対 象 港 湾 は 室 蘭 港（ 北 海 道 ）、高 松 港（ 香 川 県 ）、長 崎 港（ 長

崎 県 ） の ３ 港 と し た 。 さ ら に 乗 船 客 の ヒ ア リ ン グ を 行 っ た 横 浜 港

（ 神 奈 川 県 ） と 広 島 港 （ 広 島 県 ） で 得 ら れ た 情 報 に 関 し て も 付 録

と し て 掲 載 し た 。  

 

５－１－４ 調査方法 

室 蘭 港 、 高 松 港 、 長 崎 港 の 各 港 湾 管 理 者 を 訪 ね 、 直 接 ヒ ア リ ン

グ を 実 施 し た 。 現 地 で の 意 見 交 換 の ほ か 、 実 際 に ク ル ー ズ 船 が 停

泊 す る バ ー ス を 見 学 し た 。  
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５－２ 調査結果 

５－２－１ 高松港 

高松港 

(1)誘致のための取り組み内容 

1)自治体主導の取組 

・平成 13 年（2001 年）5 月に、サンポート高松に 2 万トン級岸壁が完成。

地元香川県では、クルーズ客船等を誘致しにぎわいの創出につなげたい

と考えているが、クルーズ客船の入港回数は、年間 20 回に達していない

状況である。 

・県のポートセールス事業は、平成 18 年度までは誘致活動や歓迎イベント

等を行ってきたが、財政状況の悪化から 19 年度からは予算の確保ができ

ず、県民のボランティアによるポートセールス（香川県ポートセールス・

サポーター事業）を実施している。 

この事業は、クルーズ客船等の大型船誘致について熱意と知識、必要な

資質と人脈を有する者をポートセールス・サポーターとして委嘱し、客

船等の誘致促進や寄港情報の収集、サンポート高松のＰＲ活動などに取

り組んでもらうもので、初代のサポーターは高松市在住の主婦である。 

・平成 20 年度の寄港実績は、日本のクルーズ船では、にっぽん丸、ふじ丸、

ぱしふぃっくびいなすが 6 回のクルーズで合計 10 回。 

・外国船では、米国シアトルの「スピリット オブ オセアヌス号（4,200

トン／旅客定員 114 名）」が神戸を基地に、フライ＆クルーズのツアーを

春と秋の 2 シーズンで実施。神戸、高松（または宇野）、広島から韓国、

台湾へ周航している。この船はバハマ船籍でアメリカのクルーズ・ウエ

スト社の小型高級船である。平成 20 年度は 7 回の寄港実績、平成 21 年

は 6 回の寄港予定がある。（以前は、クリッパー・オデッセイも寄港して

いた。） 

・「ぱしふぃっくびいなす」による神戸港発着の国内広域テストクルーズを

平成 20 年 7 月、神戸経済同友会主催により「せとうち・感動体験クルー

ズ」として実施した。香川県では、ビジット・ジャパン・キャンペーン

の一環として中国、韓国、台湾の 3 国の旅行エージェントを招待したほ

か、高松港での歓迎セレモニー、郷土芸能の披露、讃岐うどんの提供な
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どを実施した。 

・オプショナルツアーは、旅行エージェントが県や県観光協会と相談して

コースを決定するケースが多い。 

・寄港地は、船会社が決める。外国船に寄港を要請するためには、現地船

社と直接交渉する必要があるが、国際クルーズ・コンベンションに出席

する予算が手当できていない。 

 

2)地元商工関係の取組 

   ・20 年 7 月の「せとうち・感動体験クルーズ」の際には、香川経済同友会

に御協力をいただいたが、その他には地元商工会、商工会議所等を巻き

込んだクルーズ船の誘致活動は行っていない。 

   ・（財）高松観光コンベンション・ビューローが、出迎えや見送りの人的動

員などを実施している。 

 

3)寄港誘致を目的とした協議会等の運営者の取組 

・地方クルーズ振興協議会は、四国地域には設立されていない。 

・瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会（瀬戸内海を囲む近畿、中国、

四国及び九州の 4 ブロックの自治体で構成）がネットワークを運営して

おり、香川県として参加している。瀬戸内に関する各種情報提供を行っ

ており、定期船、フェリーの運航情報などもインターネットで提供して

いる。 

 

4)誘致にあたって他の港と連携した取組 

・神戸、高松、宇野、広島の 4 港で連携し、瀬戸内海クルーズ推進会議（連

絡会議）を設けている。 

・4 港連携事業として、合同の瀬戸内海クルーズＰＲリーフレット（日本

語版、英語版）を作成し、海外のクルーズ・コンベンションで配布した

ほか、邦船社にも誘致活動を行った。また、寄港した外国人向けに、絵

葉書を４枚セットで配布できるように準備をしており、21 年度から配付

を開始する。 

 

5)港湾施設（旅客用）の整備 

   ・サンポート高松の整備により、施設整備は完了している。 

 

(2)クルーズ船寄港による経済効果（直接・間接） 

  ・経済効果に関する調査、分析はこれまで行ったことはない。 

  ・クルーズ船の寄港による直接的な効果は、ホテル・旅館を利用しないこと

からあまり大きくはないと考えている。 

・日本人客は、数種類のオプショナルツアーから好みのものを選び、滞在時

間の多くをツアーで費やすことが多い。 
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・外国人客は、オプショナルツアーで午前中に栗林公園や屋島にバスで出か

け、お昼に岸壁でうどんを食べる。船内で休息後に、徒歩で商店街に出か

け買い物（小物が中心）をするといったパターンが多い。 

 

 

(3)寄港したクルーズ船の乗船客の寄港地に対する感想・意見 

・特に、まとまった資料はないが、海ネットのホームページにあり。 

＊別途、ホームページより入手。 

海ネット・クルージング連携イベント（平成 19 年 10 月 27 日） 

スピリットオブオセアヌス号（乗船客約 110 名、米国人が中心）高松港

のイベント開催報告より 

   主要なアンケート結果（男性 16 名、女性 22 名、不明 2 名、計 40 サンプル） 

   1)郷土料理や文化のＰＲについて 40 名中 33 名が非常によいと回答。 

   2)高松港および瀬戸内海のイメージ 40 名中 32 名が非常によいと回答。 

   3)高松市を紹介する英語パンフレットについて 40 名中 23 名が非常によ

いと回答。 

 

(4)ＣＩＱの問題をどう解決しているか 

  ・これまで、日本で最初の寄港地になることがなかったので、ＣＩＱの問題

は特にない。体制もないのが実情。必要な場合には、坂出から臨時に出向

くとかの体制をとることになると思われる。 

 

(5)クルーズ船寄港時に発生した問題点・トラブル等 

  ・特にない。 

 

(6)受入側の感想・意見 

・現状では、2 万トン級岸壁を活かした大型クルーズ船の誘致は簡単ではな

いが、季節や旬が感じられ、高松・香川でしか味わえないもの、ツアー参

加者だけが体験できる等のプレミアムツアーの提案を継続して行い、地元

の歓迎の熱意を伝えるなどの誘致活動により高松港への寄港の増大や地元

への経済波及を図っていきたい。 

・もともと高松港は港町であり、四国の玄関口であった。港の再開発でサン

ポート高松をつくり、クルーズ船がよく似合う岸壁を整備したのであるか

ら、今後はさらに港に人が集まり、憩うことができ、賑わいを呼び込むた

めのソフトの支援もしていきたい。クルーズ船の入港は、それ自体、見学

が増えるなど、港のにぎわいにつながる。 

 

(7)その他 

・高松港は駅や中心市街地に近い。このロケーションを活かす手はあるかも

しれない。 
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・高松市の姉妹都市、友好都市（米：セントピータースバーグ市、仏：トゥ

ール市、中国：南昌市）や香川県の友好交流提携（中国：陝西省）等の活

用。 

 

５－２－２ 室蘭港 

 

左：通常のバース 右：７万トンクラスの船は白鳥大橋の外の崎守埠頭を利用 

 

(1) クルーズ船の停泊するバース 

・室蘭港の港口には東日本最大の「白鳥大橋」がかかっており、客船はその

下をくぐって旅客船バースに接岸する。旅客船バースは、北海道初の旅客

船専用のバースで市街地に隣接しており、利便性が非常に高いほか、背後

地にはサミット開催の洞爺湖温泉、北海道有数の登別温泉、そして市内に

は地球岬等の観光資源を有している。 

・崎守埠頭は、７万トンを超える客船に対応している。このバースは広大で、

バスを一度に 40 台程度横づけにすることができるほか、札幌方面への交

通アクセスにも優れている。 

 

(2) 地元の人たちの歓待と客船誘致 

・地元の人たちにとってはクルーズ船の来港は非常に重要で、地元主導で歓

迎の行事が行われている。 

・外航客船の資料や英語のパンフレットなどもボランティアが作成している。 

・上京する機会を捉えて、船社及び旅行代理店へは足を運ぶ。 

・船が入ると地元の人たちとの交流は盛ん。年間４回から７回ほどの入港な

ので地元の人たちも歓迎ムードは高い。 

・小学生との交流会や客船内の見学会など地元での人気も高い。 

・最近では、埠頭付近のハイキングや地元の名物（やきとり、カレーラーメ

ン等）が人気である。 

 

(3) 経済効果 

・把握するのは、難しい。 
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(4) ＣＩＱについて 

・入管に関しては前の港（ウラジオストクなど）から乗り込んでもらい、室   

蘭港到着時にはすぐに外に出られるように配慮している。 

・入管に係る審査の限度は１日に 600 人 

・2,000 人の乗船客がいると 3 日程度かかる計算で前乗りしている。 

・入管審査は基本的に公海上で行うことが原則。前の港を出港（出国）した

後に行っている。（札幌入国管理局の話） 

 

(5) 港の効果 

・港は夏に倉庫を利用してコンサートなども行い、地元のシンボルになって

いる。 

・初入港の船にはバースにある緑地にサクラの植樹をしてもらっている。 

 
 

(6)今後の展開の可能性 

・室蘭港の魅力は自然の入江、地球岬などの大自然が近隣にあることだ。一

方で産業遺産として製鉄工場と製油所。これらを見学できる観光資源とし

て誘致に役立てることも考えられる。  
・クルーズ船というと外航船に目が行きがちだが、「飛んでクルーズ北海道」

の成功に見るように日本船や日本人を船で誘致することも有効だと考える。  
・そうすれば室蘭に十分に観光客を呼びこむことはできると期待できる。  

 
電波塔のある展望台から製鉄所を望む         地球岬
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５－２－３ 長崎港 

 
松ヶ枝岸壁（バース）     出島岸壁（バース）をグラバー園から望む 

(1)長崎港のクルーズ船来航の概要 

・長崎県には離島も数多く、多くの港湾が存在し、重要港湾、地方港湾など

全てを含めると 104 の港があり、その中で幾つかの港湾にクルーズ船が寄

港している。 

近年、クルーズ船が寄港する港湾としては、主に７港あり、本土では長崎

港、佐世保港、雲仙のある小浜港、平戸の川内港、離島では、五島列島の

福江港、対馬の厳原港、壱岐の郷ノ浦港等の港がある。大型クルーズに対

応した係留施設がないために対馬島では、近くの湾中に停泊し小型船を使

って上陸したり、平戸の川内港でも、港外の沖に停泊して小型船で上陸し

ている。 

・長崎県全体の入港隻数は、平成 13 年から 37 隻、25 隻、40 隻と増えてきて

16 年で一度減るが、18 年で 69 隻と増加した。 

イタリアの船会社のコスタ・クルーズ社（現在、世界第一のシェアを持つ

カーニバルグループに属している）が、新たに中国と長崎を結ぶ便を設け

て平成 18 年には、年間 22 隻と増加し入港隻数の総合計も増えた。離島に

も年間 1～2 隻程度のクルーズ船が入っているが、県内での主な寄港は、長

崎港である。 

・長崎港には、五島列島などとの離島を結ぶ航路も多いが、佐世保港からも

五島列島の北部（上五島）に航路が通っている。 

 

(2)自治体主導による誘致の取り組み 

1)国内で開催される商談会への参加 

・国内で開催されるクルーズ商談会があれば、積極的に参加している。 

平成 18 年 12 月行われた宮崎市、19 年 12 月に行われた大阪府泉佐野市、

20 年 3 月に福岡市で開催された「クルーズ商談会」に参加した。 

・商談会は国土交通省が主催で開催され、日本船社、外国船社の支社や代

理店が来るので、長崎県は、積極的に参加している。 

・商談会の形式としては、船会社の席に各港湾の担当者が順番に出向き、

港の紹介・説明等を行い、お互いの情報を交換する形で進めている。 
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2)海外で行われる商談会への参加 

・平成 19 年度からアメリカ、マイアミで開催されているクルーズ・コンベ

ンションに参加している。平成 20 年度に参加し、平成 21 年度も参加の

予定である。 

・平成 20 年には、10 月に中国上海でアジア初のクルーズ・コンベンショ

ンが開催され、日本各地から多くの参加者があった。 

・マイアミのクルーズ・コンベンションでは、韓国と共同のブースとなっ

ている。ブースでは、日本の各港の資料や観光パンフを展示したり、袋

詰めにした資料を配布したりして、日本の観光・港のＰＲ活動を行った。 

・クルーズ会社の職員や幹部等も展示場に訪れるので、名刺の交換をした

り、港や観光の情報を直接伝えたりすることができる。 

・マイアミには、多くのクルーズの船会社が集まっているので、幾つかの

会社を訪ね、港の PR 活動も可能となる。 

 

3)国内での誘致活動 

・長崎港国際観光船受入委員会が中心となって毎年、東京にある船舶代理

店、旅行会社等にクルーズ誘致のための訪問活動を行っており、港湾課

も参加している。 

 

(3)地元商工関係の取り組み 

・長崎商工会議所が、国際観光受入委員会の会員として活動している。客船

入港時の対応や歓迎セレモニーにも一部参加している。 

・地元の幼稚園や小学生とクルーズ乗船客との交流は、たいへん喜ばれてい

る。子ども達の歌や踊りで出迎え行事も好評を得ている。 

 

(4)寄港誘致を目的とした協議会等の運営者としての取り組み 

・平成 21 年度からは、県内７港を組織化した長崎県クルーズ振興協議会（ク

ルーズながさき）を創設し、本協会を中心に誘致活動を展開・強化する。 

・長崎、佐世保、対馬、壱岐、平戸、五島、雲仙の各地区においても各地区

協議会をつくって「クルーズながさき」として活動していく。船が寄港す

るごとに「クルーズながさき」より助成する制度を創設する。また、各地

区で誘致活動を行うのではなく、県全体で組織的にセールスすることがで

きる。 

 

(5)誘致にあたって他の港と連携した取り組み 

・博多港とも連携して、誘致情報の交換や共同企画（ランドツアー）などを

検討している。 

・中国のお客様は、買い物を目的として博多に出かけられる方も多いし、入

国審査が早い博多を利用して長崎まで来て観光される方もいる。 
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・韓国と開催している「日韓海峡沿岸交流会議」で 2012 年にかけて海峡クル

ーズ圏の共同プロモーションを実施中である。（日本側は山口、福岡、佐

賀、長崎。韓国側は釜山広域市、慶尚南道、全羅南道、済州特別自治道。） 

・2008 年 10 月に木浦（モッポ）で「日韓海峡クルーズシンポジウムを開催。

2009 年秋に日本側で「第 2 回日韓海峡クルーズシンポジウム」を開催予定

である。また、両国へのキーパーソン招聘事業に関しても 2010 年にかけ

て実施していく。 

・マイアミでも韓国と共同でブースを出したが、今後もアジアの港全体を売

りに出すことは必要だと考えている。 

 

(6)港湾施設（旅客用）の改良 

・長崎港松が枝埠頭では、平成 20 年 12 月に国内初の 10 万総トン級に対応し

たクルーズ専用の観光船バースが完成した。 

・平成 21 年度からは、さらに新たに国際ターミナル施設と周辺の緑地を整備

する。 

・長崎港のシンボル的な公園である「長崎水辺の森公園」の一角には、２万

総トン級の係留施設もある。 

・最近 10 年ぐらいで長崎港周辺は、公園、美術館、女神大橋、高速道路など

の完成により大幅に変わっている。以前は、長崎港の臨海部には多くの倉

庫があり、市民と港がその倉庫で仕切られて港や海が見えないようになっ

ていた。それらを取りはらって県民・市民に開かれた親しみのある港を造

っていった。現在では、長崎帆船まつり、みなとまつりなど多くのイベン

トが開催され、１年間に 100 万人ぐらいの人が、長崎港に訪れるようにな

った。 

 

(7)経済効果 

・産業連関表をもとに計算すると船の大きさにもよるが、１隻あたり平均約

2,000 万円と言われている。 

・直接効果は船に関わるパイロット（水先案内）の費用、タグボート料、綱

取放作業料、給水ゴミ処理料などが挙げられる。観光バスの利用料なども

ここに含まれる。 

・間接効果としては生産を満たすために使用した原材料を満たすために発生

した第１次間接効果と雇用者所得が消費に回ることによって発生する生産

誘発効果である第 2 次間接効果がある。 

・ダイヤモンド・プリンセス（11 万 6,000 トン、乗船客 2,600 人）のような

大きな船が入港するとバスだけで約 30 台が必要となり、経済効果として

は、かなり大きい。 
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２万トンバース・奥にフェリー埠頭        三菱造船のドック 

 
・長崎港には、「長崎水辺の森公園」というすばらしいシンボル的な公園がで

きている。この公園では、ランドスケープ（地上絵）を施したり、種をモ

チーフとした石ベンチを設けたり、天然石を使った舗装をするなど景観等

にかなり配慮している。広さは 6.5 ヘクタール。1,200 本の樹木を植えて

いる。 

・夜間も公園全体をライトアップして昼間とは異なった美しい港を形成して

いる。 

 

(8)寄港したクルーズ船の乗船客の寄港地に対する感想、意見 

・乗船客にアンケート調査を行ったところ外国船乗船客のイメージは「親し

みやすい」、が 51.8％、「被爆地」43.8％、「親切」31％、国内船では「親

しみやすい」が 32.2％、「被爆地」26.6％、「親切」13.5％という結果であ

った。 

 

(9)ＣＩＱの問題 

・乗船客が多い大型クルーズ船が港に入る場合には、長崎の入管職員が、前

の港から乗り込んで入国手続きを行い、長崎港での接岸時での手続きの所

要時間を減らすように極力努力している。 

・平成 20 年度には、寄港予定の大型クルーズ船が、入国審査の問題（2 回目

の日本入国時にも同様の長い審査がある）によりキャンセルとなった。 

・長崎県では、クルーズ船が入る場合は、年末年始でも受け入れ体制を取っ

て歓迎しており、乗船客にもたいへん喜ばれている。  
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乗船客と子どもたちとの交流          集合写真 

 

(10)今後の展開など 

・新しいターミナルビルは、グラバー園からの景観も考えて低層のターミナ

ルにする。  
・受け入れ態勢の改善を今後も行っていく必要が思える。（ＣＩＱの迅速化、

観光施設や商業施設への交通アクセス改善、港湾施設の改善、外国語ガイ

ド数の増強、ショッピング施設・商品ラインナップの改善など）  

 



 

  5-12  
  

５－２－４ その他（広島港、横浜港） 

(1)広島港 

               

出典：広島市ホームページより 

1 )広 島 港 は フ ェ リ ー が 出 入 り し 、 タ ー ミ ナ ル も 有 す る 宇 品 埠 頭

と は 別 に 客 船 が 停 泊 す る 「 １ 万 ト ン バ ー ス 」 に 分 か れ る 。 こ こ

に は 5～ 7 万 ト ン ク ラ ス ま で の 船 が 停 泊 で き る 。  

・ １ 万 ト ン バ ー ス （ 宇 品 外 貿 埠 頭 ）  

・ 水 深 10.5 メ ー ト ル  

・ 延 長 ： 最 大 280 メ ー ト ル  

 

2)施 設 と し て は タ ー ミ ナ ル の 建 屋 が な く 、 雨 が 降 る と 小 さ い イ

ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー に 逃 げ 込 む し か な い 。 岸 壁 は フ ェ ン

ス で 完 全 に 仕 切 ら れ て お り 、 市 民 は 普 段 で も 外 側 の 大 き な 芝 生

の 広 場 で く つ ろ ぐ こ と は で き る が 、 岸 壁 に は 近 づ け な い 。 以 前

の よ う に 岸 壁 で の 釣 り や 散 歩 は で き な く な っ た が 、 そ の 分 安 全

性 は 保 た れ て い る 。  

 

3)船 が 入 る と 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア が 出 迎 え と 案 内 パ ン フ レ ッ ト 、

外 国 語 で の 案 内 を 行 う 。 イ ン タ ー ネ ッ ト も 無 料 サ ー ビ ス を イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー 内 で 行 っ て お り 、 広 島 が 日 本 で の 最 初

の 寄 港 地 と な る 場 合 に は 両 替 の ほ か 郵 便 切 手 の 販 売 や 手 紙 や は

が き の 配 送 受 付 も 行 っ て い る 。 初 入 港 の 船 に は セ レ モ ニ ー が 行

わ れ 、 樽 酒 が ふ る ま わ れ る な ど に ぎ や か だ が 、 ２ 回 目 以 降 の 入

港 で は 出 迎 え も 見 送 り も 先 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 だ け に な る の

で 少 し 寂 し い 。  

 

4)広 島 市 内 か ら 歩 い て く る に は 少 し 遠 く 、 市 の 中 心 地 か ら 路 面

電 車 な ど を 使 い 小 一 時 間 は 必 要 と な る 。  
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市内と港を結ぶ路面電車     停泊中のタヒチアン・プリンセス 

接岸直前のタヒチアン・プリンセス        両替準備風景 

 

インターネットを無料で提供     マツダの自動車を運ぶ自動車運搬船 

 
インフォメーションセンター       初入港のセレモニー 
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岸壁を隔てるフェンス        初入港を待ち受ける 

 

広大な芝生の広場       初入港でお酒をふるまう歓待 
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(2)横浜港 

 ・ 横 浜 港 大 桟 橋  

 ・ 水 深 12 メ ー ト ル  

 ・ 延 長 ： 最 大 450 メ ー ト ル  

 

1)大 桟 橋 は 美 し い 港 と し て 「 ベ ル リ ッ ツ 」 の ク ル ー ズ ガ イ ド に

も 紹 介 さ れ て い る 。  

埠 頭 （ 大 桟 橋 ） 全 体 が 屋 内 タ ー ミ ナ ル と な っ て お り 、 屋 上 に 芝

生 や 板 を 配 置 し た 独 特 の タ ー ミ ナ ル で 全 体 を 「 く じ ら 」 の 姿 に

見 立 て て 全 体 の デ ザ ン が 施 さ れ て い る 。  

地 下 に 駐 車 場 、 岸 壁 と タ ー ミ ナ ル は う ま く 仕 切 ら れ て お り 、 見

物 客 は 屋 上 広 場 と 屋 内 か ら 船 の 接 岸 、 離 岸 を 見 る こ と が で き る

構 造 と な っ て い る 。  

2)現 在 の ク ル ー ズ 船 の 大 型 化 に 伴 い 、 こ の 大 桟 橋 で も 長 さ が 足

り な い 。  

さ ら に ベ イ ブ リ ッ ジ の 桁 下 が 55 メ ー ト ル の た め 、2009 年 3 月 6

日 に 来 航 し た ク イ ー ン ・ メ リ ー 2（ 145,00 0 ト ン ） は 通 過 で き ず

に 普 段 は 貨 物 埠 頭 と し て 使 用 し て い る 大 黒 埠 頭 に 接 岸 し た 。  

 

 

大 桟 橋 か ら 港 を 望 む        船 を 迎 え る 人 々  

 

大桟橋内の駐車場（地下ではない）     大桟橋ターミナル内部 
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船から直接ターミナルへ誘導     ベイブリッジをくぐる飛鳥Ⅱ 

 

大黒埠頭に停泊するクイーン・メリー２ 

 

仮設のＣＩＱ          仮設トイレに多くの人が並ぶ 
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６．平成 20 年度シンポジウムの開催記録 

６－１ シンポジウムの実施概要 

６－１－１ 開催趣旨 

我が国のクルーズ旅行の振興を効果的に展開し、もって観光の振興と地

域の活性化を図るため、クルーズ旅行に対する日本人の意識や、クルーズ

船旅行者、クルーズ船運航会社等を対象としたアンケート調査や、実際に

地方の港湾におけるクルーズ船の寄港誘致成功例の調査を通じて日本にお

けるクルーズ旅行を取り巻く現状を調査するとともに、これらの調査結果

を踏まえ日本におけるクルーズ旅行の普及・啓発活動の一環として、クル

ーズシンポジウムを開催する。 

 

６－１－２ 概要 

会議名：第 4 回ジャパン・クルーズシンポジウム 

主 催：観光庁、外航クルーズ旅行全国協議会 

日 時：平成 21 年 3 月 13 日（金）午後 2 時～4 時（14 時～16 時） 

会 場：広島国際会議場（ひまわり） 

進 行：（発表順）  
・開会の挨拶：丸山 研一 ／中国運輸局次長 

・来賓挨拶：仁田 一也 氏／中国地方クルーズ振興協議会会長／社団法人

中国海事広報協会会長 

・講演：加藤 隆司／観光庁観光産業課長  

「観光庁アクションプランにおけるクルーズ振興の取組について」 

・講演：木島 榮子 氏／株式会社クルーズバケーション代表取締役社長 

「売り手側の視点から見たクルーズ人口増加の方策や課題」 

・講演：幡野 保裕 氏／郵船クルーズ株式会社代表取締役・専務取締役 

「クルーズ船からみた寄港地の魅力」 

・講演：宮本 卓次郎／国土交通省港湾局振興課長  

「港湾管理者等によるクルーズ船誘致活動の改善に向けて」 

・閉会：元野 一生 ／中国運輸局企画観光部長 
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６－２ 講演要旨 

以 下 に 各 講 演 者 か ら の 講 演 資 料 を ベ ー ス に 要 旨 を ま と め て い く 。  

 

６－２－１ 観光庁アクションプランにおけるクルーズ振興の取組について 

・講演：加藤 隆司／観光庁観光産業課長 

（発言要旨） 

１月より行ったインターネットによるアンケート調査（第２章参照）、乗

船客へのアンケート調査(第 3 章参照)、及び船会社や旅行代理店に対する調

査（第 4 章参照）を基に、現在の日本人のクルーズ旅行に対する意識等日本

におけるクルーズ旅行を取り巻く現在の状況等について報告した。 

また、政府の施策として観光立国をめざして現在インバウンド 1,000万人、

アウトバウンド 2,000 万人を目指し、さまざまな施策を講じていることや、

その中で注目されているのがクルーズについて、より多く外航船を誘致する

ため、港湾の整備や入管手続の簡素化などの解決など今後の取組予定につい

て報告を行った。 
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６－２－２ 売り手側の視点から見たクルーズ人口増加の方策や課題 

・講演：木島 榮子 氏／株式会社クルーズバケーション代表取締役社長 

（発言要旨） 

・2007 年には日本に、外国客船は 16 隻、寄港した港は 31 港、１つの船が何

回も港に立ち寄るので、国内で、延べ寄港数が 154 回、2008 年が 14 隻、

寄港した港が 38 港、延べ回数が 337 と、大幅な躍進をしている。 

・2009 年は 27 隻が日本を訪れる予定で、寄港する港が 36 港、およそ 300 回

寄港するのではないかと予測されている。 

・先日横浜に寄港したクイーン・メリー2、（本日）3 月 13 日に宇品港に来航

したロイヤル・プリンセス、3 月 31 日には大阪でドーン・プリンセス、横

浜にはこの船が 4 月 2 日に入り、5 月にはダイヤモンド・プリンセスが、

鹿児島、室蘭というように、いろいろな船が日本にやってくる。広島港も

たくさんの船が来ると思うが、是非その機会を使って、市民の方にも船内

見学をできるようにしたらよいと考える。 

・今まで横浜、長崎、室蘭、神戸で１つの船が入港するたびに 100 人～200

人のお客様をご案内している。 

・最近はクイーン・メリー2 をはじめ大型船招致が話題を呼ぶのだが、必ず

しも全ての港が 10 万トン級の船を入れる必要はない。10 万トン級の船が

ターンアラウンド（乗船客全員を入れ替える）できるような港も必要だが、

それぞれの船の大きさによって観光客の目的も異なるはずだ。 

・小さい船であればあるだけ知的な部分に興味関心を抱く人が多く乗船して

いる場合が多いと感じられる。多くの地方の港を周って日本の歴史、文化、

自然を楽しんでもらっている。地元の人々との交流も楽しみにしていたり

もする。 

・各港の人たちの交流、これも非常に重要な要素となってくるので 10 万トン

級の船に備えて大きなバースを作らなければいけないとか、大きなハード

のことばかりを考えるのではなく、それぞれの港に合わせて持っている特

徴をいかに上手に使って、外国船を招くのか、さまざまな外国客船がある

ので、大いに研究して誘致をしていただきたいと思う。  
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(1)＊ 売り手側の視点から見たクルーズ人口増加の方策 

（当日配布のレジュメから）  
1)クルーズは Two Way Tourism の代表 

    VWC＋VJC  インバウンドとアウトバウンドの両方向旅行 

    VJC 外国客船誘致活動：  

2007 年 客船数 16 隻 寄港港数 31 港 延べ寄港数 154 回 

2008 年 〃   14 隻  〃   38 港   〃  337 回 

2009 年 〃   27 隻  〃   36 港   〃  300 回超 

2009 年の乗客延べ人数予測； 15 万人 （乗務員）     

      正式な統計がない、 上記もメジャーの港の聞き込みをした数字 

      一人 3 万円の消費：45 億円 

      7 万トン～10 万トンクラスの客船が寄港するとその港は 2 千万円 

           (長崎港試算) 

VWC：観光庁、海外渡航者数 2,000 万人キャンペーン実施中 

 

クルーズ旅行も海外旅行者数増加の一要素 

JATA クルーズ旅行振興部会 クルーズイヤー2009 

2)外国客船会社にとっての魅力 

    日本寄港：・新しいデスティネーション、 

         ・日程に変化と魅力を加える 

         ・新しい顧客開拓につながるか 

                   

3)外国人乗船客にとっての魅力 

    日本寄港：・新しいデスティネーション 

         ・欧米とは違う歴史、文化、人々、風景エキゾチックな魅力 

         ・寿司をはじめとする日本食、アニメ、最先端テクノロジー

等すでに話に聞いている、知っている日本を確認 

        寄港地を選ぶ選択基準： 

  ・顧客にとって魅力あるデスティネーションか 

・海外の人気の港は、複数の大型客船が入港するためコンテ

ナー・ターミナル等が多くなっている。 

・日本は、10万トン以上の大型客船が入港できる港は少ない。

小型、中型客船にとって魅力ある寄港地、魅力的な景観 

         ・入港、出航時の風景、旅情  

・港から街へのアクセスは良いか 

・バス、タクシー、電車、徒歩等で自由に散策可能か、英語

や中国語、ドイツ語等の案内書  
         ・港と街の一体感、地元住民との交流  

・複数のショアー・エクスカーションが可能か  
・どの港でも、お寺と、日本庭園、お城見物と日本の歴史文
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化の紹介になってくると飽きる。各寄港地ならではの一味

違う異文化体験も面白い。  
           (大阪寄港の際、鳴門部屋訪問 ) 

4)ポートセールス： 

         ・港の紹介、売り込み、それぞれの港にあった船会社  
         ・シートレード、上海クルーズ・コンベンション等へ参加  
         ・直接外国客船会社訪問、継続的な販促活動  

・人間的関係の構築  
5)日本人クルーズ市場拡大のチャンス 

         ・港に客船のある風景、夢、憧れを生み出す  
         ・クルーズの認知度向上  
         ・クルーズアドバイザー制度の促進、認知度向上  

(2)＊制度的な課題 

1)ＣＩＱ  (個人識別情報提供義務) 

簡素化：・2008/9 年 ＰＣＬ長崎抜港 計 5 回 

        (2 千万円×5 回＝1 億円の損失) 

     中国・台湾間の三通(通商、通航、通信)の自由化に伴い 

     今後は、沖縄、長崎、福岡等にも影響大と懸念する。 

人的問題の解消、書類の簡素化、機械化、国際化 

国策として観光立国を目指しているが、縦割り行政の弊害を解除 

税関も各港によって解釈が異なる場合もあるのを同一見解に。 

          

2)日本の旅行業界のビジネス習慣 

間違ったクルーズのイメージ解消：高い、長い、船酔い、退屈 

認知度アップ、早い予約開始、グローバルスタンダード、クルーズ約款取

消料改定、取消料保険 
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６－２－３ クルーズ船から見た寄港地の魅力 

・講演：幡野 保裕 氏／郵船クルーズ株式会社代表取締役・専務取締役 

（発言要旨） 

船会社は大きく３つの要素を考えて港を選んでいる。 

(1)船が安全に入港できるかどうか 

・港の水深がどうかとか、航路の幅がどうかとか、岸壁の長さがどうかと

か、そういうことをしっかり調べさせていただいている。  
・日本の港で一番悩ましいところは安全の基準が大変厳しくて、初めて入

港する時には海上保安庁、港湾局とかいろんな方と、この船が安全に入

港できますよということを立証していかなければいけない。  
・日本の設計基準通りだと大型客船なんかとても入れない程厳しい基準に

なっている。例えば、航路の幅は船の長さないといけないとか、岸壁の

前で船がグルッと旋回する必要があるが、その時には船の長さの２倍の

回頭エリアがないといけないとか、水深は船の持っているドラフト喫水

の 10％余裕がないといけないとか、いろいろな規則がある。だが、これ

らの規則が、昔の船の運動性能の基準をまだ使っているのではないかと

考えられる。 

(2)港の水深 

・もっとも一番気を使っていただきたいのは、深さである。自分の港がど

れぐらいの深さの船まで、どれぐらいの深さを持っているかということ

をしっかりと把握していただきたい。  
・日本の船の岸壁の基準というのは、7ｍ50 というのが標準である。その次

に 10ｍ、それから 14ｍとか、基準があるが、7.5 の深さだと 3 万トンく

らいの客船まではなんとか入れるが、5 万トンを超える船になると 10ｍ

ないと入れない。 

・ライフラインの設備も重要。船が着岸すると給水もしたいし、いろいろ

な工事があって電気も取りたいこともありますし、入港して岸壁でお客

様が上陸される時の色々な道具だとか、もしオーバーナイトでステイし

たりする時であれば岸壁上の明かりだとかが必要となる。加えて食料を

補給したり、燃料を補給したりできる機能も必要となる。 

(3)外航客船の場合はＣＩＱがすごく大事な要素となる。 

・客船というのはだいたい朝入って夕方には出て行くっていうのが普通の

運行パターンで港に長くて 15,6 時間ぐらいしか港にいない。 

・税関、入管、検疫、この三つの機能がスムーズにいくようにしてもらいたい。 

・日本は縦割りの社会になっているがうまくチームワークをとってなるべ

くスムーズにやっていただけるようにしないと、船は来なくなってしまう。 

・アメリカが 9.11のテロ以後すごくセキュリティの方で大変厳しくなった。

我が国の船は毎年年末年始グァムに行っているが、一時ひどく時間がかか

るようになって困ったが今年かららたいへんスムーズになった。  
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６－２－４ 港湾管理者等によるクルーズ船誘致活動の改善に向けて 

・講演：宮本 卓次郎／国土交通省港湾局振興課長  

 

(1)港と地域の振興 

・人と船と貨物と投資が集まる、そうなれば必ずや港と地域は賑わう。その

ときお金が一番大事な要素となるが、普通の暮らしを人々がしていると必

ず中から外にお金が出て行く。出て行くだけだと地域の中からどんどん資

産・資金が減っていくので、どこかから必ず地域の中へお金の流れを作ら

なければいけない。その収支がプラスであれば必ずその地域は発展する。 
・クルーズ観光に関しては、船に人が乗って中へ入って来てくれる。そして、

その人たちがお金を落としてくれるということで、地域振興にとって大変

重要であり、海外援助では「観光は足の速い援助」だという言葉もあって、

非常に即効性のある経済対策ともいえる。 

 

(2)各地の誘致活動 

・現在、各地でいろいろなクルーズを呼び込む活動あるいは歓迎する活動を

やっている。大船渡、あるいは釧路ではおもてなしクラブというような形

でやっている。  
・また、呼び込むために海外へのコンベンションへの参加といったようなこ

ともされている。 

・経済効果を試算した例があるが、1 隻港に来ると 2,000 万円とか 1,000 万

円とかいうお金が地元に落ちていく。 

・クルーズというのは、宿が動くようなものであるため、地元に宿泊するわ

けではないので経済的効果が測りにくいが、市民が「港町の人間」という

意識が高揚できるという効果や、クルーズ船の乗船客は 600 人とか 1,000

人という数だが、その方々との交流ができるという効果もある。 

・3 月 6 日に横浜にクイーン・メリー2 が入った時には、1 日で 1 万人もの人々

が見学に来たという情報もあり、これはたいへんな数だと思われる。 

・また、寄港地に選ばれると郵船クルーズさんの例になるが、船会社がその

地域（寄港地周辺）がどんな魅力的かこのクルーズに乗ると、こんな素敵

な所に行けますよというふうにパンフレットなどで宣伝をしてくれる。上

半期だけで 40 万部、1 年間で 70 万部もパンフレットになってそれぞれ全

国のお客様のところに送られる、あるいは配布される、これはたいへんな

宣伝といえるだろう。無料で宣伝してもらえると思えばたいへんな効果だ

と言える。 

 

(3)各港の特徴 

・館山、輪島、高松、清水、青森、釧路、広島、那覇、神戸、長崎という港

の港湾管理者にどのようなポートセールスを行っているかという質問をし
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てみた。  
・その結果、担当者が顔つながりしているとか、市長や知事自らトップセー

ルスをして働きかけを行うとか、客層を意識したプレゼンを行っていると

か、コンベンションに説明要員を派遣する、直接船社にプレゼンしている

とかいったことまでしている港はいわばポートセールスの上級編の仕事を

しているのではないか。  
・代理店を通じたプレゼン、コンベンションにパンフを出して出展している

とか、豊富なオプショナルツアーを用意するとか。このような努力をする

のは中級編と考えられる。  
・旅客専用バスの整備やらターミナルビルの整備、あるいは港に通訳を派遣

するとか歓迎行事をやろうというのは初級編と考えられる。  
・主観的ではあるが初級・中級・上級とそれぞれの活動を並べてマトリック

スを作り、各港を評価してみた。  
・これらの作業を実施予定と実行などに分けてみてみると、このような努力

をしているところが船の入港は伸びていることがわかる。 

 

(4)広島港の魅力と潜在能力 

・広島にはロングクルーズが昨年度 17 回寄港している。だが、それほどのこ

とをしているとは決して言えない。 

・それでも多くの船が来るというのは大したことだと感じる。底力があると

いうことかもしれない。クルーズ船（会社）から見ると、来て下さいと言

われなくても入りたくなる港だと考えられる。 

・もし、広島港が神戸港なみの努力をするとしたらもっと船が入って来るの

ではないかと考えられる。広島が神戸と同じことをやると順番が変わるか

もしれない。 

・アジアを発着とするクルーズで見ると、那覇・長崎が強い。どうしても、

アジアから見ると日本の西地区のほうが強いとこういうことになるではな

いのかと考えられる。 

・小型船の割合で見てみると広島が一番多い。来て下さいという努力は少な

くても一番であるのは大したものだ。このようなことから見ても広島は大

変なポテンシャルを持った地域であるというのがわかる。 

・国の方でもいくつかの施策をこれから打っていくがクルーズ船が入ること

による経済効果は大きなものであるし、地域の知名度のアップにも大変効

果があると考えられるので私どもとしてもできるだけ応援していきたいと

考えている。 

・ここの会場では 3 分の１ほどの方がクルーズ船に乗ったことがあるようだ

が、百聞は一見にしかず、話を聞くだけでなく、ぜひご体験されることを

お勧めしたい。  
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７．まとめ 

７－１ 日本におけるクルーズ旅行の普及啓発の現状と課題 

 本 調 査 に お い て は 、WEB（ イ ン タ ー ネ ッ ト ）に よ る 日 本 人 の 各 世 代

へ の ク ル ー ズ 旅 行 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 、 ク ル ー ズ 旅 行 中 の 乗 船

客 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 、 船 会 社 、 旅 行 代 理 店 、 港 湾 管 理 者 を 対 象 と

し た ヒ ア リ ン グ を 行 い 、 日 本 に お け る ク ル ー ズ の 現 状 及 び そ こ か ら

浮 か び 上 が っ て く る 課 題 を 抽 出 し た 。  

 調 査 結 果 か ら 、日 本 に お い て ク ル ー ズ 市 場 は ま だ 熟 成 し て お ら ず 、

十 分 に 潜 在 需 要 が あ る と い う こ と 、 故 に 更 な る 普 及 方 策 の 検 討 の 必

要 性 が 浮 き 彫 り と な っ た 。  

 特 に 、WEB に よ る 調 査 の み な ら ず 、実 際 に ク ル ー ズ 船 に 乗 船 し て い

る 乗 船 客 か ら も 、 ク ル ー ズ 旅 行 の 旅 費 が 高 額 で あ る こ と が 一 番 の ハ

ー ド ル で あ る と い う 指 摘 さ れ て お り 、1 泊 3 食 付 と い う こ と を 考 慮 し

て も 総 額 で の 支 出 額 の 高 さ が 1 つ の 課 題 と な っ て い る こ と が う か が

え た  

  

 

(1 )ク ル ー ズ 旅 行 に 対 す る 意 識 調 査 （ WEB） か ら  

イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 調 査 で は 3,00 0 人 の う ち 、 10％ 近 い 280

人 が ク ル ー ズ 経 験 者 で あ っ た こ と 、 ま た 、 ク ル ー ズ 旅 行 に 関 心 を

持 っ て い る 人 が 30％ 近 く い る こ と は 、ま だ 数 は 少 な い が 潜 在 的 な

需 要 が 隠 れ て い る こ と が わ か っ た 。  

一 方 で 海 外 旅 行 未 経 験 者 が 30％ い た こ と は 海 外 旅 行 者 が も っ と

気 軽 に 行 く こ と が で き る 環 境 整 備 が 船 旅 だ け で は な く 必 要 で あ る

こ と を 物 語 っ て い る 。  

ま た 、 ク ル ー ズ 旅 行 に と っ て 適 切 な 日 程 は 日 本 人 の ク ル ー ズ 旅

行 日 数 の 平 均 が 10 泊 程 度 だ っ た こ と に 比 べ て 3～ 5 泊 が 適 当 と す

る 意 見 が 多 く 、 日 本 人 の 休 暇 に 対 す る 余 裕 が ま だ な い こ と を 物 語

っ て い る 。  

 

(2)ク ル ー ズ 船 乗 客 の 立 場 か ら  

ク ル ー ズ 旅 行 中 の 乗 船 客 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、外 国 船 3 船 、

日 本 船 2 船 を 対 象 に し た が 、 す べ て の 調 査 対 象 船 に 共 通 し て い る

の は の ん び り し た 船 旅 を 楽 し め る こ と 、 そ し て 手 荷 物 無 し で 移 動

で き る と い う 回 答 で あ っ た 。 ま た 、 日 本 船 に お い て は 服 装 （ ド レ

ス コ ー ド ） に 関 し て 煩 わ し さ を 感 じ て い る 回 答 が 多 く 見 受 け ら れ

た 。  

ま た 、 そ れ ぞ れ に 旅 行 の 形 態 も 期 間 も 違 い 、 客 層 が 船 舶 毎 に 異

な る こ と に よ り 、 各 船 に お い て 回 答 の 傾 向 に 顕 著 な 差 が 生 じ た 。  
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例 と し て 、53 泊 と 長 い 船 旅 の 飛 鳥 Ⅱ で は 乗 船 客 同 士 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 煩 わ し い と 感 じ る 乗 船 客 が 40％ と 高 い こ と や 、に っ

ぽ ん 丸 に 関 し て は 5 泊 6 日 の シ ョ ー ト ク ル ー ズ の 帰 り で 春 の 悪 天

候 に 遭 遇 し た た め 船 酔 い を 感 じ た 乗 船 客 が 多 か っ た こ と が 挙 げ ら

れ る 。  

デ ル フ ィ ン ・ ボ イ ジ ャ ー の 乗 船 客 が 調 査 対 象 船 の 内 最 も 高 齢 者

が 多 か っ た が 、 そ の 分 海 外 旅 行 経 験 が 豊 富 な 方 も 多 か っ た 。 乗 船

客 に は （ ス テ ッ キ ） を つ い て 下 船 し て く る 方 も ほ か の 船 に 比 べ て

多 く 、 横 浜 の 大 桟 橋 か ら 外 に 出 て い く だ け で も ゆ っ く り と 移 動 し

て い る 様 子 が う か が え た 。  

ま た 、 外 国 船 客 も ク ル ー ズ 旅 行 で 負 担 に な る こ と の 1 位 で 旅 行

代 金 の 高 さ を あ げ て お り 、 高 い か ら こ そ の 側 面 も あ る が 普 及 の た

め に こ の 旅 行 代 金 の 問 題 が 重 要 な 課 題 の ひ と つ と 言 え る 。  

 

(3)船 会 社 、 旅 行 会 社 等 の 立 場 か ら  

日 本 の 船 会 社 は １ つ の 会 社 で １ つ の 船 だ け を 有 し て 営 業 し て い

る 。 そ の 結 果 、 い か に 効 率 よ く 船 を 動 か し 、 な お か つ 集 客 す る か

に 努 力 を は ら っ て い る 。 国 内 ク ル ー ズ で は 船 で こ そ 観 光 で き る ス

ポ ッ ト で あ っ た り 、 船 か ら 見 る 花 火 の 企 画 を し た り 、 一 方 で 日 本

一 周 や 太 平 洋 一 周 、 あ る い は 世 界 一 周 を そ の 中 に 適 宜 織 り 込 ん で

い く 。  

い ず れ も 今 の と こ ろ 日 本 の 船 会 社 の 顧 客 は 日 本 人 中 心 で 年 齢 層

も 65 歳 以 上 と 高 い が 、今 後 、こ の 客 層 を 下 げ る こ と 、あ る い は 幅

を 広 げ る こ と も 考 慮 し て い る 。  

た だ し 、 訪 日 外 国 人 に つ い て は 、 外 国 系 の 会 社 と 比 較 し て 日 本

船 ク ル ー ズ 旅 行 の 価 格 は 明 ら か に 高 い の と 、 入 浴 や 食 事 の 習 慣 の

違 い か ら 、 フ ラ イ ＆ ク ル ー ズ を す る と き に わ ざ わ ざ 日 本 船 に 乗 る

可 能 性 は 低 い と 思 わ れ る 。 ま た 、 外 国 船 籍 の ク ル ー ズ 船 の 日 本 寄

港 時 に お い て は 、 入 管 手 続 の 煩 雑 さ が 問 題 と な っ て お り 、 入 管 手

続 の 簡 素 化 ・ 迅 速 化 を 強 く 求 め て い る 。  

旅 行 代 理 店 側 も 年 齢 層 に 幅 を 持 た せ る こ と や 欧 米 の フ ラ イ ＆ ク

ル ー ズ を 売 る と と も に ワ ン ナ イ ト ク ル ー ズ を 含 め た 日 本 の 各 種 の

企 画 を 確 実 に 売 る こ と に 力 を 入 れ る 傾 向 が 見 受 け ら れ た 。  

た だ 、 い ず れ に し て も 富 裕 層 相 手 の 手 堅 い ビ ジ ネ ス か ら 、 幅 を

広 げ も っ と ク ル ー ズ の 良 さ を 知 っ て も ら い 、 多 く を 利 用 さ せ た い

と 船 会 社 と 旅 行 代 理 店 側 は 考 え て お り 、 ク ル ー ズ 船 が 日 本 国 内 の

港 に 寄 港 す る 際 に は 、 船 内 見 学 会 等 の 開 催 に よ り 、 日 本 に お け る

ク ル ー ズ 人 口 の 底 上 げ に 対 す る 取 組 を 積 極 的 に 行 っ て い る 。  
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( 4 )港 湾 管 理 者 の ク ル ー ズ 船 誘 致 の 立 場 か ら  

ク ル ー ズ 船 を 誘 致 す る こ と に よ っ て 地 域 は 明 ら か に 活 性 化 し て

い る 。 経 済 効 果 も 大 き い ば か り か 地 域 住 民 の 港 に 対 す る 注 目 度 が

高 ま る と と も に 愛 着 が 高 ま る 効 果 は 大 き い 。  

ク ル ー ズ 船 が 入 港 す る こ と で 、 新 た に 地 元 の 文 化 、 あ る い は 日

本 の 文 化 を 意 識 し 、 広 く 海 外 へ も 伝 え よ う と す る 効 果 は 大 人 か ら

子 ど も に 伝 わ り 、 国 際 交 流 、 世 界 地 理 の 学 習 に お け る 教 育 効 果 も

非 常 に 高 い 。  

た だ 、 ポ ー ト セ ー ル ス に お い て は 海 外 の ク ル ー ズ 見 本 市 へ の 出

展 等 に よ り 、 国 内 外 の 船 会 社 に 対 し て 積 極 的 に 港 と 観 光 資 源 を セ

ッ ト に し て 売 り 込 む こ と が 重 要 で あ る が 、 予 算 面 も 含 め て 十 分 に

ア ピ ー ル で き て い る と は 言 い 難 い 。  

今 後 、 日 本 全 体 の ク ル ー ズ 船 の 寄 港 を 増 加 さ せ る た め に 、 複 数

の 港 湾 が 連 携 し て ポ ー ト セ ー ル ス す る こ と も 必 要 と 思 わ れ る 。  

 

(5)そ の 他  

ク ル ー ズ 船 に は 多 く の 乗 船 客 と と も に 多 く の ク ル ー 、 ス タ ッ フ

が 乗 り 込 ん で い る 。 彼 ら は 若 く 行 動 力 も あ る の で 、 仕 事 時 間 の 合

間 を 縫 っ て 短 い 時 間 で 観 光 や 買 い 物 を 楽 し ん で お り 、 乗 船 客 だ け

で な く 彼 ら に 対 す る サ ー ビ ス (案 内 や 観 光 サ ー ビ ス )も 十 分 な 経 済

効 果 を 生 む と 考 え ら れ る 。  

 

い ず れ に し て も 日 本 人 を 対 象 と し た 「 普 及 活 動 」 を ど の よ う に

す る か が 日 本 に お け る ク ル ー ズ 旅 行 の 更 な る 普 及 に 際 し て の 最 大

の 課 題 で あ る 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 や 乗 船 客 対 象 の ア ン ケ

ー ト 結 果 か ら 、 ク ル ー ズ 旅 行 に 対 す る 日 本 人 の ネ ガ テ ィ ブ な 印 象

（ 料 金 が 高 い ・ 船 酔 い 等 ） の 払 拭 の た め の 取 組 や 、 料 金 体 系 や 時

間 （ ク ル ー ズ 期 間 ） も 日 本 人 の 思 考 に 合 わ せ た 旅 行 商 品 の 開 発 が

必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 



 

 

「クルーズ旅行に関するインターネット調査」 アンケート調査シート 
 

 
 

[SC1] 
あなたの性別に該当する区分を選んでください。  

 
男性   
女性   

[SC2] 
あなたの年齢に該当する区分を選んでください。  

 
１７歳以下   
１８歳・１９歳   
２０代   
３０代   
４０代   
５０代   
６０代   
７０代以上   

 [SC3] 
あなたの住所に該当する区分を選んでください。  

 
 

[SC4] 
あなたの職業に該当する区分を選んでください。  

 
 

   

会社勤務（一般社員）  

会社勤務（管理職）  

会社経営（経営者・役員）  

公務員・教職員・非営利団体職員  

派遣社員・契約社員   

自営業（商工サービス）  

ＳＯＨＯ  

 農林漁業   

専門職（弁護士・税理士等・医療関

連）  

パート・アルバイト  

専業主婦   

学生   

無職   

その他の職業   
 
 

[SC5] 
あなたの年収に該当する区分を選んでください。  

あなたご自身についてうかがいます。  



 

 

 
３００万円未満   
３００万円～４００万円台   
５００万円～６００万円台   
７００万円～８００万円台   
９００万円～１０００万円台   
１１００万円～１２００万円台   
１３００万円～１４００万円台   
１５００万円以上   

本調査は、わが国のクルーズ旅行の振興を目的に、日本人のクルーズ旅行に関する
現状や意識を調査し、今後のクルーズ旅行の普及啓発のための基礎資料とするため
に実施するものです。（国土交通省観光庁委託調査）  

 

[B1] 
あなたの海外旅行のご経験等についてうかがいます。（仕事が主目的な旅行を除く） 
あなたは、これまで何回程度海外旅行にお出かけですか。該当する区分を選んでくだ
さい。  

 
１回   
２～５回   
６～９回   
１０回以上   
海外旅行の経験はない  

 [B2] 
過去１年間の海外旅行回数は何回ですか。該当する区分を選んでください。  

 
０回   
１回   
２回   
３～５回   
６～９回   
１０回以上   

[B3_1] 
直近の海外旅行の旅行日数をお教えください。該当する区分を選んでください。  

 
２日以内   
３日以上５日以内   
６日以上１０日以内   
１１日以上   

[B3_2] 



 

 

直近の海外旅行の旅行先はどちらですか。該当する区分を選んでください。  

 
中国   
アジア（中国以外）  
ハワイ・グアム・サイパン  
アメリカ・カナダ  
ヨーロッパ  
オセアニア・南太平洋   
中近東・アフリカ  
カリブ・中南米   
その他   

[B3_3] 
直近の海外旅行は、どのような旅行でしたか。該当する区分を選んでください。  

 
ひとり旅   
家族旅行   
夫婦旅行   
友人や知人との旅行   
職場等の仕事関係の旅行   
その他   

[B3_4] 
直近の海外旅行は、どのような目的でしたか。該当する区分を選んでください。  

 
観光   
家族や夫婦の記念旅行   
会社等の慰安旅行   
招待旅行・報償旅行   
語学等の研修   
その他   

[B4_1] 
あなたは、客船によるクルーズ旅行（国内・海外）をしたことがありますか。（フェリー等
の定期旅客船を除く）  

 
ある  
ない  

[B4_2] 
前問で、クルーズ旅行をしたことが「ある」と回答された方にうかがいます。参加したク
ルーズ旅行の回数と目的地をお教えください。該当する区分を選んでください。  

 



 

 

[B4_2_1] 
回数   

 
 

アジア  
アラスカ  
カリブ・南米   
地中海・エーゲ海   
ハワイ  
アメリカ西海岸   
アメリカ北東部  
北欧・バルト海   
オセアニア  
中東・アフリカ  
南極周遊   
国内周遊   
その他   

 

[B4_3] 
直近に参加したクルーズ旅行の参加人数（あなた自身を含め）をお教えください。該
当する区分を選んでください。  

 
１人   
２人   
３～５人  
６～９人   
１０人以上   

[B4_4] 
直近に参加したクルーズ旅行の目的地及び旅行日数をお教えください。該当する区
分を選んでください。なお、日数は船以外での移動日を含むすべての旅行日数をお答
えください。  

 

１回   
２回   
３～５回   
６～９回   
１０回以上   

 
[B4_2_2] 
これまでに出かけたクルーズ旅行の目的地  （いくつでも） 



 

 

[B4_4_1] 
目的地   

 
 

B4_4_2] 
日数   

 
２日以内   
３日以上５日以内   
６日以上１０日以内   
１１日以上   

[B4_5] 
直近のクルーズ旅行は、どのような目的でしたか。該当する区分を選んでください。  

 
観光   
家族や夫婦の記念旅行   
会社等の慰安旅行   
招待旅行・報償旅行   
語学等の研修   
その他   

 

[B4_6] 
直近のクルーズ旅行への参加理由をお教えください。該当する区分を選んでください。
（いくつでも）  

 
のんびりとした船旅が楽しめる  

アジア  
アラスカ  
カリブ・南米   
地中海・エーゲ海   
ハワイ  
アメリカ西海岸   
アメリカ北東部   
北欧・バルト海   
オセアニア  
中東・アフリカ  
南極周遊   
国内周遊   
その他   

 



 

 

以前からあこがれていた  
手荷物なしで、現地の観光ができる  
客船のホテル並みのもてなし  
船からの景観が楽しみ  
以前、クルーズ旅行をして良かったため  
非日常の体験ができそうだから  
その他   

 [B4_7] 
B4_1 で「ない」と回答された方にうかがいます。あなたは、「クルーズ旅行」について、
以前からご存知でしたか。該当する区分を選んでください。  

 
クルーズ旅行について知っており、機会があれば参加したいと思っている  
クルーズ旅行について知っているが、具体的に参加を考えたことはない  
クルーズ旅行については、今まであまり知らなかったが、 

   改めて、参加を検討しようと思う 
クルーズ旅行については、今まであまり知らなかったし、興味もない  
その他   

 

[B4_8] 
B4_1 で「ない」と回答された方にうかがいます。あなたは、「クルーズ旅行」について、
どんなイメージをお持ちですか。該当する区分を選んでください。 （いくつでも）  

 
のんびりとした船旅が楽しめる  
以前からあこがれていた 
手荷物なしで、現地の観光ができる  
客船のホテル並みのもてなし  
船からの景観が楽しみ  
船内での服装（ドレスコード）が厳しいと思う 
時間をもてあましてしまう気がする 
部屋のグレードによってサービスに差があり、 

   あまり楽しめないのではないかと思う 
クルーズ旅行は、日程に余裕がないと参加できないと思う 
クルーズ旅行は、旅費が高いと思う 
船酔いになるのが心配な気がする 
その他   

 [C1] 
あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。あなたのお考えに
もっとも近いものを該当する区分から選んでください。なお、各商品毎に記載されてい
る金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。  

 



 

 

モデル商品 ワンナイトクルーズ  

横浜港若しくは神戸港発着で、１泊２日のクルーズ旅行。 
費用は、４万円～１８万円（２名１室１人あたり）  

 
参加してみたい  
内容によっては参加してみたい  
参加したいと思わない  
その他   

 

その理由  
 

 

[C2] 
あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。あなたのお考えに
もっとも近いものを該当する区分から選んでください。なお、各商品毎に記載されてい
る金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。  

 
モデル商品 国内周遊クルーズ３泊４日   

横浜港若しくは神戸港発で、途中経由地小豆島・新宮のクルーズ旅行。 
費用は、１３万円～４５万円（２名１室１人あたり）  

 
参加してみたい  
内容によっては参加してみたい  
参加したいと思わない  
その他   

その理由  
 

 
 [C3] 
あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。あなたのお考えに
もっとも近いものを該当する区分から選んでください。なお、各商品毎に記載されてい
る金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。  

 
モデル商品 日本発着グアム・サイパンクルーズ１０泊１１日   

横浜港若しくは神戸港発で、途中経由地グアム、サイパンのクルーズ旅行。 
費用は、４０万円～１４５万円（２名１室１人あたり）  

参加してみたい  
内容によっては参加してみたい  
参加したいと思わない  
その他   

その理由  



 

 

[C4] 
あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。あなたのお考えに
もっとも近いものを該当する区分から選んでください。なお、各商品毎に記載されてい
る金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。  

 
モデル商品 日本発着韓国クルーズ２泊３日   

神戸港発～釜山～博多着のクルーズ旅行。 
費用は、７万円～３２万円（２名１室１人あたり）  

 
参加してみたい  
内容によっては参加してみたい  
参加したいと思わない  
その他   

その理由  
 

 

 [C5] 
あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。あなたのお考えに
もっとも近いものを該当する区分から選んでください。なお、各商品毎に記載されてい
る金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。  

 
モデル商品 シドニー～横浜・太平洋無寄港クルーズ１０日間   

空路シドニーへ向かい、シドニー～横浜間の船旅を楽しむフライ＆クルーズ旅行。 
費用は、４３万円～８０万円（１人あたり）  

 
参加してみたい  
内容によっては参加してみたい  
参加したいと思わない  
その他   

 
その理由  
 

 [C6] 
あなたは、次のようなクルーズ商品についてどのように思いますか。あなたのお考えに
もっとも近いものを該当する区分から選んでください。なお、各商品毎に記載されてい
る金額は、交通費・食費・宿泊費を含みます。  

 
モデル商品 シンガポール発着クルーズ１０泊１１日   

現地発着港までは往復航空機、全旅行期間６日、途中経由地ペナン島、プーケット
島のクルーズ。 
費用は、１８万円～４０万円（１人あたり）。  

 



 

 

参加してみたい  
内容によっては参加してみたい  
参加したいと思わない  
その他   

その理由  
 

 [D1] 
あなたは、次のような料金が同じ２つのパッケージ旅行があった場合、どちらかを選ぶ
とすれば、どちらを選びますか。  

 
パッケージ（１）  
   東南アジア方面の７日間のパッケージツアー（現地での移動はバス・鉄道）  
パッケージ（２）  
   東南アジア方面の７日間のパッケージツアー（現地での移動はクルーズ船）  

 
（１）のツアーを選ぶ 
（２）のツアーを選ぶ 

 
その理由  
 
 

[E1] 
クルーズ旅行について、感想やご意見等がありましたら、自由にお書きください。  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（にっぽん丸 日本語 小笠原） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（飛鳥Ⅱ 日本語） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（日本語 横浜） 

 
 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（ドイツ語 横浜） 

 

 



 

 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（英語 横浜） 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（韓国語 横浜） 

 
 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（中国語 横浜） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（日本語 広島） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（英語 広島） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（ドイツ語 広島） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（韓国語 広島） 

 

 



 

 

「乗船客調査」 アンケート調査シート（中国語 広島） 
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